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                                    作成年月日 ２００２年１１月１日 
                                    改訂年月日 ２００６年３月１０日 


製 品 安 全 デ ー タ シ ー ト 


 


１． 製品および会社情報 
製品名    超耐久プロつやコート  Ⅱ 


会社名    株式会社リンレイ 


住所     〒１０４‐００６１ 東京都中央区銀座４丁目１０番１３号 


担当部門   秦野工場 生産技術課 


電話番号   ０４６３‐８１‐５４５５ 


ＦＡＸ番号  ０４６３‐８２‐４７００ 
 


２． 組成、成分情報 
単一物質／混合物の分類  混合物（液体） 


 


＜適用法令（項目１５）関連成分＞ 


成分名           


該当なし 


 


環境ホルモン疑義物質 原料として使用していません 


化学物質管理促進法（PRTR法）規制該当物質 原料として使用していません 


シックハウス･シックスクール配慮（VOCの使用） 
この製品には、室内空気汚染の原因とされる厚生労働省指針値該当


13物質成分を原料として使用していません 


改正建築基準法における建築内装材の規格 
当該法律に言う建築材料には該当しません 


ホルムアルデヒドは含有しません 


学校環境衛生基準該当物質 原料として使用していません 


 


 


＜その他の成分＞ 


 成分名                      


a) 金属架橋型アクリル系樹脂エマルジョン 
b) アクリル系樹脂エマルジョン 
c) 高融点ワックスエマルジョン 
d) レベリング剤 
e) 界面活性剤 
f) 可塑剤 
g) 防腐剤 
h) 消泡剤 
i) 水 


 


３．危険有害性の要約 


・ 危険性     ：危険物に該当しない。 
・ 有害性     ：標準使用濃度範囲では人体への有害性は低い。 
・ 環境影響情報  ：原液および洗浄廃液を一般環境内に排出させない。 
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４． 応急措置 
 目に入った場合 


・ 直ちに大量の清浄な流水で１５分以上洗う。まぶたの裏まで完全に洗うこと。 
・ 医師の診断を受けること。 


 皮膚に付着した場合 


・ 大量の水および石けん、又は皮膚用の洗剤を用いて十分に洗い落とす。溶剤、シンナーは使用しないこと。 
・ 外観に変化がみられたり、痛みがある場合には医師の診断を受けること。 


 吸入した場合 


・ 本製品は揮発性の低い水溶性液体であり、蒸気吸入の可能性は少ない。 
  然るに、吸入した場合には空気の清浄な場所で安静にする。 


・ 必要があれば、医師の診断を受ける。 
 飲み込んだ場合 


・ 被災者に意識がある場合、水で口の中をよく洗わせ、水をコップ１～２杯飲ませてから吐かせる。 
・ 被災者の意識がない場合、口から何も与えてはならない。また、吐かせてもならない。 
・ 安静にして、直ちに医師の診断を受ける。 


 


５． 火災時の措置 
 使用可能消火剤  ：水、炭酸ガス、泡、粉末、乾燥砂 等 


 


 消火方法  ：本製品は引火しない。 なお、製品乾燥物に着火した場合には以下の処置をとる。 


・ 可燃性の物を周囲から取り除く。 
・ 適切な保護具（耐熱着衣など）を使用する。 


 


６． 漏出時の措置 
 人体に対する注意事項 


・ 作業の際には適切な保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を着用する。 
 環境に対する注意事項 


・ 河川などへ排出され、環境へ影響を起こさないように注意する。 
・ 地域の規則に従う。 


 回収方法 


・ 多量に漏出した場合 ：土のう等で拡散を防止し、凝集・凝固剤等で凝集措置をした後、回収する。 
・ 少量の場合     ：乾燥砂、土、ウエス等に吸収させて回収する。 


 


７． 取り扱いおよび保管上の注意 
 取り扱い 


＜技術的対策ならびに注意事項＞ 


・ 換気のよい場所で取り扱う。 
・ 保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を着用する。 
・ 一度、容器から出した液は元の容器へ戻さない。 
・ 容器はその都度密閉する。 


 ＜安全取り扱い注意事項＞ 


・ 水禁忌物質との接触を避ける。 
 


 保管 


 ＜保管条件＞ 


・ 日光の直射を避ける。 
・ 通風のよいところに保管する。 
・ 火気、熱源から遠ざけて保管する。 
・ 凍結に注意する。 
・ 水禁忌性物質との同一場所保管を避ける。 
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８．暴露防止および保護措置 


 設備対策 


・ 屋内作業の場合、局所排気装置等により作業者が暴露から避けられる設備とすること。 
  


 保護具 


・ 目の保護       ：ゴーグル等を使用する。 
・ 皮膚および身体の保護 ：皮膚を露出しない着衣、化学薬品が浸透しない材質の手袋を着ける。 
・ 呼吸系の保護     ：保護マスク等を着用する。 


 


９． 物理的および化学的性質 
・ 物理的状態 ：液体 
・ 色     ：乳白色 
・ 沸点    ：約１００℃ 
・ 蒸気圧   ：ほぼ水と同等 
・ 不揮発分  ：２２．０±２．０ ％ 
・ ｐＨ    ：８．４±１．０（＠２５℃） 


・ 比重     ：１．０３±０．０１（＠２５℃） 
・ 粘度     ： ３．９±２．０ mPa･s（＠２５℃） 
・ 水への溶解性 ：可溶 
・ 引火点    ：なし 
・ 発火点    ：なし 
・ その他    ：特になし 


 


１０．安定性および反応性 


・ 安定性        ：一般環境下で安定 
・ 危険な反応      ：なし 
・ 避けるべき条件    ：低温、高温となる環境 
・ 避けるべき材料    ：水禁忌物質との混合禁止 
・ 危険有害な分解生成物 ：なし 


 


１１．有害性情報 


・ 急性毒性     ：データなし 
・ 局所効果     ：データなし 


・ 感作性     ：データなし 
・ 慢性・長期毒性 ：データなし 


 


１２．環境影響情報 


・ 移動性     ：あり 
・ 残留性／分解性 ：データなし 
・ ＢＯＤ     ：データなし 
・ ＣＯＤ     ：データなし 
・ 生体蓄積性   ：データなし 
・ 魚毒性     ：データなし 
・ その他     ：一般環境内には廃棄しない。 
・ 排水基準を定める総理府令別表第１に掲げる有害物質を含まない。 


 


１３．廃棄上の注意 


 残余廃棄物 


・ 廃棄物は許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理する。 
・ 容器、機器装置等を洗浄した排水などは、地面や排水溝へそのまま流さない事。 
・ 排水処理、焼却等により発生した廃棄物についても廃棄物の処理及び清掃に関する法律 
  および関係する法規に従って処理を行うか、委託する事。 


・ 地域の規則に従う。 
 


 汚染容器･包装 


・ 容器等の廃棄物は許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理する。 
・ 地域の規則に従う。 
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１４．輸送上の注意 


・ 陸上輸送   ：消防法、労働安全衛生法、毒劇物法等に該当する場合、法令に従って輸送する事。 
・ 内陸水路輸送 ：船舶安全法の定めに従う。 
・ 海上輸送   ：船舶安全法の定めに従う。 
・ 航空輸送   ：航空法の定めに従う。 


 


１５．適用法令 


・ ＰＲＴＲ法         ：該当しない 
・ 消防法           ：該当しない 
・ 労働安全衛生法(有機則含む)  ：該当しない 
・ 毒物及び劇物取締法     ：該当しない 
・ 船舶安全法         ：該当しない 
・ 航空法           ：該当しない 


 


１６．その他の情報 


   特になし 


 


（注意）危険・有害性の評価は必ずしも十分ではないので、取り扱いには十分注意してください。 
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株式会社綿半クリエイティブプロダクツ 


ケムドライ事業部 
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製品安全データシート 


作成日 平成 18 年 5 月 1日 


整理番号：CHEM－００８ 


 


 


製造者情報 


 会 社 名    ：ハリスリサーチ社（Harris Researchi Inc） 


 住 所    ：1530 North 1000 West Logan，Utha 84321 U.S.A 


 T E L    ：1-800-424-9300 


 


輸入販売者情報 


 会 社 名    ：株式会社綿半クリエイティブプロダクツ 


 住 所    ：東京都新宿区四谷１－４ 綿半野原ビル２階 


 担当部門：ケムドライ事業部  担当者 長谷川 厚隆 


T E L    ：０３－３３４１－２７３７ 


 F A X    ：０３－３３４１－１４９９ 


 


 


第 I 項 － 製品情報 


商品名：ラベンドリア（LAVENDORIA）     化学分類科目：アルコール・ベースの芳香油 


化学名/一般名または用途：溶剤しみ抜き剤  配合：専売特許 


 


第 II 項 － 危険成分 


危険構成成分 CAS 番号  職業被曝限界値(TWA)   毒性データ 


エタノール 00064-17-5 OSHA、ACGIH：1000ppm 小児、経口、LD10：2000mg/kg 


メタノール(3.3%)00067-56-1  OSHA、NIOSH、ACGIH： ヒト、経口、LD10：340mg/kg 


      200ppm       眼部：5ppm、1 次刺激量 


芳香油  企業秘密  食品＆医薬品評価は GRAS(概して安全と認める） 


 


第 III 項 － 物理データ 


初留点：65℃  揮発容積百分比：>97% 蒸気圧：20℃で約 43 トル 


   蒸発率：N/D  蒸気密度(空気=1)：>1.1 


水中での可溶性：一部溶解 


比重：0.8  外観：ラベンダー液 臭気：快いカンキツ類の香り 


 


― １ ― 


 







 


第 IV 項 － 火災および爆発危険データ 


引火点：58°F(PMMC)        空気中の引火制約条件（容積別）：LEL：N/D HEL：N/D 


自動引火温度：メタノール 725°F 消火手段：二酸化炭素、泡消火剤、粉末消火剤 


特別消火手順：消火器には、密封式呼吸具と防護服一式を装備すること。 


異常な火災及び爆発危険：本物質は中程度の爆発原因であり、また熱、火花、火炎、酸化


剤などの作用を受けた場合は危険な火災原因になる。その蒸気は空気より重く、発火源や


逆火までかなりの距離を移動することができる。OSHA 引火性クラス(29CFR 1910.106)：IB 


 


第 V 項 － 健康被害要因データ 


主要進入経路： 眼部：あり  皮膚：あり  吸入：あり  経口摂取：あり 


本物質は、エタノール、メタノール、芳香油を含んでいる。これらのうちで、メタノール


は、他の構成成分も同様な炎症効果を生じることがあるが、健康にとって最大の危険要因


になっている。メタノールは、有毒な麻酔性化学薬品である。身体からのメタノールの消


失過程は緩慢なので、数日間にわたって過度被曝を繰り返すと、中毒性効果が複合化する


ことがある。中毒性効果は、CNS 特に視神経および恐らくは網膜に影響を及ぼす。過度被


曝の症状には、めまい、視覚障害、悪心、呼吸障害、筋肉共調運動不能、麻酔などがある。


視覚障害は、一時的に回復し、その後に再発生して失明に至ることもある。皮膚との接触


が長引いたり、繰り返されたりすると、皮膚炎、紅班、およびうろこ状のはげ落ちを招く


ことがある。メタノール蒸気は目に中程度の炎症を招くが、純粋メタノールに直接接触す


ると炎症、苦痛、および一過性の角膜混濁を招くことがある。メタノールを経口摂取する


と、失明や死亡を招くことがある。エタノール蒸気を吸入すると、これらの経口摂取特性


と同様な効果を生じることもある。これらには、初期の炎症作用とそれに続く心的興奮、


し眠状態、視力低下、運動失調、昏迷、および、消化吸収の増進により酩酊状態などの症


状が含まれる。エタノールの標的器管は、目、皮膚、呼吸組織、肝臓組織である。 


 


発ガン性物質の記載： NTP：なし  IARC：なし  OSHA：なし 


 


緊急時処理および応急手当手順： 


眼部および皮膚接触：目を多量の水で 15 分以上洗い、迅速に治療を受けさせる。皮膚を石


鹸と水でよく洗う。衣服は脱がせて、洗った上で再使用すること。 


吸入：患者を新鮮な空気が得られる場所まで移動させる。 


経口摂取：毒物管理センターまたは医師に連絡する。患者を直ちに医療施設に運ぶ。 
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第 VI 項 － 反応度データ 


安定性：安定  回避すべき条件：プラスチック容器に保管しないこと。火花と火炎。 


危険な重合反応：発生しない。 不適合性：強い酸化剤と活性金属。 


危険な化学分解生成物：一酸化炭素、二酸化炭素 


 


第 VII 項 － 安全な処理＆使用を図るための予防措置 


物質が放出されるかまたはこぼれた場合に取るべき処置：安全要員に大きなこぼれや漏れ


があることを知らせる。熱および発火源をすべて取り除く。最大限の防爆性換気を施す。


考えられる熱または発火源をすべて取り除く。実行可能なら、漏れのある容器を広々とし


た場所に移す。清掃要員が吸入や皮膚接触を防止できるようにする必要がある。どの清掃


手順中でも、スパークしないタイプの工具を使用する。こぼれを収容し、実行可能なら、


回収または処分のために、液体を抜き取る。少量のこぼれは、乾いた砂、ヒル石、または


その他の適切な物で吸い取る。 


廃棄物処理法：連邦、州、市町村各法規に準ずる。 


処理＆保管時の予防措置：この物質を、熱/発火源または化学的に不適合な物質から離れて


いる、涼しくて乾燥しており換気がよく施された場所にあるしっかり閉じた容器中に分離


する。静電火花を防止するために、保管または転送作業に必要なすべての容器は電気的に


接地、接合する。スパークしない工具を使う。保管条件は、OSHA クラス IB 引火性液体に


適合していなければならない。 


 


第 VIII 項 － 特別防護情報 


呼吸保護：TLV を超えた場合 眼部保護：あり 換気：機械式 保護手袋：あり 


 


第 IX 項 － 区分および規制情報 


NFPA 危険段階(NFPA 標準 704)  健康：1  火災：3  反応度：0  特別：なし 


TSCA 在庫状態：全構成成分を掲載。  カリフォルニア州提案条例第 65 号：アルコ 


     ール飲料中のエタノール(Dev) 


SARA 第 III 篇 302 条：掲載なし。  ペンシルバニア州情報開示請求権：エタノ 


                                         ールとメタノール(環境) 


SARA 第 III 篇 313 条：メタノール(3%) ニュージャージー州情報開示請求権：エタ 


                                         ノールとメタノール(引火性 F3) 
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第 X 項 － 出荷情報 


DOT 出荷名：引火性液体、NOS  IMO 出荷名：DOT と同じ。 


(エタノールを含む。) 


DOT 危険階層：引火性液体          IMO/IMDG 危険階層：3.2 


ID 番号：UN 1993           ID 番号：UN 1993 


DOT ラベル：引火性液体   IMO ラベル：引火性液体 


DOT 包装特例：    IMDG 包装分類群：II 


DOT 包装要件：    EmS 番号：3-07  IMDG ページ番号：3230 


 


第ⅩⅠ項 － 適用法令 


 毒劇法：該当せず 


 労働基準法：指定物質 


 労働安全衛生法：第 2種有機溶剤 


 消防法：危険物第 4種 


 危険物船舶運送及貯蔵規則：引火性液体類 


 


 


 


 


本データシートに記載された情報は標準物質、テスト・データの一方ないし両方から収集


されたものであって、Harris Research 社の知る限りでは正確で信頼度が高い。上記の情


報は検討、調査、妥当性確認を行うためだけに提供されており、また、危険予防措置ない


し処理手順が本データシートで取り挙げられたものしか存在しないと表明、断言するもの


ではない。Harris Research 社及び株式会社綿半クリエイティブプロダクツでは、上記情


報の使用、または他の物質もしくは製法と合わせて本データシートで指定された特定物質


の使用に関しては、明示的にも暗示的にも保証を行っておらず、このためいかなる責任も


負わない。 


 


＊本データの第三者への交付、または複製による開示を禁じます。 


 


 


 


 


 


 


 


 


― ４ ― 








RINREI WAX 


1／3 頁 


整理番号   ＢＨ‐０２３ 
作成・改定  ２００２年 ７月 ４日 


製 品 安 全 デ ー タ シ ー ト 


 


１． 製品および会社情報 
製品名 消泡液 


会社名 株式会社リンレイ 


住所  〒１０４‐００６１ 東京都中央区銀座４丁目１０番１３号 


担当部門 秦野工場 生産技術課 


電話番号 ０４６３‐８１‐５４５５ 


ＦＡＸ番号 ０４６３‐８２‐４７００ 
 


２． 組成、成分情報 
単一物質／混合物の分類  混合物（液体） 


＜適用法令（項目１５）関連成分＞ 


成分名   Ｃａｓ.Ｎｏ.  濃度（％） ＰＲＴＲ法分類名・政令番号 


該当なし 


＜その他の成分＞ 


 成分名      


a) シリコーンエマルジョン 
b) 防腐剤 
c) 水 


 


３．危険有害性の要約 


・ 危険性   ：危険物に該当しない。 
・ 有害性   ：標準使用濃度範囲では人体への有害性は低い。 
・ 環境影響情報：原液および洗浄廃液を一般環境内に排出させない。 


 


４． 応急措置 
 目に入った場合 


・ 直ちに大量の清浄な流水で１５分以上洗う。まぶたの裏まで完全に洗うこと。 
・ 医師の診断を受けること。 


 皮膚に付着した場合 


・ 大量の水および石けん又は皮膚用の洗剤を用いて充分に洗い落とす。溶剤、シンナーは使用しないこと。 
・ 外観に変化がみられたり、痛みがある場合には医師の診断を受けること。 


 吸入した場合 


・ 本製品は揮発性の低い水溶性液体であり、蒸気吸入の可能性は少ない。 
・ 然るに、吸入した場合には空気の清浄な場所で安静にする。 
・ 必要があれば、医師の診断を受ける。 


 飲み込んだ場合 


・ 被災者に意識がある場合、水で口の中をよく洗わせ、水をコップ１～２杯飲ませてから吐かせる。 
・ 被災者の意識がない場合、口から何も与えてはならない。また、吐かせてもならない。 
・ 安静にして、直ちに医師の診断を受ける。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 







RINREI WAX 


2／3 頁 


整理番号   ＢＨ‐０２３ 
 


５． 火災時の措置 
 使用可能消火剤 ：水、炭酸ガス、泡、粉末、乾燥砂 等 


 消火方法 ：本製品は引火しない。なお、製品乾燥物に着火した場合には以下の処置をとる。 


・ 可燃性の物を周囲から取り除く。 
・ 適切な保護具（耐熱着衣など）を使用する。 


 


６． 漏出時の措置 
 人体に対する注意事項 


・ 作業の際には適切な保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を着用する。 
 環境に対する注意事項 


・ 河川などへ排出され、環境へ影響を起こさないように注意する。 
・ 地域の規則に従う。 


 回収方法 


・ 多量に漏出した場合 ：土のう等で拡散を防止し、凝集・凝固剤等で凝集措置をした後、回収する。 
・ 少量の場合     ：乾燥砂、土、ウエス等に吸収させて回収する。 


 


７． 取り扱いおよび保管上の注意 
 取り扱い 


＜技術的対策ならびに注意事項＞ 


・ 換気のよい場所で取り扱う。 
・ 保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を着用する。 
・ 一度、容器から出した液は元の容器へ戻さない。 
・ 容器はその都度密閉する。 


 ＜安全取り扱い注意事項＞ 


・ 水禁忌物質との接触を避ける。 
 保管 


 ＜保管条件＞ 


・ 日光の直射を避ける。 
・ 通風のよいところに保管する。 
・ 火気、熱源から遠ざけて保管する。 
・ 凍結に注意する。 
・ 水禁忌性物質との同一場所保管を避ける。 


 


８．暴露防止および保護措置 


 設備対策 


・ 屋内作業の場合、局所排気装置等により作業者が暴露から避けられる設備とすること。 
 保護具 


・ 目の保護      ：ゴーグル等を使用する。 
・ 皮膚および身体の保護：皮膚を露出しない着衣、化学薬品が浸透しない材質の手袋を着ける。 
・ 呼吸系の保護    ：保護マスク等を着用する。 


 


９． 物理的および化学的性質（参考規格値） 
・ 物理的状態：液体 
・ 色    ：乳白色 
・ 沸点   ：約１００℃ 
・ 蒸気圧  ：ほぼ水と同等 
・ 不揮発分 ：５.０±１.０ ％ 
・ 比重   ：１.００±０.０１（＠２５℃） 


・ 粘度    ：１３.０±２.０ mPa･s（＠２５℃） 
・ 水への溶解性：可溶 
・ 引火点   ：なし  
・ 発火点   ：なし 
・ その他   ：特になし 


 


 


 







RINREI WAX 
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整理番号   ＢＨ‐０２３ 
 


１０．安定性および反応性 


・ 安定性       ：一般環境下で安定 
・ 危険な反応     ：なし 
・ 避けるべき条件   ：低温、高温となる環境 
・ 避けるべき材料   ：水禁忌物質との混合禁止 
・ 危険有害な分解生成物：なし 


 


１１．有害性情報 


・ 急性毒性   ：データなし 
・ 局所効果   ：データなし 


・ 感作性    ：データなし 
・ 慢性・長期毒性：データなし 


 


１２．環境影響情報 


・ 移動性    ：あり 
・ 残留性／分解性：データなし 
・ ＢＯＤ    ：データなし 
・ ＣＯＤ    ：データなし 
・ 生体蓄積性  ：データなし 
・ 魚毒性    ：データなし 
・ その他：一般環境内には廃棄しない。 
・ 排水基準を定める総理府令別表第１に掲げる有害物質を含まない。 


 


１３．廃棄上の注意 


 残余廃棄物 


・ 廃棄物は許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理する。 
・ 容器、機器装置等を洗浄した排水などは、地面や排水溝へそのまま流さない事。 
・ 排水処理、焼却等により発生した廃棄物についても廃棄物の処理及び清掃に関する法律および関係する法規に 
従って処理を行うか、委託する事。 


・ 地域の規則に従う。 
 汚染容器･包装 


・ 容器等の廃棄物は許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理する。 
・ 地域の規則に従う。 


 


１４．輸送上の注意 


・ 陸上輸送  ：消防法、労働安全衛生法、毒劇物法等に該当する場合、法令に従って輸送する事。 
・ 内陸水路輸送：船舶安全法の定めに従う。 
・ 海上輸送  ：船舶安全法の定めに従う。 
・ 航空輸送  ：航空法の定めに従う。 


 


１５．適用法令 


・ ＰＲＴＲ法        ：該当しない 
・ 消防法          ：該当しない 
・ 労働安全衛生法(有規則含む)：該当しない 
・ 毒物及び劇物取締法    ：該当しない 
・ 船舶安全法        ：該当しない 
・ 航空法          ：該当しない 


 


１６．その他の情報 


 特になし 


 


（注意）危険・有害性の評価は必ずしも十分ではないので、取り扱いには十分注意してください。 
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製品安全データシート 
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株式会社綿半クリエイティブプロダクツ 


ケムドライ事業部 


〒160-0004 東京都新宿区四谷 1-4 綿半野原ビル 2F 


 


 


 


 







              製品安全データシート 


作成日 平成 19 年 4 月 1日 


整理番号：CHEM－０２９ 


 


 


製造者情報 


会 社 名：ハリスリサーチ社（Harris Research,Inc.） 


住   所：1530 North 1000 West Logan,UT 84321 U.S.A. 


電   話：1-435-755-0099（製品情報） 


緊急電話（CHEMTREC）１-800-424-9300 又は 1-703-527-3887 


 


輸入販売者情報 


 会 社 名：株式会社綿半クリエイティブプロダクツ 


 住 所：東京都新宿区四谷 1-4 


 担当部門：ケムドライ事業部 担当者 長谷川 厚隆 


 T E L：03-3341-2737 


 F A X：03-3341-1499 


 


１．化学製品 


 


製品情報 


製品名  ：ナチュラルⅣ (パウダー) 


製品番号 ：C026-4 


CAS 番号 ： 混合物 


 


２．成分及び組織情報 


 


成分表示： 


化学名 含有量 CAS番号 


複数成分                     １００％    混合物 


（第８項の暴露に関する指針を参照のこと） 


（第１５項の規制に関する情報を参照のこと） 


 


危険情報開示 


本製品は OSHA Standard 29 CFR 1910.1200 により毒性があるとみなされていな


い成分を含みます。 
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３．危険性の分類 


 


緊急時の措置 


警告 


粉塵により、目、皮膚、気道に炎症を起こす恐れがある。 


 


HMIS 等級          NFPA 等級 


健康 ：１         健康 ：１ 


引火性：0          引火性：0  


反応性：0          反応性：0 


 


 


健康への影響 


 


目： 


粉塵の暴露により目に強い炎症が起こる恐れがある。暴露による症状には、流涙、充血、


および焼灼感があると考えられる。 


 


皮膚： 


発赤や発疹などの炎症が皮膚に起こる恐れがある。 


 


吸入： 


鼻、咽喉、および気道に炎症が起こる恐れがある。症状には咳、胸痛、息切れがあると考


えられる。 


 


摂取: 


消化器系に軽い炎症が起こる恐れがある。 


 


発ガン性物質情報： 


ＩＡＲＣ（国際ガン研究機関）やＯＳＨＡ（職業安全衛生管理）で認められている発ガン 


性物質は一切入っていない。 


 


暴露により悪化する病状: 


皮膚の炎症は既存の皮膚病変のある人では悪化する恐れがある。粉塵を吸い込むと、喘息、 


またはその他の慢性肺疾患を悪化させる場合がある。 
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４．応急処置 


 


目に入った場合： 


まぶたを広げたまま、少なくとも 15 分間、多量の流水で目を洗浄する。必要に応じて医師


の治療を受ける。 


 


皮膚に付着した場合： 


水で皮膚を洗浄する。汚れた衣類および靴を脱ぐ。発生した炎症が持続する場合には医師


の治療を受ける。 


 


吸入した場合： 


吸い込んだ場合には、新鮮な空気のある場所に移動する。炎症が持続する場合には医師の


治療を受ける。 


 


摂取した場合： 


飲んでしまった場合には多量の水を飲む。内科医の治療を受ける。 


 


５．火災時の措置 


 


引火性 


 


COC 引火点 ：データ無し。          空気中における引火限界 


TCC 引火点 ：データ無し。          LEL: データ無し。 


自然発火温度：データ無し。          UEL: データ無し。 


 


消火用剤：  


泡沫消火剤、粉末化学消火剤 


 


火災及び爆発の危険性： 


不燃性である。火事に適した消火剤を使用する 


 


消火に関する指示： 


救急要員以外の者を安全な場所に避難させる。火事に適した消火剤を使用する。 


 


燃焼生成物： 


熱分解により一酸化炭素および二酸化炭素が生成される。 
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６．不慮の漏出時の措置 


 


安全措置（対人）： 


過度の粉塵が発生した場合には、防塵マスクを装着する。 


 


初期漏出封じ込め措置： 


粉塵を掃き集め、汚染されていない元の容器または廃棄物回収容器に回収する。 


 


少量漏出時の措置： 


掃除機で吸引する、または掃き集め処理容器に入れる。 


 


７．取扱及び保管上の注意 


 


取扱注意事項（対人）： 


使用後には必ず容器を閉じる。取扱終了後には十分に両手を洗う。長時間、または繰り返


し皮膚が物質に接触するのを避ける。適切な換気を行い粉塵を吸い込まない。粉塵の発生


と堆積を最小限に抑える。 


 


保管に関する注意事項：  


乾燥した場所に保管し、極端な温度環境での保管はしない。使用しない時は、容器を閉じ


たままにしておく。 


 


８．暴露防止及び身体保護 


 


技術的管理方法： 


適切な換気を行う。 


 


目及び顔の保護： 


粉塵との接触が起こり得る場所では目を保護する。 


 


皮膚の保護： 


短時間作業の場合も作業衣を着用する。取扱い後は、十分な手洗いを行う。 


 


暴露に関する指針： 


データ無し。 
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９．物理的及び化学的特性 


 


形状 ：パウダー 


色 ：白 


臭気 ：無臭 


溶解性 ：可溶 


PH ：6-7  


 


１０．安定性及び反応性 


 


安定性：水に触れると、二酸化炭素を発生する。 


他の物質との相反性：強酸化剤と水との接触は避ける。 避けるべき条件：水 


 


１１．毒性に関する情報 


 


試験コード：経口 LD50 


試験動物：ラット 


結果：＞5g/kg 


 


１２．生態学的情報 


 


試験コード：急性毒性 


種類：ＬＣ50 


種：Fathead minnow（コイ科の仲間） 


結果：2450 mg/L 


 


１３．廃棄に関する措置 


 


処理方法：水に溶かし、下水に流す。 


 


１４．輸送に関する情報 


 


製品ラベル：Natural Ⅳ for CTS Systems 


D.O.T（米国運輸省）出荷名：規定されていない。 


その他： 


IATA（国際航空運送協会）出荷分類：規定されていない。 


IMO（国際海事機構）/IMDG（国際海上危険物規制）出荷分類：規定されていない。 


－５－ 







１５．規定に関する情報 


 


規定リスト検索結果 


01＝SARA、 標題Ⅲ、第 302 節 


02＝SARA、標題Ⅲ、第 313 節 


03＝RCRA、危険廃棄物コード 


04＝CERCLA、危険物 


05＝大気清浄法 


06＝カリフォルニア州提案 65 


EEC（危険物質指令）記号および危険表示：なし 


WHMIS（作業場危険有害性物質情報システム）危険記号： なし 


 


追加情報： 


当該物質もしくはその全成分は、TSCA（毒性物質管理条約）に基づく既存化学物質目録一


覧に記載されている。 


 


１６．その他の情報 


 


作成者 ：Edward Durrant 


承認者 ：Dale Jensen 


役職名 ：製品開発責任者 


承認日 ：2006 年 4 月 5 日 


前更新日：2006 年 4 月 5 日 


RTN 番号：00000191（公式複写） 


 


当該情報は、ハリスリサーチ社の持つ知識の範囲内で正確であること以外には何ら明示


的・黙示的な保証も伴わずに提供される。本シートに示したデータは、本文書記載の特定


資料のみに関するものである。ハリスリサーチ社と株式会社綿半クリエイティブプロダク


ツは、ここに示したデータの使用または当該データへの信用に関して法的信用を一切負わ


ない。 
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株式会社 綿半クリエイティブプロダクツ 
ケムドライ事業部 


〒160-0004 東京都新宿区四谷１－４ 綿半野原ビル 2 階 


 


 







 


製品安全データシート 


作成日 平成 18 年 5 月 1 日 


整理番号：CHEM－０１２ 


 


製造者情報 


 会 社 名    ：ハリスリサーチ社（Harris Research Inc） 


 住 所    ：1530 North 1000 West Logan，Utah 84321 U.S.A 


 T E L    ：1-800-424-9300 


 


輸入販売者情報 


 会 社 名    ：綿半野原総業株式会社 


 住 所    ：東京都新宿区四谷１－４綿半野原ビル２階 


 担当部門：ケムドライ事業部  担当者 長谷川 厚隆 


 住 所    ：東京都新宿区四谷１－４綿半野原ビル２階 


 T E L    ：０３－３３４１－２７３７ 


 F A X    ：０３－３３４１－１４９９ 


 


 


第Ⅰ項  －  製品情報 


商品名： CCP 


化学分類：スチレン－無水マレイン酸共重物体ブレンド物 


配合：専売特許 


 


第Ⅱ項  － 成分及び組織 


「化学名」                                         含有量         CAS 番号 


末端クメンキャップ スチレン－無水マレイン酸 


樹脂のアンモニュウム塩                           30.0－60.0％      52720-354-0 


水                                               60.0－100.0％     7732-18-5 


 


第Ⅲ項  －  危険性の確認 


緊急時の大要 


 アンモニアが発生し、呼吸管に刺激を与えることがある。処理中に蒸気またはヒュームを 


 発生し、これが、目、皮膚、及び呼吸管を刺激することがある。皮膚を通して吸収される 


 と人体に有害である。飲み込んでも害を及ぼす可能性がある。 
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NFPA 等級 －       健康： １ 


                  引火性： １ 


                  反応性： １ 


              特殊危険性： なし 


 


健康への潜在的な影響 


  目：目に刺激を与える可能性がある 


  皮膚：皮膚に刺激を与える可能性がある 


  吸入：蒸気を吸い込まないこと 


  被ばくにより悪化する医学的症状： 肺に病気を持つ人、または呼吸能力の低い人は 


                                本物質には余り触れないほうが良い 


 


第Ⅳ項  －  応急処置 


 目に触れた場合：目を水で１５分間洗い流す 


 皮膚に触れた場合：皮膚を石鹸と水で洗浄する 


 吸い込んだ場合：新鮮な空気を吸って吐き出す 


 口から入った場合：飲み込んだ場合には、医療関係者の指示に従って直ちに吐かせる 


 


第Ⅴ項  －  消火対策 


 引火性 


 COC 引火点：93.3℃（199.9°F） 


 自己着火温度：該当ぜす 


 空気中における引火限界 


   LEL：     ％ 


   UEL：     ％ 


 消火媒体：水、二酸化炭素、泡またはドライパウダー 


 火災及び爆発の危険性：火災暴露のヒュームを呼吸しないように注意すること 


                       乾燥物質が空気中で爆発性のダストを形成する可能性がある 


 消火に関する指示：一般の消火活動におけるように、自己充足製の呼吸器、圧力要求 


                   MSHA／NIOSH（認可品またはこれと同等の製品）お呼び完全 


                   防火具を身にまとうこと 


 


 


 


― ２ ― 







 


第Ⅵ項  －  不慮の放出に対する対策 


 初期封じ込め：こぼれた物質を拡散しないように閉じ込めること 


               こぼれた物質を不活性物資に吸収させること 


 


第Ⅶ項  －  取扱いおよび貯蔵 


 取扱い：使用時には適切な換気を行なうこと 


       ：吸入しないこと 


       ：目、皮膚、衣服への接触を避けること 


貯蔵に関する注意：低温で、充分換気の効いた場所に貯蔵すること 


 


第Ⅷ項  －  被ばく管理および人身保護 


 エンジニアリングによる管理：適切な換気手段を備えた場所以外では使用しないこと 


 目および顔の保護：保護眼鏡等を着用すること 


 皮膚の保護：皮膚に付着しないように保護手袋を着用すること 


 呼吸器官の保護：保護マスク等を着用すること 


 被ばくに関する指針：本件に関する情報はない 


 


第Ⅸ項  －  物理的および科学的な性質 


 形態：粘着のある液体 


 色：琥珀色 


 臭い：アンモニア臭 


 沸点：100℃ 


 比重：1.11（水＝１） 


 揮発分（％）：＜６５％ 


 


第Ⅹ項  －  安全性および反応性 


 安定性： 安定 


 重合反応： 危険な重合反応は起こらない 


 他の物質との不適合性：酸化剤との接触を避ける 


 分解反応：アンモニア臭およびその類似物質が生成する可能性がある 
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第XI項 －  毒物学的情報 


 末端クメン キャップ スチレン － 無水マレイン酸樹脂のアンモニウム塩 


     試験コード：急性皮膚暴露試験 


     種：ウサギ 


     結果：0.0 － 0.5／8.0（4 時間） 


 


     試験コード：目の刺激 


     種：ウサギ 


     結果：0.0／110.0 


 


第 XII 項  －  環境に関する情報 


  末端クメン キャップ スチレン － 無水マレイン酸樹脂のアンモニウム塩 


    試験コード： EC５０ 


    種：ダフニア マグナ 


    結果：73.59 － 1990mg／Ｌ（２４時間） 


 


第 XⅢ項  －  廃棄に関する配慮 


   廃棄物処理：廃棄物はすべての地域に準拠して、処理または廃棄すること 


 


第 XⅣ項  －  輸送 


  製品ラベル：CCP 


  DOT 出荷名：規則に定められていない 


 


第ＸⅤ項  －  法的規則 


  規制リストの検索結果： 


  01＝SARA，標題Ⅲ，第 302 節          02＝SARA，標題Ⅲ，第 313 節 


  03＝RCRA，危険廃棄物コード          04＝CERCLA，危険物 


  05＝クリーンエア条例                  06＝カリフォルニア州提案 65 


  07＝フロリダ州「知る権利」法          08＝マサチューセッツ州「知る権利」法 


  09＝ニュージャージー州「知る権利」法  10＝ペンシルベニア州「知る権利」法 


 ECC 記号および危険表示：なし 


 R フレーズ：なし                 S フレーズ：なし 


 WHMIS 危険記号：なし 


― ４ ― 







 


第 XⅥ項  －  適用法令 


  毒劇法：劇物 


  労働安全衛生法：特定化学物質第 3 類 


  危険物船舶運送及び貯蔵規則：腐食性物質 


  大気汚染防止法：特定物質 


 


明言するにせよ黙示するにせよ、本情報に保証を与える行為は一切これを行なわない。但


し、ハリスリサーチ社の知る範囲において本文書に示した情報はすべて正確なものである


ことを宣言する。本シートに示したデータは、本文書記載の特定資料のみに基くものであ


る。ハリスリサーチ社、株式会社綿半クリエイティブプロダクツは、ここに示したデータ


の使用または当該データへの依存に関して、その法的な責任を負うことは一切行なわない。 


 


＊本データの第三者への交付、または複製による開示を禁じます。 
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４．危険有害性の分類


　　　分類の名称：引火性液体


　　　危険性　　：可燃性である。火気に注意。


　　　有害性　　：吸入するとめまい、頭痛、耳鳴り、嘔吐を起こす危険がある。皮膚を刺激し、脱脂する。


　　　　　　　　　目に入ると刺激し、結膜炎、角膜炎を生じることがある。


５．応急処置


　　　目に入った場合　　：直ちに多量の清浄な水で１５分以上洗眼し、医師の診断を受ける。


　　　皮膚に付着した場合：汚染された衣服を脱ぎ、多量の水と石鹸で充分に洗浄し、皮膚調整用クリームを塗布


　　　　　　　　　　　　　する。刺激が残っている場合は、医師の診断を受ける


　　　吸入した場合　　　：直ちに空気の新鮮な場所に移し、安静、保温に努め、医師の手当を受ける。


　　　飲み込んだ場合　　：無理に吐かせないで、直ちに医師の診断を受ける。


６．火災時の処置


　　　消火方法：窒息消火。初期消火には粉末、炭酸ガス、泡沫、砂などを用いる。棒状の水は火災を


　　　　　　　　拡大するおそれがあるので用いるべきではない。


　　　消火剤　：粉末、炭酸ガス、泡沫、砂


商品安全性データシート


３．物質の特定


　　　単一・混合物の区別：混合物


　　　成分表示：d-リモネン


石油系溶剤


界面活性剤


35～50


45～60


1～5


100.0合計


％


２．商品名：ユーホーガム落し


　　製品説明　種類　　：混合溶剤


　　　　　　　主な用途：カーペット、木床、化学床に付着したガムの除去


※シックハウス症候群の原因物質とされるスチレン、フタル酸-n-ジブチル、ホルマリン、トルエン、キシレン、パラ


ジクロロベンゼン、エチルベンゼン、クロロピリホスを含まない。


　環境ホルモンの疑いのあるアルキルフェノール系界面活性剤を含まない。


１．製造者情報


　　　会社名　　：ユーホーケミカル株式会社 責任者名　：山本　章


　　　住所　　　：東京都中央区八丁堀2-30-17 作成者　　：高橋　充


　　　担当部門　：研究開発部 ＦＡＸ番号：03-3551-2130


　　　電話番号　：03-3552-3881 作成日　　：平成20年9月2日


　　　緊急連絡先：


　　　整理番号　：141092
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７．漏出の処置


火気を速やかに取り除き、引火を防ぐ。換気をよくし、風下を避けて、保護具を着用して蒸気を吸入したり


皮膚に付着しないようにする。


少量の場合はウエス、モップ、吸着マット、砂等で吸い取る。多量の場合は土砂や土のうなどで流出を防止


し、ポンプなどで空容器に移す。


１１．危険性情報


　　　引火点　：50℃（タグ密閉式）


　　　発火点　：


　　　爆発限界：上限なし、下限なし


　　　燃焼性　：なし


　　　発火性　：なし


　　　　（自然発火性、水との反応性）


　　　酸化性　：なし


　　　自己反応性・爆発性：なし


　　　粉塵爆発性：なし


　　　安定性・反応性：なし


　　　その他　：特になし


８．取り扱い及び保管上の注意


　　　取り扱い：（１）液が皮膚や目、口などに付着しないように、適切な保護具を着用すること。


　　　　　　　　（２）引火性液体であるため、火気、衝撃火花などの着火源が生じないように注意する。


　　　　　　　　（３）対象面によっては変色や染色を起こす恐れがあるので、予め目立たないところで確認の上


　　　　　　　　　　　使用すること。


　　　　　　　　（４）異物の混入に注意すること


　　　　　　　　（５）取り扱い後は手洗いを充分に行うこと。


　　　保管　　：火気、熱源、直射日光を避け、密閉して冷暗所に保管すること。


　　　その他　：消防法の定めるところに従う。


９．暴露防止処置


　　　管理濃度：データなし


　　　許容濃度：データなし


　　　設備対策：換気をよくする。場合によっては局所排気及び全体排気装置を用いる。


　　　保護具　：（１）呼吸保護具　：保護マスクを着用する。


　　　　　　　　（２）目の保護具　：保護眼鏡を使用する。


　　　　　　　　（３）皮膚の保護具：ゴム手袋を着用する。


　　　　　　　　（４）その他　　　：スリップ防止効果の高い安全靴を着用


　　　


１０．物理・化学的性質


　　　外観　　：無色透明の液体


　　　溶解性　：


　　　不揮発分：


　　　pH　　  ：


　　　比重　　：0.87 (25℃)


　　　沸点　　：


　　　蒸気圧　：


　　　反応性　：　
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１２．有害性情報（人についての症例、疫学的情報を含む）


　　　皮膚腐食性：記載なし


　　　刺激性　　：眼、鼻にわずかに刺激あり


　　　（皮膚、目）


　　　感作性　　：記載なし


　　　急性毒性　：LD50　製品として測定していない


　　　亜急性毒性：記載なし


　　　慢性毒性　：記載なし


　　　癌原性　　：記載なし


　　　変異原性　：記載なし


　　　生殖毒性　：記載なし


　　　催奇形性　：記載なし


　　　その他　　：スチレン、フタル酸-n-ジブチル、ホルマリン、トルエン、キシレン、パラジクロロベンゼン、


　　　　　　　　　エチルベンゼン、クロロピリホスを含まない。


　　　　


１４．廃棄上の注意


　　　（１）事業者は産業廃棄物を自ら焼却処理するか、または知事の許可を受けた産業廃棄物処理業者、もしく


　　　　　　は地方公共団体がそのその処理を行なっている場合にはそこに委託して処理する。


　　　（２）海、河川、湖等の公共水域や排水溝、下水道等に廃棄してはならない。


１５．輸送上の注意


　　　運搬に際しては容器に漏れの無いことを確かめ、転倒、落下、損傷がないように積み込み、荷崩れの防止


　　　を確実に行なう。引火性の液体であり、火気厳禁とする。消防法危険物第1類及び第6類との混載禁止。


　　　消防法やその他関係法令の定めるところに従う。


１６．適用法令


　　　（１）消防法　危険物第4類　第二石油類


　　　（２）労働安全衛生法　引火性の物


　　　※以下の法令には該当しない


　　　（１）化学物質管理促進法（PRTR法）


１７．その他


　　　記載内容の問い合わせ


　　　　　東京都中央区八丁堀2-30-17


　　　　　ユーホーケミカル株式会社


　　　　　　　　担当部門


　　　　　　　　担当者名


　　　　    TEL  03-3552-3881


　　　　    FAX　03-3551-2130


１３．環境影響情報


　　　分解性：知見なし


　　　ＣＯＤ：


　　　ＢＯＤ：


　　　蓄積性：知見なし


　　　魚毒性：知見なし


　　　その他：環境ホルモンの疑いのあるアルキルフェノールおよびアルキルフェノール系界面活性剤を含まない。
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４．危険有害性の分類


　　　分類の名称：国連定義上の危険物に該当しない


　　　危険性　　：


　　　有害性　　：


　　　環境影響　：


５．応急処置


　　　目に入った場合　　：多量の水で１５分以上洗眼し、ただちに医師の診断を受ける。


　　　皮膚に付着した場合：水道水で充分に洗浄し、ただちに医師の診断を受ける


　　　吸入した場合　　　：風通しの良い場所に移動し、新鮮な空気を吸わせる。


　　　飲み込んだ場合　　：大量の水を飲ませるか、吐かせるかの応急処置を行った後、直ちに医師の診断を


　　　　　　　　　　　　　受ける。


６．火災時の処置


　　　本品は水を大量に含むため、そのままでは引火・発火性は全くない。


　　　製品乾燥物に着火した場合は、次の処置をする。


　　　　　消火方法：注水、水噴霧、各種消火剤等を使用


　　　　　消火剤　：水、炭酸ガス、ドライケミカルなどの一般消火剤


商品安全性データシート


３．物質の特定


　　　単一・混合物の区別：


　　　成分表示：


混合物


アルカリ中和剤


香料


消泡剤


水


7～15


若干量


若干量


残量


100.0合計


％


２．商品名：


　　製品説明　種類　　：


　　　　　　　主な用途：


ユーホーフロアーリンス


アルカリ中和剤


フロアーポリッシュ剥離後のアルカリ中和


１．製造者情報


　　　会社名　　：ユーホーケミカル株式会社 責任者名　：


　　　住所　　　：東京都中央区八丁堀2-30-17 作成者　　：


　　　担当部門　：研究開発部 ＦＡＸ番号：03-3551-2130


　　　電話番号　：03-3552-3881 作成日　　：


　　　緊急連絡先：


　　　整理番号　：194140


高橋　充


平成１６年１２月３日


高橋　充


2004.12.3
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７．漏出の処置


　　　陸上の場合：多量の場合は土嚢などで流出を防ぎ、ポンプで吸い取る。


　　　　　　　　　少量の場合はウエス、モップ、吸着マット、砂等で吸い取る。　　　


　　　雨水溝、河川、海上の場合：本製品は水溶性で処理が困難なため、流出は絶対に避けること。


１１．危険性情報


　　　引火点　：引火せず


　　　発火点　：発火せず


　　　爆発限界：上限なし、下限なし


　　　燃焼性　：なし


　　　発火性　：なし


　　　　（自然発火性、水との反応性）


　　　酸化性　：なし


　　　自己反応性・爆発性：なし


　　　粉塵爆発性：なし


　　　安定性・反応性：塩素系漂白剤、次亜塩素酸ナトリウム等と反応して塩素ガスを発生する。


　　　その他　：特になし


１０．物理・化学的性質


　　　外観　　：


　　　溶解性　：


　　　不揮発分：


　　　ｐＨ　　：


　　　比重　　：


　　　沸点　　：


　　　蒸気圧　：


　　　反応性　：塩素系漂白剤、次亜塩素酸ナトリウム等と反応して塩素ガスを発生する。


淡黄褐色透明の液体


酸性


％（105℃、2hr）


（25℃）


９．暴露防止処置


　　　管理濃度：対象外


　　　許容濃度：対象外


　　　設備対策：


　　　保護具　：（１）呼吸保護具　：不要


　　　　　　　　（２）目の保護具　：保護眼鏡を使用する。


　　　　　　　　（３）皮膚の保護具：ゴム手袋を着用する。


　　　　　　　　（４）その他　　　：スリップ防止効果の高い安全靴を着用


　　　


使用に際しては部分排気及び全体排気を行なうこと。


８．取り扱い及び保管上の注意


　　　取り扱い：（１）液が皮膚や目、口などに付着しないように注意すること。


　　　　　　　　（２）対象面によっては変色や染色を起こす恐れがあるので、


　　　　　　　　　　　予め目立たないところで確認の上使用すること。


　　　　　　　　


　　　　　　　　


　　　保管　　：冷暗所に保管すること。


（３）塩素ガスが発生するため、塩素系漂白剤等との混合は絶対に避けること。


（４）使用後は手洗いをよく行なうこと。
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１４．廃棄上の注意


　　　（１）事業者は産業廃棄物を自ら処理するか、または知事の許可を受けた産業廃棄物処理業者、


　　　　　　もしくは地方公共団体がそのその処理を行なっている場合にはそこに委託して処理する。


　　　（２）本製品はそのままの状態では廃棄しないこと。必ず高分子凝集剤、塩化カルシウム、


　　　　　　硫酸バンドなどで凝集し、焼却または埋め立て処分をすること。


１５．輸送上の注意


　　　運搬に際しては容器に漏れの無いことを確かめ、転倒、落下、損傷がないように積み込み、


　　　荷崩れの防止を確実に行なう。


１７．その他


　　　記載内容の問い合わせ


　　　　　東京都中央区八丁堀2-30-17


　　　　　ユーホーケミカル株式会社


　　　　　　　　担当部門


　　　　　　　　担当者名


　　　　    TEL    03-3552-3881


　　　　    FAX　03-3551-2130


１２．有害性情報（人についての症例、疫学的情報を含む）


　　　皮膚腐蝕性：


　　　刺激性　　：原液は、目、皮膚を激しく刺激する。


　　　感作性　　：記載なし


　　　急性毒性　：LD50　記載なし


　　　亜急性毒性：記載なし


　　　慢性毒性　：記載なし


　　　癌原性　　：記載なし


　　　変異原性　：記載なし


　　　生殖毒性　：記載なし


　　　催奇形性　：記載なし


　　　その他　　：塩素系漂白剤、次亜塩素酸ナトリウム等と反応して塩素ガスを発生する。


　　　（水と反応して有害なガスを発生する等も含む）


記載なし


-


１３．環境影響情報


　　　分解性：記載なし


　　　ＣＯＤ：COD


　　　ＢＯＤ：BOD


　　　蓄積性：記載なし


　　　魚毒性：記載なし


　　　その他：特になし


-


１６．適用法令


　　　次のいずれの法律にも規制されない。


　　　　　（１）労安法／有機溶剤中毒予防規則


　　　　　（２）消防法


　　　　　（３）高圧ガス取締法


　　　　　（４）毒物及び劇物取締法


　　　　　（５）船舶安全法


　　　　　（６）火薬類取締法


　　　　　（７）化学物質管理促進法（PRTR法）
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４．危険有害性の分類
　　　分類の名称：国連定義上の危険物に該当しない
　　　危険性　　：
　　　有害性　　：
　　　環境影響　：


５．応急処置
　　　目に入った場合　　：多量の水で１５分以上洗眼し、刺激が残っている場合は、医師の診断を受ける。
　　　皮膚に付着した場合：水道水で充分に洗浄し、皮膚調整用クリームを塗布する。刺激が残っている場合
　　　　　　　　　　　　　は、医師の診断を受ける
　　　吸入した場合　　　：風通しの良い場所に移動し、新鮮な空気を吸わせる。
　　　飲み込んだ場合　　：大量の水を飲ませるか、吐かせるかの応急処置を行った後、直ちに医師の診断を
　　　　　　　　　　　　　受ける。


６．火災時の処置
　　　本品は水を大量に含むため、そのままでは引火・発火性は全くない。
　　　製品乾燥物に着火した場合は、次の処置をする。
　　　　　消火方法：注水、水噴霧、各種消火剤等を使用
　　　　　消火剤　：水、炭酸ガス、ドライケミカルなどの一般消火剤


商品安全性データシート


２．商品名：
　　製品説明　種類　　：
　　　　　　　主な用途：


ユーホーサラクリン低泡
合成洗剤
食器、果物、野菜等の洗浄


３．物質の特定
　　　単一・混合物の区別：


　　　成分表示：


混合物


直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩
ポリ（オキシエチレン)=アルキルエーテル
界面活性剤
ビルダー
色素
水


1.1
11


1～5
0.1～0.5
若干量
残量


100.0合計


％


１．製造者情報
　　　会社名　　：ユーホーケミカル株式会社 責任者名　：
　　　住所　　　：東京都中央区八丁堀2-30-17 作成者　　：
　　　担当部門　：研究開発部 ＦＡＸ番号：03-3551-2130
　　　電話番号　：03-3552-3881 作成日　　：
　　　緊急連絡先：
　　　整理番号　：171020


高橋　充


平成１６年３月１０日


五味　正
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７．漏出の処置
　　　陸上の場合：多量の場合は土嚢などで流出を防ぎ、ポンプで吸い取る。
　　　　　　　　　少量の場合はウエス、モップ、吸着マット、砂等で吸い取る。　　　
　　　雨水溝、河川、海上の場合：本製品は水溶性で処理が困難なため、流出は絶対に避けること。


１１．危険性情報
　　　引火点　：引火せず
　　　発火点　：発火せず
　　　爆発限界：上限なし、下限なし
　　　燃焼性　：なし
　　　発火性　：なし
　　　　（自然発火性、水との反応性）
　　　酸化性　：なし
　　　自己反応性・爆発性：なし
　　　粉塵爆発性：なし
　　　安定性・反応性：なし
　　　その他　：特になし


８．取り扱い及び保管上の注意
　　　取り扱い：（１）液が皮膚や目、口などに付着しないように注意すること。
　　　　　　　　（２）対象面によっては変色や染色を起こす恐れがあるので、
　　　　　　　　　　　予め目立たないところで確認の上使用すること。
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　保管　　：冷暗所に保管すること。


（３）異物の混入に注意すること。
（４）使用後は手洗いをよく行なうこと。


９．暴露防止処置
　　　管理濃度：対象外
　　　許容濃度：対象外
　　　設備対策：
　　　保護具　：（１）呼吸保護具　：不要。
　　　　　　　　（２）目の保護具　：保護眼鏡を使用する。
　　　　　　　　（３）皮膚の保護具：ゴム手袋を着用する。
　　　　　　　　（４）その他　　　：スリップ防止効果の高い安全靴を着用
　　　


通常の換気状態での使用可。


１０．物理・化学的性質
　　　外観　　：
　　　溶解性　：
　　　不揮発分：
　　　pH　　 ：
　　　比重　　：
　　　沸点　　：
　　　蒸気圧　：
　　　反応性　：


淡黄色透明の液体


14±2
6.0～8.0


　


％（105℃、2hr）


（25℃）
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１４．廃棄上の注意
　　　（１）事業者は産業廃棄物を自ら処理するか、または知事の許可を受けた産業廃棄物処理業者、
　　　　　　もしくは地方公共団体がそのその処理を行なっている場合にはそこに委託して処理する。
　　　（２）処理業者において処理する際、本製品はそのままの状態では廃棄しないこと。必ず高分子
　　　　　　凝集剤、塩化カルシウム、硫酸バンドなどで凝集し、焼却または埋め立て処分をすること。


１５．輸送上の注意
　　　運搬に際しては容器に漏れの無いことを確かめ、転倒、落下、損傷がないように積み込み、
　　　荷崩れの防止を確実に行なう。


１６．適用法令
　　　化学物質管理促進法(PRTR法）


１７．その他
　　　記載内容の問い合わせ
　　　　　東京都中央区八丁堀2-30-17
　　　　　ユーホーケミカル株式会社
　　　　　　　　担当部門
　　　　　　　　担当者名
　　　　 TEL 03-3552-3881
　　　　 FAX　03-3551-2130


特になし


記載なし
１２．有害性情報（人についての症例、疫学的情報を含む）
　　　皮膚腐蝕性：
　　　刺激性　　：眼、鼻にわずかに刺激あり
　　　（皮膚、目）
　　　感作性　　：記載なし
　　　急性毒性　：LD50　記載なし
　　　亜急性毒性：記載なし
　　　慢性毒性　：記載なし
　　　癌原性　　：記載なし
　　　変異原性　：記載なし
　　　生殖毒性　：記載なし
　　　催奇形性　：記載なし
　　　その他　　：
　　　（水と反応して有害なガスを発生する等も含む）


第一種指定化学物質
　24　直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩
　307　ポリ（オキシエチレン)=アルキルエーテル


　


１３．環境影響情報
　　　分解性：記載なし
　　　ＣＯＤ：
　　　ＢＯＤ：
　　　蓄積性：記載なし
　　　魚毒性：記載なし
　　　その他：特になし
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４．危険有害性の分類
　　　分類の名称：国連定義上の危険物に該当しない
　　　危険性　　：
　　　有害性　　：
　　　環境影響　：


５．応急処置
　　　目に入った場合　　：多量の水で１５分以上洗眼し、刺激が残っている場合は、医師の診断を受ける。
　　　皮膚に付着した場合：水道水で充分に洗浄し、皮膚調整用クリームを塗布する。刺激が残っている場合
　　　　　　　　　　　　　は、医師の診断を受ける
　　　吸入した場合　　　：風通しの良い場所に移動し、新鮮な空気を吸わせる。
　　　飲み込んだ場合　　：大量の水を飲ませるか、吐かせるかの応急処置を行った後、直ちに医師の診断を
　　　　　　　　　　　　　受ける。


６．火災時の処置
　　　本品は水を大量に含むため、そのままでは引火・発火性は全くない。
　　　製品乾燥物に着火した場合は、次の処置をする。
　　　　　消火方法：注水、水噴霧、各種消火剤等を使用
　　　　　消火剤　：水、炭酸ガス、ドライケミカルなどの一般消火剤


商品安全性データシート


３．物質の特定
　　　単一製品・混合物の区別：混合物


　　　成分表示： 界面活性剤
ポリ（オキシエチレン)=アルキルエーテル
有機ビルダー
2-アミノエタノール
増粘剤
色素
水


1～5
1.2


1～5
3.7


0.5～1.0
若干量
残量


100.0合計


％


１．製造者情報
　　　会社名：ユーホーケミカル株式会社
　　　住所　　　：東京都中央区八丁堀2-30-17
　　　担当部門　：研究開発部
　　　電話番号　：03-3552-3881
　　　緊急連絡先：


151012


責任者名：五味　正
高橋　充


平成１４年３月４日


作成者　：
FAX番号：03-3551-2130
作成日　：


　　　整理番号　：


種類　　：
ユーホーバスクリーナー弱アルカリ性２．商品名：


合成洗剤
浴室内の洗浄主な用途：


　　　製品説明　


02.03.04
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７．漏出の処置
　　　陸上の場合：多量の場合は土嚢などで流出を防ぎ、ポンプで吸い取る。
　　　　　　　　　少量の場合はウエス、モップ、吸着マット、砂等で吸い取る。　　　
　　　雨水溝、河川、海上の場合：本製品は水溶性で処理が困難なため、流出は絶対に避けること。


８．取り扱い及び保管上の注意
　　　取り扱い：（１）液が皮膚や目、口などに付着しないように注意すること。
　　　　　　　　（２）対象面によっては変色や染色を起こす恐れがあるので、
　　　　　　　　　　　予め目立たないところで確認の上使用すること。


１１．危険性情報
　　　引火点　：引火せず
　　　発火点　：発火せず
　　　爆発限界：上限なし、下限なし
　　　燃焼性　：なし
　　　発火性　：なし
　　　　（自然発火性、水との反応性）
　　　酸化性　：なし
　　　自己反応性・爆発性：なし
　　　粉塵爆発性：なし
　　　安定性・反応性：なし
　　　その他　：特になし


１０．物理・化学的性質
淡赤色透明粘度のある液体　　　外観　　：


　　　溶解性　：
10.5±2.0　　　不揮発分：
9.2　　　ｐＨ　　：
1.03　　　比重　　：


　　　沸点　　：
　　　蒸気圧　：
　　　反応性　：


％（105℃、2hr）


（25℃）


（３）異物の混入に注意すること。


９．暴露防止処置
　　　管理濃度：対象外
　　　許容濃度：対象外


通常の換気状態での使用可。


（４）使用後は手洗いをよく行なうこと。
　　　保管　　：冷暗所に保管すること。


　　　　　　　　


　　　保護具　：（１）呼吸保護具　：不要。
　　　設備対策：


　　　　　　　　（２）目の保護具　：保護眼鏡を使用する。
　　　　　　　　（３）皮膚の保護具：ゴム手袋を着用する。
　　　　　　　　（４）その他　　　：スリップ防止効果の高い安全靴を着用
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１４．廃棄上の注意
　　　（１）事業者は産業廃棄物を自ら処理するか、または知事の許可を受けた産業廃棄物処理業者、
　　　　　　もしくは地方公共団体がそのその処理を行なっている場合にはそこに委託して処理する。
　　　（２）本製品はそのままの状態では廃棄しないこと。必ず高分子凝集剤、塩化カルシウム、
　　　　　　硫酸バンドなどで凝集し、焼却または埋め立て処分をすること。


１５．輸送上の注意
　　　運搬に際しては容器に漏れの無いことを確かめ、転倒、落下、損傷がないように積み込み、
　　　荷崩れの防止を確実に行なう。


１６．適用法令
　　　化学物質管理促進法(PRTR法）


１７．その他
　　　記載内容の問い合わせ
　　　　　東京都中央区八丁堀2-30-17
　　　　　ユーホーケミカル株式会社
　　　　　　　　担当部門
　　　　　　　　担当者名
　　　　 TEL 03-3552-3881
　　　　 FAX　03-3551-2130


　　　（水と反応して有害なガスを発生する等も含む）
特になし


記載なし
１２．有害性情報（人についての症例、疫学的情報を含む）
　　　皮膚腐蝕性：
　　　刺激性　　：眼、鼻にわずかに刺激あり
　　　（皮膚、目）
　　　感作性　　：記載なし
　　　急性毒性　：LD50　記載なし
　　　亜急性毒性：記載なし
　　　慢性毒性　：記載なし
　　　癌原性　　：記載なし
　　　変異原性　：記載なし
　　　生殖毒性　：記載なし
　　　催奇形性　：記載なし
　　　その他　　：


-


１３．環境影響情報
　　　分解性：記載なし


-　　　COD
　　　BOD
　　　蓄積性：記載なし
　　　魚毒性：記載なし
　　　その他：特になし


：
：


第一種指定化学物質
　16　2-アミノエタノール
　307　ポリ（オキシエチレン)=アルキルエーテル


　


02.03.04
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４．危険有害性の分類
　　　分類の名称：国連定義上の危険物に該当しない
　　　危険性　　：
　　　有害性　　：
　　　環境影響　：


５．応急処置
　　　目に入った場合　　　　：多量の水で１５分以上洗眼し、刺激が残っている場合は、医師の診断を受ける。
　　　皮膚に異常が現れた場合：使用を中止し、皮膚科専門医等へ相談する。
　　　吸入した場合　　　　　：風通しの良い場所に移動し、新鮮な空気を吸わせる。
　　　飲み込んだ場合　　　　：大量の水を飲ませるか、吐かせるかの応急処置を行った後、直ちに医師の診断　
　　　　　　　　　　　　　　　を受ける。


６．火災時の処置
　　　本品は水を大量に含むため、そのままでは引火・発火性は全くない。
　　　製品乾燥物に着火した場合は、次の処置をする。
　　　　　消火方法：注水、水噴霧、各種消火剤等を使用
　　　　　消火剤　：水、炭酸ガス、ドライケミカルなどの一般消火剤


商品安全性データシート


３．物質の特定
　　　単一製品・混合物の区別：混合物


　　　成分表示： 界面活性剤
　ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸ナトリウム
　パーム核油脂肪酸ジエタノールアミド
オルソフェニルフェノール
エデト酸塩
香料
緑色204号
青色205号
水


1～5


100.0合計


％


１．製造者情報
　　　会社名：ユーホーケミカル株式会社
　　　住所　　　：東京都中央区八丁堀2-30-17
　　　担当部門　：研究開発部
　　　電話番号　：03-3552-3881
　　　緊急連絡先：
　　　整理番号　：181010


責任者名：五味　正
作成者　：
FAX番号：03-3551-2130
作成日　：


高橋　充


平成１５年１月１０日


２．商品名：
　　　製品説明　種類　　：
　　　　　　　　主な用途：


ユーホーサワー
ハンドクリーナー
手指の洗浄


2003.1.10
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７．漏出の処置
　　　陸上の場合：多量の場合は土嚢などで流出を防ぎ、ポンプで吸い取る。
　　　　　　　　　少量の場合はウエス、モップ、吸着マット、砂等で吸い取る。　　　
　　　雨水溝、河川、海上の場合：本製品は水溶性で処理が困難なため、流出は絶対に避けること。


１１．危険性情報
　　　引火点　：引火せず
　　　発火点　：発火せず
　　　爆発限界：上限なし、下限なし
　　　燃焼性　：なし
　　　発火性　：なし
　　　　（自然発火性、水との反応性）
　　　酸化性　：なし
　　　自己反応性・爆発性：なし
　　　粉塵爆発性：なし
　　　安定性・反応性：なし
　　　その他　：特になし


９．暴露防止処置
　　　管理濃度：対象外
　　　許容濃度：対象外
　　　設備対策：
　　　保護具　：（１）呼吸保護具　：不要
　　　　　　　　（２）目の保護具　：不要
　　　　　　　　（３）皮膚の保護具：不要
　　　　　　　　（４）その他　　　：不要
　　　


通常の換気状態での使用可。


８．取り扱い及び保管上の注意
　　　取り扱い：（１）液が目、口などに付着しないように注意すること。
　　　　　　　　（２）対象面によっては変色や染色を起こす恐れがあるので、
　　　　　　　　　　　予め目立たないところで確認の上使用すること。
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　保管　　：冷暗所に保管すること。


（３）異物の混入に注意すること。
　


１０．物理・化学的性質
　　　外観　　：
　　　溶解性　：
　　　不揮発分：
　　　ｐＨ　　：
　　　比重　　：
　　　沸点　　：
　　　蒸気圧　：
　　　反応性　：


緑色透明の液体


7.0～8.0
4±1.0 ％（105℃、2hr）


1.0 （25℃）
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１４．廃棄上の注意
　　　（１）事業者は産業廃棄物を自ら処理するか、または知事の許可を受けた産業廃棄物処理業者、
　　　　　　もしくは地方公共団体がそのその処理を行なっている場合にはそこに委託して処理する。
　　　（２）本製品はそのままの状態では廃棄しないこと。必ず高分子凝集剤、塩化カルシウム、
　　　　　　硫酸バンドなどで凝集し、焼却または埋め立て処分をすること。


１５．輸送上の注意
　　　運搬に際しては容器に漏れの無いことを確かめ、転倒、落下、損傷がないように積み込み、
　　　荷崩れの防止を確実に行なう。


１６．適用法令
　　　次のいずれの法律にも規制されない。
　　　　　（１）労安法／有機溶剤中毒予防規則
　　　　　（２）消防法
　　　　　（３）高圧ガス取締法
　　　　　（４）毒物及び劇物取締法
　　　　　（５）船舶安全法
　　　　　（６）火薬類取締法
　　　　　（７）化学物質管理促進法（PRTR法）


１７．その他
　　　記載内容の問い合わせ
　　　　　東京都中央区八丁堀2-30-17
　　　　　ユーホーケミカル株式会社
　　　　　　　　担当部門
　　　　　　　　担当者名
　　　　 TEL 03-3552-3881
　　　　 FAX　03-3551-2130


１２．有害性情報（人についての症例、疫学的情報を含む）
　　　皮膚腐食性：
　　　刺激性　　：眼にわずかに刺激あり
　　　（皮膚、目）
　　　感作性　　：記載なし
　　　急性毒性　：LD50　記載なし
　　　亜急性毒性：記載なし
　　　慢性毒性　：記載なし
　　　癌原性　　：記載なし
　　　変異原性　：記載なし
　　　生殖毒性　：記載なし
　　　催奇形性　：記載なし
　　　その他　　：
　　　（水と反応して有害なガスを発生する等も含む）


特になし


記載なし


-


１３．環境影響情報
　　　分解性：記載なし
　　　ＣＯＤ：
　　　ＢＯＤ：
　　　蓄積性：記載なし
　　　魚毒性：記載なし
　　　その他：特になし


-
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最重要危険有害性
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表示物質 Ｎｏ．２１９　ジエタノールアミン　６.０～８.０％


アミン類


染料


吸入した場合、鼻・喉・気管支・肺を刺激し、処置が遅れるとしわがれ声、咽喉部の灼
熱感、激しい咳、肺浮腫を生ずる。


水　


金属封鎖剤
香料


３．危険有害性の要約


人の健康に対する有害な影響


労働安全衛生法／


２.組成、成分情報
単一製品・混合物の区分 混合物
成分 界面活性剤（非イオン系、陽イオン系）


整理番号


住　　所 神奈川県横浜市中区山下町２２番地　山下町ＳＳＫビル／〒２３１－８６９１
担当部門 カスタマーテクニカルセンター


０４３８７


緊急連絡先 お客様ご相談窓口／電話番号：０４５－６４０－２２８０
製品説明 水性アルカリクリーナー


主な用途：床用表面洗浄剤、万能洗剤として


ニューフォワード・ノンリンス／ジョンソンディバーシー株式会社／０４３８７／２００８年０４月０１日


作成日：２００８年０４月０１日


製品安全データシート（ＭＳＤＳ）


　電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６


１.製品及び会社情報
製 品 名 ニューフォワード・ノンリンス
会 社 名 ジョンソンディバーシー株式会社


低濃度溶液でも水分の蒸発により同様な症状を起こす。
目に入った場合、激しい痛みを感じ、処置が遅れるとその程度によって結膜や角膜が侵
され視力低下あるいは失明にいたる。
飲み込んだ場合、口腔・食道・胃部の灼熱感がある。濃い液を多量に飲み込んだ場合、
処置が遅れると生命にかかわる。


環境への影響


皮膚に触れた場合、強い刺激作用があり処置が遅れると皮膚が侵され熱傷にいたる。


大量の場合は、水生生物に対して影響を及ぼす。


物理的及び化学的危険性
不燃性であるが、酸性物質と反応し中和熱を発生する。
アルミニウム、スズ、亜鉛などの金属と反応し、爆発性のある水素ガスを発生する。


分類の名称（分類基準は日本方式）
分類基準に該当しない


下水道を除き、公共水域への製品の廃棄は、水質汚濁防止法等の法規制に抵触する
おそれがある。


非該当。


環境ホルモン疑義物質
環境省「内分泌攪乱作用を有すると疑われる化学物質（６５物質）」を使用していない
ＰＲＴＲ法対応


1 / 4 ページ







ニューフォワード・ノンリンス／ジョンソンディバーシー株式会社／０４３８７／２００８年０４月０１日


：


：


：


：


：


：
：


：


：


：
：


：


：


吸入した場合


・酸性物質と同じ場所に保管しない。
・子供の手の届かないところに保管する。


・使い終わった容器は、充分に洗ってから処理する。
保管 ・直射日光、４０℃以上、多湿および凍結のおそれのある場所を避けて密閉して保管す


　る。


・用途以外に使用しない。
・倒したり、こぼしたりしないように注意する。
・アルミニウム、銅、銅合金、スズ製の物品の洗浄、接液を避ける。


　がある。


・他の薬剤・洗浄剤などとは絶対に混ぜない。
・誤飲等事故の恐れがあるので、飲料用の容器を含む他の容器に移し替えたり小分けし
　たりしない。


・飛散した液やミストを吸い込んだり、目に入らないようにする。


・スプレーヤーなどで使用する場合は、必ず噴射口を下方に向け、目線よりも高い所で
　噴射しない。顔より高い箇所を洗浄するときは洗浄液を布やスポンジにつけて塗る。


・使用時は換気を良くする。
・体調の悪いときは使わない。
・キャップを開けるときに液が飛び出すことがあるので注意する。また、容器を移動す
　るときにはキャップをしっかり閉める。緩んでいると液が跳ねて目や皮膚に付くこと


７．取扱い及び保管上の注意
取扱い ・洗浄作業や洗浄剤容器の取扱い時は必ず保護具（保護メガネ、ゴム手袋、ゴム長靴等）


　を着用する。


除去方法 スクイジーなどを用いて、できる限り空容器などに回収する。
回収しきれないものは、多量の水で充分に洗い流す。


人体に対する注意事項 保護具（保護メガネ、ゴム手袋、ゴム長靴等）を着用する。
漏出場所の周辺にロープを張るなどして関係者以外の立ち入りを禁止する。


環境に対する注意事項 雨水溝、河川、海上などに排出されないように注意する。


ができない場合は、風上より容器周辺に散水して冷却する。
消火を行う者の保護 消火作業では保護具を着用する。


６．漏出時の措置


消火剤 水、泡、粉末、二酸化炭素などの一般消火剤が使用できる。
消火方法 本製品は不燃物であるが、周辺火災の場合は速やかに安全な場所に移す。移動


処置を受ける。


いずれの場合も、医師への受診時には製品または製品安全データシートを持参する。


５．火災時の措置


何も与えない。ただし、牛乳アレルギーの人には牛乳を与えない。
その他 使用中、目に異状を感じたり、咳き込んだり、気分が悪くなったときは、直ち


に使用を止めてその場から離れ、洗眼、うがいをする。その後、直ちに医師の


医師の処置を受ける。
飲み込んだ場合 直ちに水で口の中を洗浄し、コップ１～２杯の水または牛乳を飲ませて、直ち


に医師の処置を受ける。無理に吐かせようとしない。意識のないときは口から


いたときは、直ちに脱ぎ皮膚を多量の水でぬめり感がなくなるまで充分に洗い
流す。何らかの異状を感じたときは直ちに医師の診断を受ける。


目に入った場合 直ちに流水で１５分以上洗い流す。コンタクトレンズは外す。その後、直ちに


４．応急措置


皮膚に付着した場合 直ちに多量の水でぬめり感がなくなるまで充分に洗い流す。衣服や靴などに付


ミストを吸い込んだときは、直ちに新鮮な空気の風通しのよい場所に移動し、
鼻をかんだり、うがいをする。何らかの異状を感じたときは直ちに医師の診断
を受ける。
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慢性毒性 データなし
長期毒性 データなし


目に入った場合
激しい痛みを感じ、結膜や角膜が侵される。


感作性 データなし


飲み込んだ場合
口腔、食道、胃部の灼熱感がある。


不揮発分


強い刺激作用がある。


危険有害な分解生成物 特になし


１１．有害性情報
急性毒性 データなし
局所効果 吸入した場合


強い刺激作用がある。
皮膚に触れた場合


避けるべき条件 酸性物質との接触、直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態
避けるべき材料 アルミニウム、銅、銅合金、スズなどの金属、漆器


反応性 酸性物質と反応し中和熱を発生する。
アルミニウム、スズ、亜鉛などの金属と反応し、爆発性のある水素ガスを発
生する。


１００℃以上
５.０mPa･s


１０．安定性及び反応性
安定性 通常の取扱い条件（屋内、常温）においては安定である。


水とどんな割合でも混合する。
引火点 なし（不燃物）


粘度


９．物理的及び化学的性質
物理的状態　
形状、色 緑色透明液体


目の保護具 保護メガネ
皮膚及び身体の保護具 ゴム長靴、保護衣


許容濃度 設定されていない。
保護具


手の保護具 ゴム手袋
呼吸器用の保護具 保護マスク


設備対策 ミストや蒸気が滞留しないように局所換気装置または全体換気装置を設置する。
取扱い場所の近くに洗眼、身体洗浄のための設備を設ける。


管理濃度 設定されていない。


８．暴露防止及び保護措置


１１.３％


アルカリ度 ２.８％　（ＮａＯＨ換算 ）


沸点


ｐＨ １０.５（原液／２５℃）


（注）数値はいずれも代表値で表示。


比重 １.０１５（２０℃）


溶媒に対する溶解性
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ＢＯＤ（本製品原液） １２,０００mg/L
生態毒性


１２．環境影響情報
データなし移動性


カスタマーテクニカルセンター


危険物船舶輸送及び貯蔵規則 該当しない
水質汚濁防止法 該当する


１６．その他の情報


消防法 該当しない


問い合わせ先 ジョンソンディバーシー株式会社


有機則 該当しない
特化則 該当しない


※記載内容は現時点で入手できる資料、情報、データなどに基づいて作成しており、情報の完全さ、正


２００８年０４月０１日


　確さを保証するものではありません。全ての化学品には未知の危険・有害性があり得るため、ご使用
　の際には用途・用法に適した安全対策を実施の上、使用者の責任において適正に取り扱ってください。


公害防止の技術と法規（水質編）［（社）産業公害防止協会］
特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善促進の進め方
　［(財)日本規格協会］


引用文献 製品安全データシートの作成指針(改訂版)
改訂の記録


表示物質


化学品安全管理データブック[化学工業日報社]


　[(社)日本化学工業協会(平成１３年１０月)]
ＪＩＳ Ｚ ７２５０：２０００／化学物質等安全データシート（ＭＳＤＳ）
労働安全衛生関係法令集[労務行政研究所]
１３９０１の化学商品[化学工業日報社]


　電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６


Ｎｏ．２１９　ジエタノールアミン　６.０～８.０％
労働安全衛生法／通知対象物 該当しない


毒物及び劇物取締法 該当しない
化学物質管理促進法(ＰＲＴＲ法) 該当しない


転倒、落下、損傷がないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。
直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態での輸送は避ける。
水濡れを避ける。


１５．適用法令


輸送の特定の安全対策及び条件
輸送前に容器の破損、腐食、漏れなどがないことを確認する。
荷役作業は丁寧に行い、容器を破損しないように取り扱う。
積載にあたっては酸性物質との混載は避ける。


汚染容器、包装 使い終わった容器は、水で充分に洗ってから処理する。


１４．輸送上の注意
国内法規制 運搬に際しては、容器に漏れのないことを確かめた上で、転倒、落下、損傷が


少量の場合は、水で希釈してから酸（希硫酸など）で中和してから排出する。
廃棄処理するときは、保護具を着用する。
多量の場合は、都道府県知事の許可を得た専門の廃棄物処理業者にて委託処
理をする。


１３．廃棄上の注意
残余廃棄物 下水道以外の河川等、公共水域への排出は絶対に避ける。


残留性、分解性 データなし
生体蓄積性 データなし


アルカリ性であるため、大量の場合は水生生物に対して影響を及ぼす。


ＣＯＤ（本製品原液） ９０,０００mg/L


ないように積み込み、荷くずれの防止を確実に行うこと。


水素イオン濃度等
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４．危険有害性の分類
　　　分類の名称：国連定義上の危険物に該当しない
　　　危険性　　：
　　　有害性　　：
　　　環境影響　：


５．応急処置
　　　目に入った場合　　　　：多量の水で１５分以上洗眼し、刺激が残っている場合は、医師の診断を受ける。
　　　皮膚に異常が現れた場合：使用を中止し、皮膚科専門医等へ相談する。
　　　吸入した場合　　　　　：風通しの良い場所に移動し、新鮮な空気を吸わせる。
　　　飲み込んだ場合　　　　：大量の水を飲ませるか、吐かせるかの応急処置を行った後、直ちに医師の診断　
　　　　　　　　　　　　　　　を受ける。


６．火災時の処置
　　　本品は水を大量に含むため、そのままでは引火・発火性は全くない。
　　　製品乾燥物に着火した場合は、次の処置をする。
　　　　　消火方法：注水、水噴霧、各種消火剤等を使用
　　　　　消火剤　：水、炭酸ガス、ドライケミカルなどの一般消火剤


商品安全性データシート


３．物質の特定
　　　単一製品・混合物の区別：混合物


　　　成分表示： 石けん（蒸留ヤシ油系脂肪酸カリ塩）
天然系界面活性剤
キレート剤
色素
香料
水


33～36
2～4
1～2
若干量
若干量
残量


100.0合計


％


１．製造者情報
　　　会社名：ユーホーケミカル株式会社
　　　住所　　　：東京都中央区八丁堀2-30-17
　　　担当部門　：研究開発部
　　　電話番号　：03-3552-3881
　　　緊急連絡先：
　　　整理番号　：181042


責任者名：五味　正
作成者　：
FAX番号：03-3551-2130
作成日　：


高橋　充


平成１４年３月４日


２．商品名：
　　　製品説明　種類　　：
　　　　　　　　主な用途：


ユーホー水石鹸ノーブル
水石鹸
手指の洗浄
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７．漏出の処置
　　　陸上の場合：多量の場合は土嚢などで流出を防ぎ、ポンプで吸い取る。
　　　　　　　　　少量の場合はウエス、モップ、吸着マット、砂等で吸い取る。　　　
　　　雨水溝、河川、海上の場合：本製品は水溶性で処理が困難なため、流出は絶対に避けること。


１１．危険性情報
　　　引火点　：引火せず
　　　発火点　：発火せず
　　　爆発限界：上限なし、下限なし
　　　燃焼性　：なし
　　　発火性　：なし
　　　　（自然発火性、水との反応性）
　　　酸化性　：なし
　　　自己反応性・爆発性：なし
　　　粉塵爆発性：なし
　　　安定性・反応性：なし
　　　その他　：特になし


９．暴露防止処置
　　　管理濃度：対象外
　　　許容濃度：対象外
　　　設備対策：
　　　保護具　：（１）呼吸保護具　：不要
　　　　　　　　（２）目の保護具　：不要
　　　　　　　　（３）皮膚の保護具：不要
　　　　　　　　（４）その他　　　：不要
　　　


通常の換気状態での使用可。


８．取り扱い及び保管上の注意
　　　取り扱い：（１）液が目、口などに付着しないように注意すること。
　　　　　　　　（２）対象面によっては変色や染色を起こす恐れがあるので、
　　　　　　　　　　　予め目立たないところで確認の上使用すること。
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　保管　　：冷暗所に保管すること。


（３）異物の混入に注意すること。
　


１０．物理・化学的性質
　　　外観　　：
　　　溶解性　：
　　　不揮発分：
　　　ｐＨ　　：
　　　比重　　：
　　　沸点　　：
　　　蒸気圧　：
　　　反応性　：


緑色透明の液体


10.0


　


37±2 ％（105℃、2hr）


（25℃）
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１４．廃棄上の注意
　　　（１）事業者は産業廃棄物を自ら処理するか、または知事の許可を受けた産業廃棄物処理業者、
　　　　　　もしくは地方公共団体がそのその処理を行なっている場合にはそこに委託して処理する。
　　　（２）本製品はそのままの状態では廃棄しないこと。必ず高分子凝集剤、塩化カルシウム、
　　　　　　硫酸バンドなどで凝集し、焼却または埋め立て処分をすること。


１５．輸送上の注意
　　　運搬に際しては容器に漏れの無いことを確かめ、転倒、落下、損傷がないように積み込み、
　　　荷崩れの防止を確実に行なう。


１６．適用法令
　　　次のいずれの法律にも規制されない。
　　　　　（１）労安法／有機溶剤中毒予防規則
　　　　　（２）消防法
　　　　　（３）高圧ガス取締法
　　　　　（４）毒物及び劇物取締法
　　　　　（５）船舶安全法
　　　　　（６）火薬類取締法
　　　　　（７）化学物質管理促進法（PRTR法）


１７．その他
　　　記載内容の問い合わせ
　　　　　東京都中央区八丁堀2-30-17
　　　　　ユーホーケミカル株式会社
　　　　　　　　担当部門
　　　　　　　　担当者名
　　　　 TEL 03-3552-3881
　　　　 FAX　03-3551-2130


１２．有害性情報（人についての症例、疫学的情報を含む）
　　　皮膚腐食性：
　　　刺激性　　：眼にわずかに刺激あり
　　　（皮膚、目）
　　　感作性　　：記載なし
　　　急性毒性　：LD50　記載なし
　　　亜急性毒性：記載なし
　　　慢性毒性　：記載なし
　　　癌原性　　：記載なし
　　　変異原性　：記載なし
　　　生殖毒性　：記載なし
　　　催奇形性　：記載なし
　　　その他　　：
　　　（水と反応して有害なガスを発生する等も含む）


特になし


記載なし


-


１３．環境影響情報
　　　分解性：記載なし
　　　ＣＯＤ：
　　　ＢＯＤ：
　　　蓄積性：記載なし
　　　魚毒性：記載なし
　　　その他：特になし


-
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・


・


最重要危険有害性


・
・
・
・


・


・


・


：


：


：


：


環境省「内分泌攪乱作用を有すると疑われる化学物質（６５物質）」を使用していない。


皮膚に付着した場合 流水でよく洗い流す。衣服や靴などに付いたときは、すみやかに脱ぎ皮膚を流
水でよく洗い流す。何らかの異状を感じたときは直ちに医師の処置を受ける。


目に入った場合 直ちに流水で１５分以上洗い流す。コンタクトレンズは外す。何らかの異状を


ニュースターダム／ジョンソンディバーシー株式会社／３４５７７５１／２００８年０４月０１日


作成日：２００８年０４月０１日


製品安全データシート（ＭＳＤＳ）
１.製品及び会社情報
製 品 名 ニュースターダム 
会 社 名 ジョンソンディバーシー株式会社
住　　所 神奈川県横浜市中区山下町２２番地　山下町ＳＳＫビル／〒２３１－８６９１
担当部門 カスタマーテクニカルセンター


可塑剤
グリコールエーテル系溶剤


　電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６
緊急連絡先 お客様ご相談窓口／電話番号：０４５－６４０－２２８０
製品説明 水性ポリマータイプフロアーポリッシュ


２.組成、成分情報
単一製品・混合物の区分 混合物
成分 金属架橋型アクリルスチレンコポリマー


物理的及び化学的危険性
不燃性であり、引火・発火性などの危険性はない。


分類の名称（分類基準は日本方式）
分類基準に該当しない


４．応急措置


３．危険有害性の要約


人の健康に対する有害な影響


皮膚に対して弱い刺激がある。
目に対して弱い刺激がある。
飲み込んだ場合の有害性は低い。


環境への影響
大量の場合は、水生生物に対して影響を及ぼす。


感じたときは直ちに医師の処置を受ける。
飲み込んだ場合 直ちに水で口の中を洗浄し、コップ１～２杯の水または牛乳を飲ませて、直ち


に医師の処置を受ける。ただし、牛乳アレルギーの人には牛乳を与えない。


いずれの場合も、医師への受診時には製品または製品安全データシートを持参する。


その他 使用中、目に異状を感じたり、咳き込んだり、気分が悪くなったときは、直ち
に使用を止めてその場から離れ、洗眼、うがいをする。その後、直ちに医師の
処置を受ける。


吸い込んだ場合の刺激は弱い。


香料


ＰＲＴＲ法対応
非該当。


主な用途；屋内化学床用


環境ホルモン疑義物質


防腐剤


水


高融点ポリオレフィンワックス
界面活性剤


整理番号 ３４５７７５１
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ニュースターダム／ジョンソンディバーシー株式会社／３４５７７５１／２００８年０４月０１日


：
：


：


：
：
：


：


・キャップを開けるときに液が飛び出すことがあるので注意する。また、容器を移動す
　るときにはキャップをしっかり閉める。緩んでいると液が跳ねて目や皮膚に付くこと


：


:
:
:
:


；
；
；
；


：
：
：
：
：
：


（注）数値はいずれも代表値で表示


・荒れ性の方や長時間作業する場合はゴム手袋を着用する。
・液が皮膚や眼、口などに付着しないように注意する。
・バクテリア汚染を避けるため、一度容器から出した場合、液をもとの容器に戻さない


取扱い


設備対策


５．火災時の措置


消火を行う者の保護 消火作業では保護具を着用する。


６．漏出時の措置


消火剤 水、泡、粉末、二酸化炭素などの一般消火剤が使用できる。
消火方法 本製品は不燃物であるが、周辺火災の場合は速やかに安全な場所に移す。移動


ができない場合は、風上より容器周辺に散水して冷却する。


７．取扱い及び保管上の注意


人体に対する注意事項 必要に応じて、保護具（保護メガネ、ゴム手袋、ゴム長靴等）を着用する。
環境に対する注意事項 雨水溝、河川、海上などに排出されないように注意する。


漏出量が多い場合には土のうなどで流出を防いだ上でポンプを用いて吸い取る。
また少量の場合は、ウエス、モップ、吸着マット、砂等でできるだけ素早く吸
い取った後、充分に水洗いすること。


除去方法 スクイジーなどを用いて、できる限り空容器などに回収する。


・他の薬剤・洗浄剤などとは絶対に混ぜたり併用したりしない。


　こと。


　がある。
・取扱いの都度、容器を密閉すること。


・倒したり、こぼしたりしないように注意する。


・用途以外には使用しない。
・使用後は、手を水でよく洗う。


・誤飲等事故の恐れがあるので、飲料用の容器を含む他の容器に移し替えたり小分けし
　たりしない。


・使い終わった容器は、充分に洗ってから処理する。
保管 ・直射日光、４０℃以上、多湿および凍結のおそれのある場所を避けて密閉して保管す


　る。
・子供の手の届かないところに保管する。


８．暴露防止及び保護措置
蒸気が滞留しないように局所換気装置または全体換気装置を設置する。


管理濃度 設定されていない。
許容濃度 設定されていない。
保護具


手の保護具 ゴム手袋
目の保護具 保護メガネ


呼吸器用の保護具 保護マスク


皮膚及び身体の保護具 ゴム長靴、保護衣


９．物理的及び化学的性質
物理的状態
形状、色 乳白色液体
ｐＨ ７.４（原液，２５℃）
粘度 ６.３ mPa･s（原液，２５℃）
比重 １.０３２（２０℃）
不揮発分 ２２.７ ％
溶媒に対する溶解性 水に１００％分散する。
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ニュースターダム／ジョンソンディバーシー株式会社／３４５７７５１／２００８年０４月０１日


:
:
:
:
:


：
：


・


・


・


・
：
：
：


：
：
：
：
：


：
・
・


：


：


・
・
・
・
・


：
：
：
：
：
：
：
：
：
／


労働安全衛生法／通知対象物 該当しない
表示物質 該当しない


１０．安定性及び反応性
安定性 通常の取扱い条件（屋内、常温）においては安定である。
反応性 通常の取扱い条件においては危険な反応を起こす恐れはない。
避けるべき条件 直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態
避けるべき材料 特になし
危険有害な分解生成物 特になし


１１．有害性情報
急性毒性 ＬＤ５０； ＞５g/kg（経口；アルビノラット）
局所効果 吸入した場合


皮膚に触れた場合
弱い刺激性がある。


弱い刺激性がある。（皮膚腐食性はない）
目に入った場合


弱い刺激性がある。
飲み込んだ場合


有害性は低い。
感作性 データなし
慢性毒性 データなし
長期毒性 データなし


１２．環境影響情報
移動性 データなし
残留性、分解性 データなし
生体蓄積性 データなし
生態毒性 データなし


１３．廃棄上の注意
残余廃棄物 下水道以外の河川等、公共水域への排出は絶対に避ける。


その他の情報 ＢＯＤ（原液）；１２０,０００  mg/L
ＣＯＤ（原液）；１３０,０００　mg/L


少量の場合は、水で充分に希釈して排出する。
多量の場合は、都道府県知事の許可を得た専門の廃棄物処理業者にて委託
処理をする。


汚染容器、包装 使い終わった容器は、水で充分に洗ってから処理する。


１４．輸送上の注意
国内法規制 特になし


水素イオン濃度


化学物質管理促進法(ＰＲＴＲ法) 該当しない


輸送の特定の安全対策及び条件
輸送前に容器の破損、腐食、漏れなどがないことを確認する。
荷役作業は丁寧に行い、容器を破損しないように取り扱う。
転倒、落下、損傷がないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。
直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態での輸送は避ける。
水濡れを避ける。


１５．適用法令
毒物及び劇物取締法 該当しない


有機則 該当しない
特化則 該当しない


水質汚濁防止法 該当しない


消防法 該当しない
危険物船舶輸送及び貯蔵規則 該当しない
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ニュースターダム／ジョンソンディバーシー株式会社／３４５７７５１／２００８年０４月０１日


：


： 作成 ；
： ・


・
・
・


１６．その他の情報
問い合わせ先 ジョンソンディバーシー株式会社


カスタマーテクニカルセンター
　電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６


改訂の記録 ２００８年０４月０１日
引用文献 製品安全データシートの作成指針(改訂版)


　[(社)日本化学工業協会(平成１３年１０月)]
ＪＩＳ Ｚ ７２５０：２０００／化学物質等安全データシート（ＭＳＤＳ）
１３９０１の化学商品[化学工業日報社]
特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善促進の進め方
　［(財)日本規格協会］


※記載内容は現時点で入手できる資料、情報、データなどに基づいて作成しており、情報の完全さ、正
　確さを保証するものではありません。全ての化学品には未知の危険・有害性があり得るため、ご使用
　の際には用途・用法に適した安全対策を実施の上、使用者の責任において適正に取り扱ってください。
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：


：
：
：


：
：


主な用途；カーペット用前処理剤兼エクストラクションクリーナー
：


：
： 非イオン系界面活剤


金属封鎖剤　
防腐剤
香料


CASBEE 清掃用ケミカル判定表


○･･･適合
・


・


最重要危険有害性


・
・
・


・


・


・


改定日：２００８年 ０７月２５日


評価項目 判定基準 判定結果


水


成分


整理番号 ０４３６８


２.組成、成分情報


単一製品・混合物の区分


水素イオン濃度 原液＝ｐＨ５～ｐＨ９


シックハウス配慮
厚生労働省指定揮発性有機化合物１３物質において、使用
２４時間後に定める室内濃度指針値以下（ＪＦＰＡ規格１９）


急性経口毒性 ＬＤ50：＞２,０００mg/Kg


ＶＯＣ濃度
沸点２６０℃未満のＶＯＣにおいて、製品に定める最低希釈倍率
でのＶＯＣ含有量が洗浄剤＜１％　床用保護剤＜７％


○


有害性が判明して
いる化学物質


特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の
促進に関する法律（ＰＲＴＲ法）における「第一種指定化学
物質」と「第二種指定化学物質」を指定割合以下


○


○


○


○


再汚染防止剤


物理的及び化学的危険性
通常の保管、取扱い条件においては安定であり、引火・発火性などの危険性はない。


分類の名称（分類基準は日本方式）
分類基準に該当しない


目に対して弱い刺激がある。
飲み込んだ場合の有害性は低い。


環境への影響
データなし　


３．危険有害性の要約


人の健康に対する有害な影響
皮膚に対して弱い刺激がある。


環境ホルモン疑義物質


ＰＲＴＲ法対応
非該当。


環境省「内分泌攪乱作用を有すると疑われる化学物質（６５物質）」を使用していない。


混合物


　電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６
緊急連絡先 お客様ご相談窓口／電話番号：０４５－６４０－２２８０


製品説明 カーペット用水性洗浄剤


住　　所 神奈川県横浜市中区山下町２２番地　山下町ＳＳＫビル／〒２３１－８６９１
担当部門 カスタマーテクニカルセンター


カーペケア・ニュープレップ／ジョンソンディバーシー株式会社／０４３６８／２００８年０７月２５日


作成日：２００８年 ０４月０１日


製品安全データシート（ＭＳＤＳ）


１.製品及び会社情報


製 品 名 カーペケア・ニュープレップ
会 社 名 ジョンソンディバーシー株式会社
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カーペケア・ニュープレップ／ジョンソンディバーシー株式会社／０４３６８／２００８年０７月２５日


：


：


：


吸引した場合 ： 直ちに使用を止め、その場を離れ、新鮮な空気を吸わせる。何らかの異常を
感じたときは直ちに医師の診察を受ける。


 本製品は水を多量に含むため、そのままでは引火、発火性はないが、製品乾燥物に着火した場合は、


 次の処置方法に従うこと。


：
：


：


：
：
：


：


　ないところで確認してから使用すること。


・取扱いの都度、容器を密閉し、異物の混入を避けること。


:
:
:
:


；
；
；


・うすめた液を長時間保存すると変質することがあるので、使用の都度うすめる。


・使用後はよく手を洗い、必要ならばハンドクリームなどで肌の手入れをする。


皮膚及び身体の保護具


・安全確保のため、作業場所への関係者以外の立ち入りを禁止すること。


保護具
手の保護具 ゴム手袋
目の保護具 保護メガネ


ゴム長靴、保護衣


管理濃度 設定されていない。
許容濃度 設定されていない。


　る。
・子供の手の届かないところに保管する。


８．暴露防止及び保護措置


設備対策 通常の換気状態で使用できるが、カーペットの乾燥を促進するため、良好な換気を保つ。


・倒したり、こぼしたりしないように注意する。


・使い終わった容器は、充分に洗ってから処理する。
保管 ・直射日光、４０℃以上、多湿および凍結のおそれのある場所を避けて密閉して保管す


取扱い ・ゴム手袋を着用する。


・誤飲等事故の恐れがあるので、飲料用の容器を含む他の容器に移し替えたり小分けし
　たりしない。


・用途以外には使用しない。


・容器を強く持ったままキャップを開けないこと。液が飛び出し、目に入ることがある。
・他の薬剤・洗浄剤などとは絶対に混ぜたり併用したりしない。
・原液での使用は避ける。


・カーペットの材質によっては縮みや変色、退色を起こすことがあるため、予め目立た


除去方法 スクイジーなどを用いて、できる限り空容器などに回収する。
回収しきれないものは、多量の水で充分に洗い流す。


７．取扱い及び保管上の注意


人体に対する注意事項 必要に応じて、保護具（保護メガネ、ゴム手袋、ゴム長靴等）を着用する。
環境に対する注意事項 雨水溝、河川、海上などに排出されないように注意する。


な場所に移す。移動ができない場合は風上より容器周辺に散水して冷却する。
消火を行う者の保護 消火作業では保護具を着用する。


６．漏出時の措置


消火剤 水、泡、粉末、二酸化炭素などの一般消火剤が使用できる。
消火方法 本製品は通常の保管条件では不燃物であるが、周辺火災の場合は速やかに安全


に医師の処置を受ける。ただし、牛乳アレルギーの人には牛乳を与えない。


いずれの場合も、医師への受診時には製品または製品安全データシートを持参する。


５．火災時の措置


目に入った場合 直ちに流水で１５分以上洗い流す。コンタクトレンズは外す。何らかの異状を
感じたときは直ちに医師の処置を受ける。


飲み込んだ場合 直ちに水で口の中を洗浄し、コップ１～２杯の水または牛乳を飲ませて、直ち


４．応急措置


皮膚に付着した場合 流水でよく洗い流す。衣服や靴などに付いたときは、すみやかに脱ぎ皮膚を流
水でよく洗い流す。何らかの異状を感じたときは直ちに医師の処置を受ける。
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：
：


不揮発分 １６.６％
：
：
：
：


（数値は代表値）


:
:
:
:
:


：
：
：
：
：


本製品の原液における ＢＯＤ値：１００,０００ mg/L


本製品の原液における ＣＯＤ値：１３０,０００ mg/L


：
：
：
：


：
・
・


委託する。
：


：


・
・
・
・
・


：
：
：
：
：
：
：


食品衛生法 ：
：
：


処分する。


多量の場合は、都道府県知事の許可を得た専門の廃棄物処理業者に処理を


データなし


１１．有害性情報


急性毒性 　ＬＤ５０； ＞２,０００mg/kg（経口；原料MSDSから計算）
局所効果


化学物質管理促進法(ＰＲＴＲ法) 該当しない


水濡れを避ける。


１５．適用法令


毒物及び劇物取締法


輸送前に容器の破損、腐食、漏れなどがないことを確認する。
荷役作業は丁寧に行い、容器を破損しないように取り扱う。
転倒、落下、損傷がないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。
直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態での輸送は避ける。


該当しない


比重 １.０３０（２０℃）


水質汚濁防止法 該当しない


消防法 該当しない


危険物船舶輸送及び貯蔵規則 該当しない
該当しない


有機則 該当しない
特化則 該当しない


労働安全衛生法／通知対象物 該当しない
表示物質 該当しない


１４．輸送上の注意


国内法規制 特になし
輸送の特定の安全対策及び条件


汚染容器、包装 使い終わった容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去した後に押しつぶし、


生態毒性 データなし


１３．廃棄上の注意


残余廃棄物


残留性、分解性 データなし
生体蓄積性


長期毒性 データなし


１２．環境影響情報


移動性 データなし


感作性 データなし
慢性毒性 データなし


データなし


避けるべき材料 特になし
危険有害な分解生成物 特になし


　沸点 １００℃以上


１０．安定性及び反応性


安定性 通常の取扱い条件（屋内、常温）においては安定である。
反応性 通常の取扱い条件においては危険な反応を起こす恐れはない。
避けるべき条件 直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態


　溶媒に対する溶解性 水溶性


形状、色 無色透明液体
ｐＨ ７.９（２５℃）


粘度 １０mPa･s以下（２５℃、ＢＭ型回転粘度計）


９．物理的及び化学的性質


物理的状態


少量の場合は、水で充分に希釈して排出する。
下水道以外の河川等、公共水域への排出は絶対に避ける。
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：


改訂の記録 ： 作成日 ； ２００８年０４月０１日
改定日 ； ２００８年０７月２５日


： 作成 ；
： ・


・
・
・ 洗剤の毒性とその評価[（社）日本食品衛生協会]
・ 食品衛生小六法[新日本法規]
・


　の際には用途・用法に適した安全対策を実施の上、使用者の責任において適正に取り扱ってください。


特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善促進の進め方


※記載内容は現時点で入手できる資料、情報、データなどに基づいて作成しており、情報の完全さ、正
　確さを保証するものではありません。全ての化学品には未知の危険・有害性があり得るため、ご使用


１３９０１の化学商品[化学工業日報社]


引用文献 製品安全データシートの作成指針(改訂版)
　[(社)日本化学工業協会(平成１３年１０月)]
ＪＩＳ Ｚ ７２５０：２０００／化学物質等安全データシート（ＭＳＤＳ）


　電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６


改訂の記録 ２００８年０４月０１日


１６．その他の情報
問い合わせ先 ジョンソンディバーシー株式会社


カスタマーテクニカルセンター
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：
：
：
：


：
：


：


：
：


：
・


・


最重要危険有害性


・


・


・


・


・
・


・
・


・


下水道を除き、公共水域への製品の廃棄は、水質汚濁防止法等の法規制に抵触する
おそれがある。


皮膚に触れた場合、強い刺激作用があり処置が遅れると皮膚が侵され熱傷にいたる。


大量の場合は、水生生物に対して影響を及ぼす。


物理的及び化学的危険性
不燃性であるが、酸性物質と反応し中和熱を発生する。
アルミニウム、スズ、亜鉛などの金属と反応し、爆発性のある水素ガスを発生する。


分類の名称（分類基準は日本方式）
分類基準に該当しない


処置が遅れると生命にかかわる。
環境への影響


低濃度溶液でも水分の蒸発により同様な症状を起こす。
目に入った場合、激しい痛みを感じ、処置が遅れるとその程度によって結膜や角膜が侵
され視力低下あるいは失明にいたる。
飲み込んだ場合、口腔・食道・胃部の灼熱感がある。濃い液を多量に飲み込んだ場合、


バーレックス抗菌クリーナー／ジョンソンディバーシー株式会社／０４３８１／２００８年０４月０１日


作成日：２００８年０４月０１日


製品安全データシート（ＭＳＤＳ）


　電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６


１.製品及び会社情報
製 品 名 バーレックス抗菌クリーナー
会 社 名 ジョンソンディバーシー株式会社


整理番号


住　　所 神奈川県横浜市中区山下町２２番地　山下町ＳＳＫビル／〒２３１－８６９１
担当部門 カスタマーテクニカルセンター


０４３８１


緊急連絡先 お客様ご相談窓口／電話番号：０４５－６４０－２２８０
製品説明 水性アルカリクリーナー


主な用途：床用表面洗浄剤、万能洗剤として


２.組成、成分情報
単一製品・混合物の区分 混合物
成分 界面活性剤（非イオン系、陽イオン系）


労働安全衛生法／表示物質 Ｎｏ.２１９　ジエタノールアミン　６.０～８.０％


環境省「内分泌攪乱作用を有すると疑われる化学物質（６５物質）」を使用していない


アミン類


染料


吸入した場合、鼻・喉・気管支・肺を刺激し、処置が遅れるとしわがれ声、咽喉部の灼
熱感、激しい咳、肺浮腫を生ずる。


水　


金属封鎖剤
香料


３．危険有害性の要約


人の健康に対する有害な影響


環境ホルモン疑義物質


ＰＲＴＲ法対応
非該当。
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：


：


：


：


：


：
：


：


：


：
：


：


：


皮膚に付着した場合 直ちに多量の水でぬめり感がなくなるまで充分に洗い流す。衣服や靴などに付


ミストを吸い込んだときは、直ちに新鮮な空気の風通しのよい場所に移動し、
鼻をかんだり、うがいをする。何らかの異状を感じたときは直ちに医師の診断
を受ける。


４．応急措置


いたときは、直ちに脱ぎ皮膚を多量の水でぬめり感がなくなるまで充分に洗い
流す。何らかの異状を感じたときは直ちに医師の診断を受ける。


目に入った場合 直ちに流水で１５分以上洗い流す。コンタクトレンズは外す。その後、直ちに
医師の処置を受ける。


飲み込んだ場合 直ちに水で口の中を洗浄し、コップ１～２杯の水または牛乳を飲ませて、直ち
に医師の処置を受ける。無理に吐かせようとしない。意識のないときは口から
何も与えない。ただし、牛乳アレルギーの人には牛乳を与えない。


その他 使用中、目に異状を感じたり、咳き込んだり、気分が悪くなったときは、直ち
に使用を止めてその場から離れ、洗眼、うがいをする。その後、直ちに医師の
処置を受ける。


いずれの場合も、医師への受診時には製品または製品安全データシートを持参する。


５．火災時の措置
消火剤 水、泡、粉末、二酸化炭素などの一般消火剤が使用できる。
消火方法 本製品は不燃物であるが、周辺火災の場合は速やかに安全な場所に移す。移動


ができない場合は、風上より容器周辺に散水して冷却する。
消火を行う者の保護 消火作業では保護具を着用する。


６．漏出時の措置


除去方法 スクイジーなどを用いて、できる限り空容器などに回収する。
回収しきれないものは、多量の水で充分に洗い流す。


人体に対する注意事項 保護具（保護メガネ、ゴム手袋、ゴム長靴等）を着用する。
漏出場所の周辺にロープを張るなどして関係者以外の立ち入りを禁止する。


環境に対する注意事項 雨水溝、河川、海上などに排出されないように注意する。


７．取扱い及び保管上の注意
取扱い ・洗浄作業や洗浄剤容器の取扱い時は必ず保護具（保護メガネ、ゴム手袋、ゴム長靴等）


　を着用する。
・使用時は換気を良くする。
・体調の悪いときは使わない。
・キャップを開けるときに液が飛び出すことがあるので注意する。また、容器を移動す
　るときにはキャップをしっかり閉める。緩んでいると液が跳ねて目や皮膚に付くこと
　がある。


・他の薬剤・洗浄剤などとは絶対に混ぜない。
・誤飲等事故の恐れがあるので、飲料用の容器を含む他の容器に移し替えたり小分けし
　たりしない。


・飛散した液やミストを吸い込んだり、目に入らないようにする。


・スプレーヤーなどで使用する場合は、必ず噴射口を下方に向け、目線よりも高い所で
　噴射しない。顔より高い箇所を洗浄するときは洗浄液を布やスポンジにつけて塗る。


・用途以外に使用しない。
・倒したり、こぼしたりしないように注意する。
・アルミニウム、銅、銅合金、スズ製の物品の洗浄、接液を避ける。


吸入した場合


・酸性物質と同じ場所に保管しない。
・子供の手の届かないところに保管する。


・使い終わった容器は、充分に洗ってから処理する。
保管 ・直射日光、４０℃以上、多湿および凍結のおそれのある場所を避けて密閉して保管す


　る。
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:


:
:
:


；
；
；
；


：
：
：
：
：
：
：
：
：


:
: ・
・


:
:
:


：
：


・


・


・


・
：
：
：


比重 １.０１５（２０℃）


溶媒に対する溶解性


（注）数値はいずれも代表値で表示。


１１.３％


アルカリ度 ２.８％　（ＮａＯＨ換算 ）


沸点


ｐＨ １０.５（原液／２５℃）


８．暴露防止及び保護措置
設備対策 ミストや蒸気が滞留しないように局所換気装置または全体換気装置を設置する。


取扱い場所の近くに洗眼、身体洗浄のための設備を設ける。
管理濃度 設定されていない。
許容濃度 設定されていない。
保護具


手の保護具 ゴム手袋
呼吸器用の保護具 保護マスク


目の保護具 保護メガネ
皮膚及び身体の保護具 ゴム長靴、保護衣


９．物理的及び化学的性質
物理的状態　
形状、色 緑色透明液体


１００℃以上
５.０mPa･s（２５℃）


１０．安定性及び反応性
安定性 通常の取扱い条件（屋内、常温）においては安定である。


水とどんな割合でも混合する。
引火点 なし（不燃物）


粘度


反応性 酸性物質と反応し中和熱を発生する。
アルミニウム、スズ、亜鉛などの金属と反応し、爆発性のある水素ガスを発
生する。


避けるべき条件 酸性物質との接触、直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態
避けるべき材料 アルミニウム、銅、銅合金、スズなどの金属、漆器


強い刺激作用がある。


危険有害な分解生成物 特になし


１１．有害性情報
急性毒性 データなし
局所効果 吸入した場合


強い刺激作用がある。
皮膚に触れた場合


不揮発分


目に入った場合
激しい痛みを感じ、結膜や角膜が侵される。


飲み込んだ場合
口腔、食道、胃部の灼熱感がある。


感作性 データなし
慢性毒性 データなし
長期毒性 データなし
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：
：
：
：
：
：


：
・


・


：


：


・
・
・
・
・
・


：
：
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水素イオン濃度等


ないように積み込み、荷くずれの防止を確実に行うこと。


１３．廃棄上の注意
残余廃棄物 下水道以外の河川等、公共水域への排出は絶対に避ける。


残留性、分解性 データなし
生体蓄積性 データなし


アルカリ性であるため、大量の場合は水生生物に対して影響を及ぼす。


ＣＯＤ（本製品原液） ９０,０００mg/L


少量の場合は、水で希釈してから酸（希硫酸など）で中和してから排出する。
廃棄処理するときは、保護具を着用する。
多量の場合は、都道府県知事の許可を得た専門の廃棄物処理業者にて委託処
理をする。


汚染容器、包装 使い終わった容器は、水で充分に洗ってから処理する。


１４．輸送上の注意
国内法規制 運搬に際しては、容器に漏れのないことを確かめた上で、転倒、落下、損傷が


輸送の特定の安全対策及び条件
輸送前に容器の破損、腐食、漏れなどがないことを確認する。
荷役作業は丁寧に行い、容器を破損しないように取り扱う。
積載にあたっては酸性物質との混載は避ける。
転倒、落下、損傷がないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。
直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態での輸送は避ける。
水濡れを避ける。


１５．適用法令


労働安全衛生法／通知対象物 該当しない


毒物及び劇物取締法 該当しない
化学物質管理促進法(ＰＲＴＲ法) 該当しない


表示物質


化学品安全管理データブック[化学工業日報社]


　[(社)日本化学工業協会(平成１３年１０月)]
ＪＩＳ Ｚ ７２５０：２０００／化学物質等安全データシート（ＭＳＤＳ）
労働安全衛生関係法令集[労務行政研究所]
１３９０１の化学商品[化学工業日報社]


　電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６


Ｎｏ.２１９　ジエタノールアミン　６.０～８.０％
有機則


※記載内容は現時点で入手できる資料、情報、データなどに基づいて作成しており、情報の完全さ、正


２００８年０４月０１日


　確さを保証するものではありません。全ての化学品には未知の危険・有害性があり得るため、ご使用
　の際には用途・用法に適した安全対策を実施の上、使用者の責任において適正に取り扱ってください。


公害防止の技術と法規（水質編）［（社）産業公害防止協会］
特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善促進の進め方
　［(財)日本規格協会］


引用文献 製品安全データシートの作成指針(改訂版)
改訂の記録


該当しない
特化則 該当しない


消防法 該当しない


問い合わせ先 ジョンソンディバーシー株式会社
カスタマーテクニカルセンター


危険物船舶輸送及び貯蔵規則 該当しない
水質汚濁防止法 該当する


１６．その他の情報


データなし移動性


ＢＯＤ（本製品原液） １２,０００mg/L
生態毒性


１２．環境影響情報
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作成日: ２００６年１１月０１日 


改訂日: ２００８年０４月０１日 


製品安全データシート（ＭＳＤＳ） 
 
１．製品及び会社情報 


   製 品 名      ：カビキラーⅡ  
   会 社 名      ：ジョンソンディバーシー株式会社 
   住   所      ：神奈川県横浜市中区山下町２２番地 山下町ＳＳＫビル／〒２３１－８６９１ 
   担当部門   ：カスタマーテクニカルセンター  


電話番号:０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６ 
緊急連絡先 ：お客様ご相談窓口 ／０４５－６４０－２２８０   
製品説明   ：カビ取り用洗浄剤 
整理番号   ：１２１１５  


 
２．組成、成分情報 
  ・単一製品・混合物の区別 ： 混合物 
   ・成分       次亜塩素酸ナトリウム 
  水酸化ナトリウム   
  界面活性剤 
  安定化剤       
  香料       
                水 
 
３．危険有害性の要約 
 最重要危険有害性 


人の健康に対する有害な影響 
・吸入した場合、鼻・喉・気管支・肺を刺激し、処置が遅れるとしわがれ声、咽喉部の灼熱感、
激しい咳、肺浮腫を生ずる。 
・皮膚に触れた場合、強い刺激作用があり処置が遅れると皮膚が侵され熱傷にいたる。低濃度溶
液でも水分の蒸発により同様な症状を起こす。 
・目に入った場合、激しい痛みを感じ、処置が遅れるとその程度によって結膜や角膜が侵され視
力低下あるいは失明にいたる。 
・飲み込んだ場合、口腔・食道・胃部の灼熱感がある。濃い液を多量に飲み込んだ場合、処置が
遅れると生命にかかわる。 
・酸と反応して発生した塩素ガスが目や皮膚に接触すると炎症を起こす。また、吸入すると呼吸
困難となり、多量に吸入した場合は生命にかかわる。 


環境への影響 
・大量に流失した場合は、水生生物に対して影響を及ぼす。 


物理的及び化学的危険性 
・ 不燃性であるが、酸性物質と反応し中和熱を発生する。 
・ 塩素系の製品であるため、酸性物質と反応し有害な塩素ガスを発生する。 
・ アルミニウム、スズ、亜鉛などの金属と反応し、爆発性のある水素ガスを発生する。 


 分類の名称（分類基準は日本方式） 
・分類基準に該当しない。 
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４．応急措置 
  ・目に入った場合  ：直ちに流水で１５分以上洗い流す。コンタクトレンズは外す。その後、直ちに医師の


処置を受ける。 
・皮膚に付着した場合： 直ちに多量の水でぬめり感がなくなるまで充分に洗い流す。衣服や靴などに付いたとき


は、直ちに脱ぎ皮膚を多量の水でぬめり感がなくなるまで充分に洗い流す。何らかの異
状を感じたときは直ちに医師の診断を受ける。 


・吸入した場合      ：万一有害な塩素ガスを吸い込んだときは、直ちに新鮮な空気の風通しのよい場所に移動
して安静にし、直ちに医師の診断を受ける。ミストを吸い込んだときは、直ちに新鮮な
空気の風通しのよい場所に移動して安静にする。何らかの異状を感じたときは直ちに医
師の診断を受ける。 


・飲み込んだ場合    ：直ちに水で口の中を洗浄し、コップ１～２杯の水または牛乳を飲ませて、直ちに医師の
処置を受ける。無理に吐かせようとしない。意識のないときは口から何も与えない。た
だし、牛乳アレルギーの方には牛乳を与えない。 


 
５．火災時の措置 
消火剤  ：水、泡、粉末、二酸化炭素などの一般消火剤が使用できる。    
消火方法：本製品は不燃物であるが、周辺火災の場合は速やかに安全な場所に移す。移動ができない場合は、風


上より容器周辺に散水して冷却する。 
  消火を行う者の保護：消火作業では保護具を着用する。 
 
６．漏出時の措置 
 ・人体に対する注意事項：保護具（保護メガネ、ゴム手袋、ゴム長靴、保護衣、保護マスクなど）を着 


用する。 
 ・環境に対する注意事項：雨水溝、河川、海上などに大量に排出されないように注意する。 
 ・除去方法  ：・周囲の人を避難させる。 


 ・漏出場所の周辺にロープを張るなどして関係者以外の立ち入りを禁止する。 
 ・スクイジーなどを用いて、できる限り空容器などに回収する。 


・回収しきれないものは、多量の水で充分に洗い流す。洗浄水は還元剤（チオ硫酸ナト
リウムなど）を用いて還元処理してから排出する。酸による中和は有害な塩素ガスを発
生させるので絶対に行ってはならない。 


 
７．取扱い及び保管上の注意 
取扱い： 洗浄作業や洗浄剤容器の取扱い時は必ず、保護具（保護メガネ、ゴム手袋、ゴム長 
  靴等）を着用する。 


体調の悪いときは使わない。 
特有の臭気を有しているので、作業中は換気を良くする。 
キャップを開けるときに液が飛び出すことがあるので注意する。また、容器を移動 


  するときにはキャップをしっかり閉める。緩んでいると液が跳ねて目や皮膚に付く 
  ことがある。 


飛散した液やミストを吸い込んだり、目に入らないようにする。 
他の薬剤・洗浄剤などとは絶対に混ぜたり併用したりしない。 
誤飲等事故の恐れがあるので、飲料用の容器を含む他の容器に移し替えたり小分け 


  したりしない。 
用途以外には絶対に使用しない。 
原液では使用せず、必ず水でうすめて使用する。温水や熱湯では使用しない。 


 倒したり、こぼしたりしないように注意する。 
 金属類、他の薬剤・洗浄剤などの混入は絶対に避ける。 
 金属に対する腐食性が強いので、浸漬用容器あるいは貯槽などは樹脂製のものを使 
 用する。ゴム製のものは長時間使用すると膨潤するものもあるので注意する。 
 使い終わった容器は、充分に洗ってから処理する。 
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保 管： 直射日光、４０℃以上、多湿及び凍結の恐れのある場所を避けて密閉して保管する。 
 酸性物質と同じ場所に保管しない。 
 子供の手の届かないところに保管する。 
 
８．暴露防止及び保護措置 
   ・設備対策：ミストや蒸気が滞留しないように局所換気装置または全体換気装置を設置する。 
 取扱い場所の近くに洗眼、身体洗浄のための設備を設ける。     
  ・保護具 ：①呼吸保護具 ：保護マスク 
 ②手の保護  ：ゴム手袋 
             ③目の保護具 ：保護メガネ 
  ④皮膚の保護具：ゴム長靴、保護衣 
 
９．物理的及び化学的性質 
  ・外観       ：淡黄色透明液体                  
 ・溶解性      ：水とどんな割合でも混合する。 
  ・比重（＠２０℃） ：１.０４４（２０℃）  
  ・ｐＨ（原液）   ：１２.９                     
 ・沸点       ：約１００℃  
（注）数値はいずれも代表値で表示 
 
１０．安定性及び反応性 
安定性: ・常温下でも徐々に分解して有効塩素が低下していくが、高温下・射光下では分解が促進される。 


・金属あるいは有機性物質との共存下では不安定であり、分解が促進される。 
反応性:  ・酸性物質と反応し有害な塩素ガスを発生する。また、アルコールとも同様な現象が起こる可能性がある。 


・酸素系漂白剤と反応し有害なガスが発生する恐れがある。 
・金属に対して強い腐食性を有する。 


避けるべき条件:  酸性物質・アルコール・酸素系漂白剤との接触、金属・有機性物質との共存、 
他の薬剤・洗浄剤との共存 
４０℃以上の高温下での保管、凍結条件下での保管、直射日光下、開放状態 


避けるべき材料:  金属全般、漆器、メラミン樹脂、色・柄物の繊維など 
危険有害な分解生成物: 酸性物質との反応により発生する塩素ガス 
 
１１．有害性情報（人についての症例、疫学的情報を含む） 
急性毒性   ：ＬＤ５０；＞５g/kg    
局所効果 ：  


吸入した場合              
・ミストや液を吸い込んだときは刺激作用がある。           


     ・酸と反応して発生した塩素ガスを吸入すると呼吸困難となる。    
        皮膚に触れた場合         
         ・強い刺激作用がある。 


目に入った場合 
・激しい痛みを感じ、結膜や角膜が侵される。     


        飲み込んだ場合         
  ・口腔、食道、胃部の灼熱感がある。  
感作性 ： データなし           
慢性毒性 ： データなし         
長期毒性 ： データなし        
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１２．環境影響情報 
   移動性    ：データなし 
   残留性・分解性：主成分である次亜塩素酸ナトリウムは、水中で徐々に分解する性質を有する。 
   生体蓄積性  ：データなし 
   生態毒性   ：アルカリ性であるため、大量の場合は水生生物に対して影響を及ぼす。 
 
１３．廃棄上の注意 
残余廃棄物    ：下水道以外の河川等、公共水域への大量の排出は絶対に避ける。 


少量の場合は、水で希釈してから還元剤（チオ硫酸ナトリウムなど）を加えて還元処理した後、
排出する。いきなり酸で中和すると、有害な塩素ガスが発生するので絶対に行わない。廃棄処理
するときは保護具を着用する。 
多量の場合は、都道府県知事の許可を得た専門の廃棄物処理業者にて委託処理をする。 


汚染容器、包装：使い終わった容器は、水で充分に洗ってから処理する。 
 
１４．輸送上の注意 
  国内法規制： 次の輸送に関する国内法規に該当するので、定められている輸送方法に従う。 
   危険物船舶輸送及び貯蔵規則 


海洋汚染及び海上火災の防止に関する法律 
   航空法 


港則法 
輸送の特定の安全対策及び条件  


・輸送前に容器の破損、腐食、漏れなどがないことを確認する。 
・荷役作業は丁寧に行い、容器を破損しないように取り扱う。 
・酸と接触すると有害な塩素ガスが発生するので、積載にあたっては酸性物質との混載は避ける。 
・転倒、落下、損傷がないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。 
・直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態での輸送は避ける。 


 
 
１５．適用法令 


毒物及び劇物取締法：該当しない 
化学物質管理促進法(ＰＲＴＲ法) ：該当しない 
労働安全衛生法   ：該当する。/ 危険物・酸化性の物（施行令別表１） 


通知対象物     ：該当しない 
表示物質      ：該当しない 
有機則       ：該当しない 
特化則       ：該当しない 


 消防法    ：該当しない 
危険物船舶輸送及び貯蔵規則  ：該当する／腐食性物質 
海洋汚染及び海上火災の 
防止に関する法律   ：該当する／有害液体物質Ｃ類物質(１５重量％以下）(施行令別表１) 
航空法    ：該当する／腐食性物質（施行規則第１９４条告示別表第１１） 
港則法    ：該当する／腐食性物質（施行規則第１２条 危険物） 
食品衛生法    ：該当する 


／健康を害う虞のない化学的合成品(施行規則第３条別表第２） 
水質汚濁防止法   ：該当する／水素イオン濃度 
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１６．その他の情報 
   問い合わせ先：ジョンソンディバーシー 株式会社 
          カスタマーテクニカルセンター 
           電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６ 
   改訂の記録 ：作成；２００６年１１月０１日 
          改訂；２００８年０４月０１日 
 
引用文献   ：・製品安全データシートの作成指針(改訂版)[(社)日本化学工業協会(平成１３年１０月)] 
       ・ＪＩＳ Ｚ ７２５０：２０００／化学物質等安全データシート（ＭＳＤＳ） 
       ・労働安全衛生関係法令集[労務行政研究所] 
       ・１３９０１の化学商品[化学工業日報社] 
       ・化学品安全管理データブック[化学工業日報社] 


・公害防止の技術と法規（水質編）［（社）産業公害防止協会］ 
       ・特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善促進の進め方［(財)日本規格協会］ 
 
 ここに記載された内容は、現時点で入手できる資料、情報、データなどに基づいて作成しており、情報の完全さ、
正確さを保証するものではありません。すべての化学薬品には未知の危険・有害性があり得る為、ご使用の際には、
商品表示ラベル記載内容及びこの安全データシートをご参照の上、使用者の責任において適正に取り扱ってくださ
い。 
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                                 作成日 : ２００６年 １１月 ０１日 


改訂日： ２００８年 ０４月 ０１日 
  


製品安全デ－タシ－ト（ＭＳＤＳ） 
 
１．製品及び会社情報 


    ・製品名     ：ブレークアップＳ 
・会社名     ：ジョンソンディバーシー株式会社 


    ・住 所       ：神奈川県横浜市中区山下町22番地  山下町ＳＳＫビル／〒２３１－８６９１ 
    ・担当部門     ：カスタマーテクニカルセンター 
                     電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６  
   緊急連絡先   ：お客様ご相談窓口 ／０４５－６４０－２２８０ 
・製品説明    ：水性アルカリクリーナー 


                     主な用途：厨房用油脂専用洗剤 
・整理番号     ：２６０５６／２６０５７ 


 
２．組成、成分情報 
  ・単一製品・混合物の区別 ：  混合物 
   ・成分   界面活性剤  ：  ポリオキシエチレンアルキルエーテル 


高級アルコール系（陰イオン） 
         溶剤     :  ２－アミノエタノール 


珪酸塩   
               可溶化剤 
        金属イオン封鎖剤                              
               水  
「備考」 ポリオキシエチレンアルキルエーテル： 
          化学物質管理促進法「ＰＲＴＲ法」 第一種指定化学物質 ３０７号 ２.５％ 


２-アミノエタノール ：労働安全衛生法 通知対象物 第２１号 １０％                
          化学物質管理促進法「ＰＲＴＲ法」 第一種指定化学物質 １６号 １０％   
 
３．危険有害性の要約 
 最重要危険有害性 


人の健康に対する有害な影響 
・ 吸入した場合、鼻・喉・気管支・肺を刺激し、処置が遅れるとしわがれ声、咽喉部の
灼熱感、激しい咳、肺浮腫を生ずる。 


・ 皮膚に触れた場合、強い刺激作用があり処置が遅れると皮膚が侵され熱傷にいたる。 
・ 低濃度溶液でも水分の蒸発により同様な症状を起こす。 
・ 目に入った場合、激しい痛みを感じ、処置が遅れるとその程度によって結膜や角膜が
侵され視力低下あるいは失明にいたる。 


・ 飲み込んだ場合、口腔・食道・胃部の灼熱感がある。濃い液を多量に飲み込んだ場合、
処置が遅れると生命にかかわる。 


環境への影響 
・ 大量の場合は、水生生物に対して影響を及ぼす。 


物理的及び化学的危険性 
・ 不燃性であるが、酸性物質と反応し中和熱を発生する。 
・ アルミニウム、スズ、亜鉛などの金属と反応し、爆発性のある水素ガスを発生する。 


分類の名称（分類基準は日本方式） 
・ 分類基準に該当しない。  
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４．応急措置 
   ・目に入った場合    ：直ちに多量の流水で１５分以上洗眼し、もし刺激が残っていれば、医師の診察 
                        を受ける。 
   ・皮膚に付着した場合：すぐに水道水で十分に洗浄し、皮膚調整用クリ－ムを塗布する。 
   ・吸入した場合      ：もし、気分が悪くなった場合は、すぐに風通しの良い場所に移動し、新鮮な 


空気を吸わせる。 
   ・飲み込んだ場合    ：直ちに多量の水を飲ませるなどの応急措置を行った後、速やかに医師の診察を 


受ける。 
 
５．火災時の措置 
   本製品は水を多量に含むため、そのままでは引火、発火性はないが、製品乾燥物に着火した場合は、 
  次の処置方法に従うこと。 
  ・消火方法：注水、水噴霧、各種消火剤などを使用する。          
   ・消火剤 ：注水、炭酸ガス、ドライケミカルなどの一般消火剤を使用する。 
 
６．漏出時の措置 
  ・人体に対する注意事項：製品が直接人体に触れないよう、ゴム手袋、保護眼鏡等の保護具を着用した後、 
              漏出量が多い場合には土のうなどで流出を防いだ上でポンプを用いて吸い取る。 
              また、少量の場合は、ウエス、モップ、吸着マット、砂等でできるだけ素早く 
              吸い取った後、十分に 水洗いすること。 
 ・環境に対する注意事項：本製品は水溶性であることから、本製品が、雨水溝、河川、海上等に流出した 


場合には、事実上処理が不可能となるため、下水道を除く公共水域への本製品 
の流出は、絶対に避けること。 


 
７．取扱い及び保管上の注意 
・ 取扱い：・ 容器の栓を開けるときや別の容器に移し替える場合、液が飛び出さないよう、静かに行う 


こと。また容器を移動するときは栓をしっかり締めること。 
             ・ 別の容器に小分けする場合は、小分け用の容器を予め十分洗浄し製品名を明記しておく 


こと。また、誤飲を起こす恐れのある容器（飲料用容器など）には絶対に小分けしない 
こと。 


             ・ 高温の対象面に使用するときは、対象面の温度を６０℃以下に下げてから洗浄すること。 
             ・ 野菜・果物などの食品類の洗浄には適しません。洗剤が食品にかからないように注意する 


こと。 
             ・ 対象面によっては変色や脱色を起こすことがあるため、予め目立たない所で確認すること。 
             ・ 他の製品と混合しないこと。 
             ・ 用途外に使用しないこと。 
   ・保 管：・ 直射日光の当たる場所、４０℃以上の高温になる場所、凍結のおそれのある場所には 


置かないこと。 
        ・ 子供の手の届くところに保管しないこと。 


 
８．暴露防止及び保護措置 
  ・設備対策：通常の換気状態での使用可。     
  ・保護具 ：・ 呼吸保護具  ：不要 
             ・ 目の保護具  ：保護眼鏡を使用する。 
             ・ 皮膚の保護具：ゴム手袋を着用する。 
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９．物理的及び化学的性質 
 ・外観             ：淡黄色透明液体   
 ・溶解性           ：水溶性                   
  ・不揮発分         ：１５.６％                    
・ ｐＨ（原液）    ：１３.０以上 
・ 比重（＠２０℃）：１.０７６  
・沸点       ：約１００℃            
・ アルカリ度      ：９.７％ （ＮａＯＨ換算） 
・粘度（＠２５℃）：１１.０mPa･s     


（注）数値はいずれも代表値で表示 
 
１０．安定性及び反応性 
  ・安定性：通常の使用条件下では、本製品の安定性は、極めて良好である。 
・ 反応性：通常の使用条件下では、強酸等との混合による中和反応以外、危険な反応を生じるおそれは 


ない。 
 
１１．有害性情報（人についての症例、疫学的情報を含む） 
  急性毒性   ：   ＞ ２.５～５g/kg（ラット） 
局所効果 ：吸入した場合 


・強い刺激作用がある。 
・皮膚に触れた場合 
・強い刺激作用がある。 
目に入った場合  
・激しい痛みを感じ、結膜や角膜が侵される。 
飲み込んだ場合 
・口腔、食道、胃部の灼熱感がある。 


感作性  ： データなし 
慢性毒性 ： データなし 
長期毒性   ： データなし 
 
１２．環境影響情報 
 移動性     ：   データなし 
 残留性・分解性 ：   データなし 
 生体蓄積性   ：   データなし 
 生態毒性    ：   アルカリ性であるため、多量の場合は水生生物に対して影響を及ぼす。 
 
１３．廃棄上の注意 
  ・まとまった量の本製品を廃棄する場合には、産業廃棄物として、事業者自らが処理するか、知事の 


許可を受けた産業廃棄物処理業者、もしくはその処理を行っている地方公共団体に委託して処理する 
こと。 


    ・少量の余った本製品の液や塗布に使用した器具類の洗浄廃液は、流水で十分に希釈しながら、浄化槽 
又は下水道に廃棄するものとし、下水道以外の河川等の公共水域への排出は絶対に避けること。 


 
１４．輸送上の注意 
   運搬に際しては、容器に漏れのないことを確かめた上で、転倒、落下、損傷がないよう積み込み、 
荷くずれの防止を確実に行うこと。 
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１５．適用法令 
   毒物及び劇物取締法       ：該当しない 
   化学物質管理促進法(ＰＲＴＲ法) ：該当する 
                  ／第一種指定化学物質 １６号 ２-アミノエタノール １０％ 
                   第一種指定化学物質 第３０７号 
                   ポリオキシエチレンアルキルエーテル（C=12-15） ２.５％ 
   労働安全衛生法／通知対象物   ：該当する 
                  ／第２１号 ２-アミノエタノール １０％ 
           表示      ：該当しない 
           有機則     ：該当しない 
           特化則     ：該当しない 
   消防法             ：該当しない 
   危険物船舶輸送及び貯蔵規則   ：該当する 
                  ／腐食性物質 
   水質汚濁防止法／水素イオン濃度 ：該当する 
 
１６．その他の情報 
  問い合わせ先：ジョンソンディバーシー株式会社  


カスタマーテクニカルセンター 
            電話番号０４５－６４０－２２２２ ／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６ 
改訂の記録 ：作成；２００６年１１月０１日 


改訂；２００８年０４月０１日 
   
引用文献  ：・製品安全データシートの作成指針(改訂版)[(社)日本化学工業協会(平成１３年１０月)] 
      ・ＪＩＳ Ｚ ７２５０：２０００／化学物質等安全データシート（ＭＳＤＳ） 
      ・労働安全衛生関係法令集[労務行政研究所] 
      ・１３９０１の化学商品[化学工業日報社] 
      ・化学品安全管理データブック[化学工業日報社] 


・危険物船舶運送及び貯蔵規則 [海文堂] 
・公害防止の技術と法規（水質編）［（社）産業公害防止協会］ 


      ・特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善促進の進め方［(財)日本規格協会］ 
 
ここに記載された内容は、現時点で入手できる資料、情報、データなどに基づいて作成しており、情報の完
全さ、正確さを保証するものではありません。すべての化学薬品には未知の危険・有害性があり得る為、ご
使用の際には、商品表示ラベル記載内容及びこの安全データシートをご参照の上、使用者の責任において適
正に取り扱ってください。 
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非該当。


環境ホルモン疑義物質


ＰＲＴＲ法対応
環境省「内分泌攪乱作用を有すると疑われる化学物質（６５物質）」を使用していない。


ピュアレット／ジョンソンディバーシー株式会社／０４１７２／２００８年０４月０１日


作成日：２００８年０４月０１日


製品安全データシート（ＭＳＤＳ）
１.製品及び会社情報
製 品 名 ピュアレット
会 社 名 ジョンソンディバーシー株式会社
住　　所 神奈川県横浜市中区山下町２２番地　山下町ＳＳＫビル／〒２３１－８６９１
担当部門 カスタマーテクニカルセンター


　電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６
緊急連絡先 お客様ご相談窓口／電話番号：０４５－６４０－２２８０
製品説明 アルコール除菌剤


整理番号 ０４１７２


２.組成、成分情報
単一製品・混合物の区分 混合物


精製水　　　　　　　　　


[備考]　エタノール／労働安全衛生法　通知対象物　第６１号　４７％


成分 エタノール　　　　　
非イオン系界面活性剤　


３．危険有害性の要約


人の健康に対する有害な影響
吸入した場合、ミストや蒸気は麻酔作用があるため、高濃度の蒸気を吸入した場合や長
時間さらされた場合は、その程度によって頭痛、めまい、嘔吐や意識喪失などを起こす。
皮膚に対して刺激性がある。
目に対して刺激性がある。
飲み込んだ場合は、その程度によって頭痛、めまい、嘔吐や意識喪失などを起こす。


環境への影響
高濃度で水生生物に影響を及ぼす。


物理的及び化学的危険性


引火しやすい液体である。
蒸気は空気と一定量混合されると爆発性の混合ガスとなる。


分類の名称（分類基準は日本方式）
引火性液体に該当する。


４．応急措置
吸入した場合 蒸気、ミストなどを吸い込んで気分が悪くなったときは、直ちに使用を止めて


その場から離れ、新鮮な空気の風通しのよい場所で安静にする。その後、直ち
に医師の処置を受ける。


皮膚に付着した場合 手指以外の箇所に多量に付いたときは、流水でよく洗い流す。衣服や靴などに
多量に付いたときは、すみやかに脱ぎ皮膚を流水でよく洗い流す。何らかの異
状を感じたときは、直ちに医師の診断を受ける。


目に入った場合 直ちに流水で１５分以上洗い流す。コンタクトレンズは外す。何らかの異状を
感じたときは直ちに医師の処置を受ける。


飲み込んだ場合 直ちに水で口の中を洗浄し、コップ１～２杯の水または牛乳を飲ませ可能であ
れば吐かせ、直ちに医師の処置を受ける。ただし、牛乳アレルギーの人には牛
乳を与えない。


その他 使用中、目に異状を感じたり、咳き込んだり、気分が悪くなったときは、直ち
に使用を止めてその場から離れ、洗眼、うがいをする。その後、直ちに医師の
処置を受ける。


いずれの場合も、医師への受診時には製品または製品安全データシートを持参する。


高圧ガスが入っている
加熱、衝撃などにより破裂危険がある
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　同時に使用しないこと。


・飲用にしないこと。
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５．火災時の措置
消火剤 水、泡、粉末、二酸化炭素などの一般消火剤が使用できる。
消火方法
周辺火災の場合 すみやかに安全な場所に移す。


移動ができない場合は、風上より容器周辺に散水して冷却する。
着火した場合 初期の火災には、水、粉末、二酸化炭素などを用いる。


大規模火災の際には、泡消火剤などを用いて空気を遮断することが有効である。
容器が高温で破裂する恐れがあるので、消火活動には充分な距離をとること。
火災発生場所付近には関係者以外の立ち入りを禁止する。


消火を行う者の保護 消火作業では保護具を着用する。


６．漏出時の措置
人体に対する注意事項 作業の際には、必ず静電気対策が施された保護具（保護メガネ、ゴム手袋、ゴ


ム長靴、保護マスク）を着用し、風下では作業をおこなわない。
環境に対する注意事項 雨水溝、河川、海上などに多量に排出されないように注意する。
除去方法 風上の人を避難させる。


漏出場所の周辺にロープを張るなどして関係者以外の立ち入りを禁止する。
付近の着火源、高温体および可燃物などをすみやかに取り除く。
衝撃、静電気にて火花が発生しないような材質の用具を用いて回収する。
少量の場合は、漏洩した場所を多量の水で洗い流す。
多量の場合は、土砂などで流出防止を図った後、乾燥砂、土、おがくず、ウエ
スなどに吸着させて密閉できる空容器に回収する。回収した跡、または回収で
きないものは、多量の水で充分に洗い流す。


７．取扱い及び保管上の注意
取扱い ・液が皮膚（手指以外）や眼、口などに付着しないように注意する。


・作業や製品容器の取扱い時は必ず保護具（保護メガネ、ゴム手袋、ゴム長靴、保護マ
　スク）を着用する。
・周辺での火気、スパーク、高温物の使用を禁止する。
・屋内での作業では換気に注意する。
・人に向け使用しないこと。
・体調の悪いときは使わない。


・塩素系の漂白剤、殺菌剤およびカビ取り剤とまざると有害な塩素系ガスが発生するので


・用途以外には使用しない。
・誤飲等事故の恐れがあるので、飲料用の容器を含む他の容器に移し替えたり小分けし


・飛散した液やミストを吸い込んだり、目に入らないようにする。
・他の薬剤、水、洗浄剤、塩素系の製品などとは絶対に混ぜたり併用しない。


　たりしない。


・容器を転倒、落下させたり、衝撃を加えること、また、引きずるなどの乱暴な取扱い
　はしない。
・取り扱う場所を常に整理整頓し、その場に可燃性のものまたは、酸化性のものを置か
　ない。
・製品の入った袋は、完全に使い終わってから処理すること。


保管 ・火気、熱源から遠ざけ、直射日光、４０℃以上、多湿および凍結のおそれのある場所
　を避けて密閉して保管する。
・酸化性物質（塩素系の製品など）と同じ場所に保管しない。
・子供の手の届かないところに保管する。


８．暴露防止及び保護措置
設備対策 火気、熱源のない場所で換気に留意する。
管理濃度 設定されていない。
許容濃度 ［エタノール１００％として］日本衛生産業学会


　　　　　　　　ＡＣＧＩＨ：ＴＷＡ　１,０００ ppm（１,８８０ mg/m3）
保護具


手の保護具 ゴム手袋
目の保護具 保護メガネ
皮膚及び身体の保護具 ゴム長靴、保護衣、前掛け


・使用時は換気を良くし、不必要に噴霧しないこと。


呼吸器用の保護具 保護マスク
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：
香気 ： 特有の微芳香臭
ｐＨ ： ７.０（２５℃）
引火点 ： ２６.５℃


：
：
：
：
（数値は代表値）


:


:
:


:
:


：


：


：
皮膚 ；
皮膚 ；
目 ；


：
：
：
：


：
：


本製品の原液における ＢＯＤ値：データなし
本製品の原液における ＣＯＤ値：データなし


：
：
：
：


その他の情報
［エタノール１００％として］


：
：
：


；
：
： 魚毒性


：
・
・


：


形状、色 無色透明液体


９．物理的及び化学的性質
物理的状態


比重 ０.９２（２０℃）
　溶媒に対する溶解性 水溶性
　揮発性 あり
　自己反応性・爆発性 蒸気は空気と爆発性の混合気体を生成する


１０．安定性及び反応性
安定性 通常の取扱い条件（屋内、常温）においては安定である。


高温下にて開放状態におかれるとエタノールが徐々に蒸発する。
反応性 酸化性物質（塩素系の製品など）と反応する。
避けるべき条件 火気、熱源の付近、酸化性物質（塩素系の製品など）との接触、直射日光、


４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態
避けるべき材料 ポリカーボネート樹脂、ＡＢＳ樹脂など
危険有害な分解生成物 特になし


１１．有害性情報
［エタノール１００％として］
急性毒性 経口（ヒト）　　ＬＤＬｏ； １,４００mg/kg　行動・胃腸（吐気）


経口（ラット）　ＬＤ５０； ７,０６０mg/kg　呼吸器系
一般毒性 吸入（ラット）　ＬＣ５０；２０,０００ppm　毒性末評価


経口（ヒト・男）ＴＤＬｏ； 　 ７００mg/kg　行動（神経生理学上）
局所効果 刺激性
刺激性 ラビット ４００mg　開放　症状（軽度）


ラビット ５００mg/24h　　症状（重度）
ラビット １００mg/24h　　症状（中度）


感作性 皮膚への長期または繰り返しの接触により脱脂され炎症にいたる。
変異原性 小核　マウス（腹腔内）；１,２４０mg/kg/48h
癌原性 経口（マウス）　ＴＤＬ０；　　 ３２０mg/kg／５０週　毒性末評価
生殖能 吸入（ラット）　ＴＣＬ０；２０,０００ppm/7h　妊娠、１～２２日　発育異常


経口（ラット）　ＴＤＬ０；       ４４g/kg　　妊娠、７～１７日　発育異常
慢性毒性 データなし
長期毒性 データなし


１２．環境影響情報


移動性 データなし
残留性、分解性 データなし
生体蓄積性 データなし
生態毒性 データなし


　理論酸素要求量 ２.１０mg/L
　ＢＯＤ５ ０.９３～１.６７mg/L
　ＣＯＤ １.９９～２.１１mg/L
　バクテリア消化能の制御 ４,１００mg/Lでニトロソモナス種のアンモニア酸化の５０％制御
　生体蓄積性 データなし
　生態毒性 マスの稚魚；ＬＣ５０；１１.２g/L（２４ｈ）


コイの一種；ＬＣ５０；１３.４～１８g/L（９６ｈ）


１３．廃棄上の注意
残余廃棄物 下水道以外の河川等、公共水域への排出は絶対に避ける。


少量の場合は、水で充分に希釈して排出する。
多量の場合は、都道府県知事の許可を得た専門の廃棄物処理業者に処理を
委託する。


汚染容器、包装 使い終わった容器は、水で充分に洗ってから処理する。
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：


・
・
・
・
・


：
：
：
：
／


：
：
：
：
：
：


：


： 作成 ；
： ・


・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・


輸送の特定の安全対策及び条件


１４．輸送上の注意
国内法規制 特になし


輸送前に容器の破損、腐食、漏れなどがないことを確認する。
荷役作業は丁寧に行い、容器を破損しないように取り扱う。
転倒、落下、損傷がないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。
直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態での輸送は避ける。
水濡れを避ける。


１５．適用法令
毒物及び劇物取締法 該当しない
化学物質管理促進法(ＰＲＴＲ法) 該当しない
労働安全衛生法 該当しない


通知対象物 該当する
施行令別表第九：第６１号　エタノール　４７％


表示物質 該当しない
有機則 該当しない
特化則 該当しない


消防法 該当しない
危険物船舶輸送及び貯蔵規則 該当しない
水質汚濁防止法 該当しない


１６．その他の情報
問い合わせ先 ジョンソンディバーシー株式会社


カスタマーテクニカルセンター
　電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６


改訂の記録 ２００８年０４月０１日
引用文献 製品安全データシートの作成指針(改訂版)


　[(社)日本化学工業協会(平成１３年１０月)]
ＪＩＳ Ｚ ７２５０：２０００／化学物質等安全データシート（ＭＳＤＳ）
労働安全衛生関係法令集[労務行政研究所]
消防関連法規集[全国加除法令出版]
化学品別適応用法規総覧[化学工業日報社]
危険物船舶輸送及び貯蔵規則（六訂版）[海文堂]


特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善促進の進め方
　［(財)日本規格協会］


アルコールハンドブック八版[（財）発酵工業会]
第十二改正日本薬局方[日本公定書協会]
食品衛生小六法[新日本法規]
１３９０１の化学商品[化学工業日報社]


※記載内容は現時点で入手できる資料、情報、データなどに基づいて作成しており、情報の完全さ、正
　確さを保証するものではありません。全ての化学品には未知の危険・有害性があり得るため、ご使用
　の際には用途・用法に適した安全対策を実施の上、使用者の責任において適正に取り扱ってください。


化学品安全管理データブック[化学工業日報社]
公害防止の技術と法規（水質編）［（社）産業公害防止協会］
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：
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：
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最重要危険有害性


・
・
・
・


・


・


・


：


：


：


：


環境省「内分泌攪乱作用を有すると疑われる化学物質（６５物質）」を使用していない。


皮膚に付着した場合 流水でよく洗い流す。衣服や靴などに付いたときは、すみやかに脱ぎ皮膚を流
水でよく洗い流す。何らかの異状を感じたときは直ちに医師の処置を受ける。


目に入った場合 直ちに流水で１５分以上洗い流す。コンタクトレンズは外す。何らかの異状を


グランドスラム／ジョンソンディバーシー株式会社／２２８２５４０／２００８年０４月０１日


作成日：２００８年０４月０１日


製品安全データシート（ＭＳＤＳ）
１.製品及び会社情報
製 品 名 グランドスラム
会 社 名 ジョンソンディバーシー株式会社
住　　所 神奈川県横浜市中区山下町２２番地　山下町ＳＳＫビル／〒２３１－８６９１
担当部門 カスタマーテクニカルセンター


可塑剤
グリコールエーテル系溶剤


　電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６
緊急連絡先 お客様ご相談窓口／電話番号：０４５－６４０－２２８０
製品説明 水性ポリマータイプフロアーポリッシュ


２.組成、成分情報
単一製品・混合物の区分 混合物
成分 金属架橋型アクリルスチレンコポリマー


物理的及び化学的危険性
不燃性であり、引火・発火性などの危険性はない。


分類の名称（分類基準は日本方式）
分類基準に該当しない


４．応急措置


３．危険有害性の要約


人の健康に対する有害な影響


皮膚に対して弱い刺激がある。
目に対して弱い刺激がある。
飲み込んだ場合の有害性は低い。


環境への影響
大量の場合は、水生生物に対して影響を及ぼす。


感じたときは直ちに医師の処置を受ける。
飲み込んだ場合 直ちに水で口の中を洗浄し、コップ１～２杯の水または牛乳を飲ませて、直ち


に医師の処置を受ける。ただし、牛乳アレルギーの人には牛乳を与えない。


いずれの場合も、医師への受診時には製品または製品安全データシートを持参する。


その他 使用中、目に異状を感じたり、咳き込んだり、気分が悪くなったときは、直ち
に使用を止めてその場から離れ、洗眼、うがいをする。その後、直ちに医師の
処置を受ける。


吸い込んだ場合の刺激は弱い。


香料


ＰＲＴＲ法対応
非該当。


主な用途；屋内化学床用


環境ホルモン疑義物質


防腐剤


水


高融点ポリオレフィンワックス
界面活性剤


整理番号 ２２８２５４０
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：
：


：


：
：
：


：


・キャップを開けるときに液が飛び出すことがあるので注意する。また、容器を移動す
　るときにはキャップをしっかり閉める。緩んでいると液が跳ねて目や皮膚に付くこと


：


:
:
:
:


；
；
；
；


：
：
：
：
：
：


（注）数値はいずれも代表値で表示


・荒れ性の方や長時間作業する場合はゴム手袋を着用する。
・液が皮膚や眼、口などに付着しないように注意する。
・バクテリア汚染を避けるため、一度容器から出した場合、液をもとの容器に戻さない


取扱い


設備対策


５．火災時の措置


消火を行う者の保護 消火作業では保護具を着用する。


６．漏出時の措置


消火剤 水、泡、粉末、二酸化炭素などの一般消火剤が使用できる。
消火方法 本製品は不燃物であるが、周辺火災の場合は速やかに安全な場所に移す。移動


ができない場合は、風上より容器周辺に散水して冷却する。


７．取扱い及び保管上の注意


人体に対する注意事項 必要に応じて、保護具（保護メガネ、ゴム手袋、ゴム長靴等）を着用する。
環境に対する注意事項 雨水溝、河川、海上などに排出されないように注意する。


漏出量が多い場合には土のうなどで流出を防いだ上でポンプを用いて吸い取る。
また少量の場合は、ウエス、モップ、吸着マット、砂等でできるだけ素早く吸
い取った後、充分に水洗いすること。


除去方法 スクイジーなどを用いて、できる限り空容器などに回収する。


・他の薬剤・洗浄剤などとは絶対に混ぜたり併用したりしない。


　こと。


　がある。
・取扱いの都度、容器を密閉すること。


・倒したり、こぼしたりしないように注意する。


・用途以外には使用しない。
・使用後は、手を水でよく洗う。


・誤飲等事故の恐れがあるので、飲料用の容器を含む他の容器に移し替えたり小分けし
　たりしない。


・使い終わった容器は、充分に洗ってから処理する。
保管 ・直射日光、４０℃以上、多湿および凍結のおそれのある場所を避けて密閉して保管す


　る。
・子供の手の届かないところに保管する。


８．暴露防止及び保護措置
蒸気が滞留しないように局所換気装置または全体換気装置を設置する。


管理濃度 設定されていない。
許容濃度 設定されていない。
保護具


手の保護具 ゴム手袋
目の保護具 保護メガネ


呼吸器用の保護具 保護マスク


皮膚及び身体の保護具 ゴム長靴、保護衣


９．物理的及び化学的性質
物理的状態
形状、色 乳白色液体
ｐＨ ７.５（原液，２５℃）
粘度 ７.０  mPa･s（原液，２５℃）
比重 １.０３７（２０℃）
不揮発分 ２３.５％
溶媒に対する溶解性 水に１００％分散する。
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:
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・
：
：
：


：
：
：
：
：


：
・
・


：


：


・
・
・
・
・


：
：
：
：
：
：
：
：
：
／


労働安全衛生法／通知対象物 該当しない
表示物質 該当しない


１０．安定性及び反応性
安定性 通常の取扱い条件（屋内、常温）においては安定である。
反応性 通常の取扱い条件においては危険な反応を起こす恐れはない。
避けるべき条件 直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態
避けるべき材料 特になし
危険有害な分解生成物 特になし


１１．有害性情報
急性毒性 ＬＤ５０； ＞５g/kg（経口；アルビノラット）
局所効果 吸入した場合


皮膚に触れた場合
弱い刺激性がある。


弱い刺激性がある。（皮膚腐食性はない）
目に入った場合


弱い刺激性がある。
飲み込んだ場合


有害性は低い。
感作性 データなし
慢性毒性 データなし
長期毒性 データなし


１２．環境影響情報
移動性 データなし
残留性、分解性 データなし
生体蓄積性 データなし
生態毒性 データなし


１３．廃棄上の注意
残余廃棄物 下水道以外の河川等、公共水域への排出は絶対に避ける。


その他の情報 ＢＯＤ（原液）； １６０,０００ mg/L
ＣＯＤ（原液）； １５０,０００ mg/L


少量の場合は、水で充分に希釈して排出する。
多量の場合は、都道府県知事の許可を得た専門の廃棄物処理業者にて委託
処理をする。


汚染容器、包装 使い終わった容器は、水で充分に洗ってから処理する。


１４．輸送上の注意
国内法規制 特になし


水素イオン濃度


化学物質管理促進法(ＰＲＴＲ法) 該当しない


輸送の特定の安全対策及び条件
輸送前に容器の破損、腐食、漏れなどがないことを確認する。
荷役作業は丁寧に行い、容器を破損しないように取り扱う。
転倒、落下、損傷がないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。
直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態での輸送は避ける。
水濡れを避ける。


１５．適用法令
毒物及び劇物取締法 該当しない


有機則 該当しない
特化則 該当しない


水質汚濁防止法 該当しない


消防法 該当しない
危険物船舶輸送及び貯蔵規則 該当しない
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：


： 作成 ；
： ・


・
・
・


１６．その他の情報
問い合わせ先 ジョンソンディバーシー株式会社


カスタマーテクニカルセンター
　電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６


改訂の記録 ２００８年０４月０１日
引用文献 製品安全データシートの作成指針(改訂版)


　[(社)日本化学工業協会(平成１３年１０月)]
ＪＩＳ Ｚ ７２５０：２０００／化学物質等安全データシート（ＭＳＤＳ）
１３９０１の化学商品[化学工業日報社]
特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善促進の進め方
　［(財)日本規格協会］


※記載内容は現時点で入手できる資料、情報、データなどに基づいて作成しており、情報の完全さ、正
　確さを保証するものではありません。全ての化学品には未知の危険・有害性があり得るため、ご使用
　の際には用途・用法に適した安全対策を実施の上、使用者の責任において適正に取り扱ってください。
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ニュークイックメンテ／ジョンソンディバーシー株式会社／３０３８０２１／２００８年０４月０１日


作成日：２００８年０４月０１日


製品安全データシート（ＭＳＤＳ）
１.製品及び会社情報
製 品 名 ニュークイックメンテ
会 社 名 ジョンソンディバーシー株式会社
住　　所 神奈川県横浜市中区山下町２２番地　山下町ＳＳＫビル／〒２３１－８６９１
担当部門 カスタマーテクニカルセンター


アミン


　電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６
緊急連絡先 お客様ご相談窓口／電話番号：０４５－６４０－２２８０
製品説明 水性自己分散型フロアーポリッシュ


可塑剤
グリコールエーテル系溶剤
高融点ポリオレフィンワックス


主な用途；屋内化学床用


界面活性剤


アルカリ可溶性樹脂
成分 金属架橋型アクリルスチレンコポリマー


アンモニア


整理番号 ３０３８０２１


２.組成、成分情報
単一製品・混合物の区分 混合物


物理的及び化学的危険性
不燃性であり、引火・発火性などの危険性はない。


分類の名称（分類基準は日本方式）
分類基準に該当しない


３．危険有害性の要約


人の健康に対する有害な影響


皮膚に対して弱い刺激がある。
目に対して弱い刺激がある。
飲み込んだ場合の有害性は低い。


環境への影響
大量の場合は、水生生物に対して影響を及ぼす。


防腐剤


水


吸い込んだ場合の刺激は弱い。


消泡剤


環境ホルモン疑義物質


ＰＲＴＲ法対応
非該当。


環境省「内分泌攪乱作用を有すると疑われる化学物質（６５物質）」を使用していない。
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ニュークイックメンテ／ジョンソンディバーシー株式会社／３０３８０２１／２００８年０４月０１日
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：
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：
：


：


：
：
：


：


・キャップを開けるときに液が飛び出すことがあるので注意する。また、容器を移動す
　るときにはキャップをしっかり閉める。緩んでいると液が跳ねて目や皮膚に付くこと


：


:
:
:
:


；
；
；
；


取扱い ・荒れ性の方や長時間作業する場合はゴム手袋を着用する。
・液が皮膚や眼、口などに付着しないように注意する。


水でよく洗い流す。何らかの異状を感じたときは直ちに医師の処置を受ける。
目に入った場合 直ちに流水で１５分以上洗い流す。コンタクトレンズは外す。何らかの異状を


感じたときは直ちに医師の処置を受ける。
飲み込んだ場合 直ちに水で口の中を洗浄し、コップ１～２杯の水または牛乳を飲ませて、直ち


消火剤


・バクテリア汚染を避けるため、一度容器から出した場合、液をもとの容器に戻さない


４．応急措置
皮膚に付着した場合 流水でよく洗い流す。衣服や靴などに付いたときは、すみやかに脱ぎ皮膚を流


に使用を止めてその場から離れ、洗眼、うがいをする。その後、直ちに医師の
処置を受ける。


消火を行う者の保護 消火作業では保護具を着用する。


６．漏出時の措置


設備対策


に医師の処置を受ける。ただし、牛乳アレルギーの人には牛乳を与えない。


いずれの場合も、医師への受診時には製品または製品安全データシートを持参する。


５．火災時の措置


その他 使用中、目に異状を感じたり、咳き込んだり、気分が悪くなったときは、直ち


水、泡、粉末、二酸化炭素などの一般消火剤が使用できる。
消火方法 本製品は不燃物であるが、周辺火災の場合は速やかに安全な場所に移す。移動


ができない場合は、風上より容器周辺に散水して冷却する。


７．取扱い及び保管上の注意


人体に対する注意事項 必要に応じて、保護具（保護メガネ、ゴム手袋、ゴム長靴等）を着用する。
環境に対する注意事項 雨水溝、河川、海上などに排出されないように注意する。


漏出量が多い場合には土のうなどで流出を防いだ上でポンプを用いて吸い取る。
また少量の場合は、ウエス、モップ、吸着マット、砂等でできるだけ素早く吸
い取った後、充分に水洗いすること。


除去方法 スクイジーなどを用いて、できる限り空容器などに回収する。


・他の薬剤・洗浄剤などとは絶対に混ぜたり併用したりしない。


　こと。


　がある。
・容器を強く持ったままキャップを開けないこと。液が飛び出し、目に入ることがある。
・取扱いの都度、容器を密閉すること。


・倒したり、こぼしたりしないように注意する。


・用途以外には使用しない。
・使用後は、手を水でよく洗う。


・誤飲等事故の恐れがあるので、飲料用の容器を含む他の容器に移し替えたり小分けし
　たりしない。


・使い終わった容器は、充分に洗ってから処理する。
保管 ・直射日光、４０℃以上、多湿および凍結のおそれのある場所を避けて密閉して保管す


　る。
・子供の手の届かないところに保管する。


８．暴露防止及び保護措置
蒸気が滞留しないように局所換気装置または全体換気装置を設置する。


管理濃度 設定されていない。
許容濃度 設定されていない。
保護具


手の保護具 ゴム手袋
目の保護具 保護メガネ


呼吸器用の保護具 保護マスク


皮膚及び身体の保護具 ゴム長靴、保護衣
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（注）数値はいずれも代表値で表示
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９．物理的及び化学的性質
物理的状態
形状、色 乳白色液体
ｐＨ ８.５（原液，２５℃）
粘度 ６.５mPa･s（原液，２５℃）
比重 １.０２０（２０℃）
不揮発分 １３.５％
溶媒に対する溶解性 水に１００％　分散する。


１０．安定性及び反応性
安定性 通常の取扱い条件（屋内、常温）においては安定である。
反応性 通常の取扱い条件においては危険な反応を起こす恐れはない。
避けるべき条件 直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態
避けるべき材料 特になし
危険有害な分解生成物 特になし


１１．有害性情報
急性毒性 ＬＤ５０； ＞５g/kg（経口；アルビノラット）
局所効果 吸入した場合


皮膚に触れた場合
弱い刺激性がある。


弱い刺激性がある。（皮膚腐食性はない）
目に入った場合


弱い刺激性がある。
飲み込んだ場合


有害性は低い。
感作性 データなし
慢性毒性 データなし
長期毒性 データなし


１２．環境影響情報
移動性 データなし
残留性、分解性 データなし
生体蓄積性 データなし
生態毒性 データなし


１３．廃棄上の注意
残余廃棄物 下水道以外の河川等、公共水域への排出は絶対に避ける。


その他の情報 ＢＯＤ（原液）；１４,０００mg/L
ＣＯＤ（原液）；５１,０００mg/L


少量の場合は、水で充分に希釈して排出する。
多量の場合は、都道府県知事の許可を得た専門の廃棄物処理業者にて委託
処理をする。


汚染容器、包装 使い終わった容器は、水で充分に洗ってから処理する。


１４．輸送上の注意
国内法規制 特になし
輸送の特定の安全対策及び条件


輸送前に容器の破損、腐食、漏れなどがないことを確認する。
荷役作業は丁寧に行い、容器を破損しないように取り扱う。
転倒、落下、損傷がないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。
直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態での輸送は避ける。
水濡れを避ける。
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：


： 作成 ；
： ・


・
・
・


労働安全衛生法／通知対象物 該当しない
表示物質 該当しない


水素イオン濃度


化学物質管理促進法(ＰＲＴＲ法) 該当しない


１５．適用法令
毒物及び劇物取締法 該当しない


１６．その他の情報
問い合わせ先 ジョンソンディバーシー株式会社


カスタマーテクニカルセンター
　電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６


改訂の記録 ２００８年０４月０１日
引用文献 製品安全データシートの作成指針(改訂版)


　[(社)日本化学工業協会(平成１３年１０月)]
ＪＩＳ Ｚ ７２５０：２０００／化学物質等安全データシート（ＭＳＤＳ）
１３９０１の化学商品[化学工業日報社]
特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善促進の進め方
　［(財)日本規格協会］


※記載内容は現時点で入手できる資料、情報、データなどに基づいて作成しており、情報の完全さ、正
　確さを保証するものではありません。全ての化学品には未知の危険・有害性があり得るため、ご使用
　の際には用途・用法に適した安全対策を実施の上、使用者の責任において適正に取り扱ってください。


有機則 該当しない
特化則 該当しない


水質汚濁防止法 該当する


消防法 該当しない
危険物船舶輸送及び貯蔵規則 該当しない
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最重要危険有害性


・
・
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・


・
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・


主な用途；屋内化学床用


環境ホルモン疑義物質


アルコール類


界面活性剤


ベーシックコート／ジョンソンディバーシー株式会社／１２９８７／２００８年０４月０１日


作成日：２００８年０４月０１日


製品安全データシート（ＭＳＤＳ）
１.製品及び会社情報
製 品 名 ベーシックコート
会 社 名 ジョンソンディバーシー株式会社
住　　所 神奈川県横浜市中区山下町２２番地　山下町ＳＳＫビル／〒２３１－８６９１
担当部門 カスタマーテクニカルセンター


　電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６
緊急連絡先 お客様ご相談窓口／電話番号：０４５－６４０－２２８０
製品説明 水性ポリマータイプフロアーシーラー


アルカリ可溶性樹脂


整理番号 １２９８７


２.組成、成分情報
単一製品・混合物の区分 混合物
成分 金属架橋型アクリルスチレンコポリマー


可塑剤


グリコールエーテル系溶剤
高融点ポリオレフィンワックス


物理的及び化学的危険性
不燃性であり、引火・発火性などの危険性はない。


分類の名称（分類基準は日本方式）
分類基準に該当しない


３．危険有害性の要約


人の健康に対する有害な影響


皮膚に対して弱い刺激がある。
目に対して弱い刺激がある。
飲み込んだ場合の有害性は低い。


環境への影響
大量の場合は、水生生物に対して影響を及ぼす。


防腐剤


水


吸い込んだ場合の刺激は弱い。


消泡剤


[備考]　エタノール／労働安全衛生法　通知対象物　第６１号　２～５％


ＰＲＴＲ法対応
非該当。


環境省「内分泌攪乱作用を有すると疑われる化学物質（６５物質）」を使用していない。
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ベーシックコート／ジョンソンディバーシー株式会社／１２９８７／２００８年０４月０１日
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・キャップを開けるときに液が飛び出すことがあるので注意する。また、容器を移動す
　るときにはキャップをしっかり閉める。緩んでいると液が跳ねて目や皮膚に付くこと


：


:
:
:
:


；
；
；
；


取扱い ・荒れ性の方や長時間作業する場合はゴム手袋を着用する。
・液が皮膚や眼、口などに付着しないように注意する。


４．応急措置
皮膚に付着した場合 流水でよく洗い流す。衣服や靴などに付いたときは、すみやかに脱ぎ皮膚を流


水でよく洗い流す。何らかの異状を感じたときは直ちに医師の処置を受ける。
目に入った場合 直ちに流水で１５分以上洗い流す。コンタクトレンズは外す。何らかの異状を


感じたときは直ちに医師の処置を受ける。


・バクテリア汚染を避けるため、一度容器から出した場合、液をもとの容器に戻さない


設備対策


飲み込んだ場合 直ちに水で口の中を洗浄し、コップ１～２杯の水または牛乳を飲ませて、直ち
に医師の処置を受ける。ただし、牛乳アレルギーの人には牛乳を与えない。


いずれの場合も、医師への受診時には製品または製品安全データシートを持参する。


５．火災時の措置


その他 使用中、目に異状を感じたり、咳き込んだり、気分が悪くなったときは、直ち
に使用を止めてその場から離れ、洗眼、うがいをする。その後、直ちに医師の
処置を受ける。


消火を行う者の保護 消火作業では保護具を着用する。


６．漏出時の措置


消火剤 水、泡、粉末、二酸化炭素などの一般消火剤が使用できる。
消火方法 本製品は不燃物であるが、周辺火災の場合は速やかに安全な場所に移す。移動


ができない場合は、風上より容器周辺に散水して冷却する。


７．取扱い及び保管上の注意


人体に対する注意事項 必要に応じて、保護具（保護メガネ、ゴム手袋、ゴム長靴等）を着用する。
環境に対する注意事項 雨水溝、河川、海上などに排出されないように注意する。


漏出量が多い場合には土のうなどで流出を防いだ上でポンプを用いて吸い取る。
また少量の場合は、ウエス、モップ、吸着マット、砂等でできるだけ素早く吸
い取った後、充分に水洗いすること。


除去方法 スクイジーなどを用いて、できる限り空容器などに回収する。


・他の薬剤・洗浄剤などとは絶対に混ぜたり併用したりしない。


　こと。


　がある。
・取扱いの都度、容器を密閉すること。


・倒したり、こぼしたりしないように注意する。


・用途以外には使用しない。
・使用後は、手を水でよく洗う。


・誤飲等事故の恐れがあるので、飲料用の容器を含む他の容器に移し替えたり小分けし
　たりしない。


・使い終わった容器は、充分に洗ってから処理する。
保管 ・直射日光、４０℃以上、多湿および凍結のおそれのある場所を避けて密閉して保管す


　る。
・子供の手の届かないところに保管する。


８．暴露防止及び保護措置
蒸気が滞留しないように局所換気装置または全体換気装置を設置する。


管理濃度 設定されていない。
許容濃度 設定されていない。
保護具


手の保護具 ゴム手袋
目の保護具 保護メガネ


呼吸器用の保護具 保護マスク


皮膚及び身体の保護具 ゴム長靴、保護衣
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（注）数値はいずれも代表値で表示
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９．物理的及び化学的性質
物理的状態
形状、色 乳白色液体
ｐＨ ７.９（原液，２５℃）
粘度 ５.５　mPa･s（原液，２５℃）
比重 １.０２０（２０℃）
不揮発分 １７.７％
溶媒に対する溶解性 水に１００％ 分散する。


１０．安定性及び反応性
安定性 通常の取扱い条件（屋内、常温）においては安定である。
反応性 通常の取扱い条件においては危険な反応を起こす恐れはない。
避けるべき条件 直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態
避けるべき材料 特になし
危険有害な分解生成物 特になし


１１．有害性情報
急性毒性 ＬＤ５０； ＞５g/kg（経口；アルビノラット）
局所効果 吸入した場合


皮膚に触れた場合
弱い刺激性がある。


弱い刺激性がある。（皮膚腐食性はない）
目に入った場合


弱い刺激性がある。
飲み込んだ場合


有害性は低い。
感作性 データなし
慢性毒性 データなし
長期毒性 データなし


１２．環境影響情報
移動性 データなし
残留性、分解性 データなし
生体蓄積性 データなし
生態毒性 データなし


１３．廃棄上の注意
残余廃棄物 下水道以外の河川等、公共水域への排出は絶対に避ける。


その他の情報 ＢＯＤ（原液）；４４,１００mg/L
ＣＯＤ（原液）；３７,２００mg/L


少量の場合は、水で充分に希釈して排出する。
多量の場合は、都道府県知事の許可を得た専門の廃棄物処理業者にて委託
処理をする。


汚染容器、包装 使い終わった容器は、水で充分に洗ってから処理する。


１４．輸送上の注意
国内法規制 特になし
輸送の特定の安全対策及び条件


輸送前に容器の破損、腐食、漏れなどがないことを確認する。
荷役作業は丁寧に行い、容器を破損しないように取り扱う。
転倒、落下、損傷がないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。
直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態での輸送は避ける。
水濡れを避ける。
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　エタノール


労働安全衛生法／通知対象物 該当する
第６１号　２～５％


労働安全衛生法／通知対象物 該当しない
表示物質 該当しない


水素イオン濃度


化学物質管理促進法(ＰＲＴＲ法) 該当しない


１５．適用法令
毒物及び劇物取締法 該当しない


１６．その他の情報
問い合わせ先 ジョンソンディバーシー株式会社


カスタマーテクニカルセンター
　電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６


改訂の記録 ２００８年０４月０１日
引用文献 製品安全データシートの作成指針(改訂版)


　[(社)日本化学工業協会(平成１３年１０月)]
ＪＩＳ Ｚ ７２５０：２０００／化学物質等安全データシート（ＭＳＤＳ）
１３９０１の化学商品[化学工業日報社]
特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善促進の進め方
　［(財)日本規格協会］


※記載内容は現時点で入手できる資料、情報、データなどに基づいて作成しており、情報の完全さ、正
　確さを保証するものではありません。全ての化学品には未知の危険・有害性があり得るため、ご使用
　の際には用途・用法に適した安全対策を実施の上、使用者の責任において適正に取り扱ってください。


有機則 該当しない
特化則 該当しない


水質汚濁防止法 該当しない


消防法 該当しない
危険物船舶輸送及び貯蔵規則 該当しない


4 / 4 ページ








：
：
：
：


：
：


：


：
：


／


・


最重要危険有害性
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主な用途；床用スプレーバフ液


[備考]　ポリオキシエチレンアルキルエーテル（C=12-15）
化学物質管理促進法「ＰＲＴＲ法」
　第一種指定化学物質 第３０７号　１.１％


　　　　鉱油／労働安全衛生法　通知対象物　第１６８号　１０～１５％


スプリントショウアップ／ジョンソンディバーシー株式会社／１６０６６／２００８年０４月０１日


作成日：２００８年０４月０１日


製品安全データシート（ＭＳＤＳ）
１.製品及び会社情報
製 品 名 スプリント　ショウアップ
会 社 名 ジョンソンディバーシー株式会社
住　　所 神奈川県横浜市中区山下町２２番地　山下町ＳＳＫビル／〒２３１－８６９１
担当部門 カスタマーテクニカルセンター


　電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６
緊急連絡先 お客様ご相談窓口／電話番号：０４５－６４０－２２８０
製品説明 水性クリーナー兼ポリッシュ


界面活性剤


石油系溶剤


整理番号 １６０６６


２.組成、成分情報
単一製品・混合物の区分 混合物
成分 アクリルスチレンコポリマー


アミン類


グリコールエーテル系溶剤
ポリオレフィンワックス


物理的及び化学的危険性
不燃性であり、引火・発火性などの危険性はない。


３．危険有害性の要約


人の健康に対する有害な影響


皮膚に対して弱い刺激がある。
目に対して弱い刺激がある。
飲み込んだ場合の有害性は低い。


環境への影響


分類の名称（分類基準は日本方式）
分類基準に該当しない


大量の場合は、水生生物に対して影響を及ぼす。


防腐剤
水


吸い込んだ場合の刺激は弱い。


環境ホルモン疑義物質
環境省「内分泌攪乱作用を有すると疑われる化学物質（６５物質）」を使用していない
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・キャップを開けるときに液が飛び出すことがあるので注意する。また、容器を移動す
　るときにはキャップをしっかり閉める。緩んでいると液が跳ねて目や皮膚に付くこと


：


取扱い ・荒れ性の方や長時間作業する場合はゴム手袋を着用する。


・使い終わった容器は、充分に洗ってから処理する。
保管


・他の薬剤・洗浄剤などとは絶対に混ぜたり併用したりしない。


・倒したり、こぼしたりしないように注意する。


・用途以外には使用しない。
・使用後は、手を水でよく洗う。


・誤飲等事故の恐れがあるので、飲料用の容器を含む他の容器に移し替えたり小分けし
　たりしない。


・スプレーヤーなどで使用する場合は、必ず噴射口を下方に向け、目線よりも高い所で
　噴射しない。
・飛散した液やミストを吸い込んだり、目に入らないようにする。


・液が皮膚や眼、口などに付着しないように注意する。
・バクテリア汚染を避けるため、一度容器から出した場合、液をもとの容器に戻さない


４．応急措置


に医師の処置を受ける。ただし、牛乳アレルギーの人には牛乳を与えない。


いずれの場合も、医師への受診時には製品または製品安全データシートを持参する。


５．火災時の措置


その他


皮膚に付着した場合 流水でよく洗い流す。衣服や靴などに付いたときは、すみやかに脱ぎ皮膚を流
水でよく洗い流す。何らかの異状を感じたときは直ちに医師の処置を受ける。


目に入った場合 直ちに流水で１５分以上洗い流す。コンタクトレンズは外す。何らかの異状を
感じたときは直ちに医師の処置を受ける。


飲み込んだ場合 直ちに水で口の中を洗浄し、コップ１～２杯の水または牛乳を飲ませて、直ち


使用中、目に異状を感じたり、咳き込んだり、気分が悪くなったときは、直ち
に使用を止めてその場から離れ、洗眼、うがいをする。その後、直ちに医師の
処置を受ける。


消火を行う者の保護 消火作業では保護具を着用する。


６．漏出時の措置


消火剤 水、泡、粉末、二酸化炭素などの一般消火剤が使用できる。
消火方法 本製品は不燃物であるが、周辺火災の場合は速やかに安全な場所に移す。移動


ができない場合は、風上より容器周辺に散水して冷却する。


７．取扱い及び保管上の注意


人体に対する注意事項 必要に応じて、保護具（保護メガネ、ゴム手袋、ゴム長靴等）を着用する。
環境に対する注意事項 雨水溝、河川、海上などに排出されないように注意する。


漏出量が多い場合には土のうなどで流出を防いだ上でポンプを用いて吸い取る。
また少量の場合は、ウエス、モップ、吸着マット、砂等でできるだけ素早く吸
い取った後、充分に水洗いすること。


除去方法 スクイジーなどを用いて、できる限り空容器などに回収する。


　こと。


　がある。
・容器を強く持ったままキャップを開けないこと。液が飛び出し、目に入ることがある。
・取扱いの都度、容器を密閉すること。


・直射日光、４０℃以上、多湿および凍結のおそれのある場所を避けて密閉して保管す
　る。
・子供の手の届かないところに保管する。
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設備対策
８．暴露防止及び保護措置


蒸気が滞留しないように局所換気装置または全体換気装置を設置する。
管理濃度 設定されていない。
許容濃度 設定されていない。
保護具


手の保護具 ゴム手袋
目の保護具 保護メガネ


呼吸器用の保護具 保護マスク


皮膚及び身体の保護具 ゴム長靴、保護衣


９．物理的及び化学的性質
物理的状態
形状、色 乳白色液体
ｐＨ ８.６（原液，２５℃）
粘度 ３.９ mPa･s（原液，２５℃）
比重 ０.９６６（２０℃）
不揮発分 ２.９ ％
溶媒に対する溶解性 水に１００％分散する。


１０．安定性及び反応性
安定性 通常の取扱い条件（屋内、常温）においては安定である。
反応性 通常の取扱い条件においては危険な反応を起こす恐れはない。
避けるべき条件 直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態
避けるべき材料 特になし
危険有害な分解生成物 特になし


１１．有害性情報
急性毒性 ＬＤ５０； ＞５g/kg（経口；アルビノラット）
局所効果 吸入した場合


皮膚に触れた場合
弱い刺激性がある。


弱い刺激性がある。（皮膚腐食性はない）
目に入った場合


弱い刺激性がある。
飲み込んだ場合


有害性は低い。
感作性 データなし
慢性毒性 データなし
長期毒性 データなし


１２．環境影響情報
移動性 データなし
残留性、分解性 データなし
生体蓄積性 データなし
生態毒性 データなし


１３．廃棄上の注意
残余廃棄物 下水道以外の河川等、公共水域への排出は絶対に避ける。


ＣＯＤ（原液）；５２,０００mg/L
その他の情報 ＢＯＤ（原液）；５７,０００mg/L


少量の場合は、水で充分に希釈して排出する。
多量の場合は、都道府県知事の許可を得た専門の廃棄物処理業者にて委託
処理をする。


汚染容器、包装 使い終わった容器は、水で充分に洗ってから処理する。
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労働安全衛生法／通知対象物 該当する
第１６８号　１０～１５％


化学物質管理促進法(ＰＲＴＲ法) 該当する
第一種指定化学物質 第３０７号　１.１％
　ポリオキシエチレンアルキルエーテル（C=12-15）


表示物質 該当しない


国内法規制 特になし


水素イオン濃度


輸送の特定の安全対策及び条件
輸送前に容器の破損、腐食、漏れなどがないことを確認する。
荷役作業は丁寧に行い、容器を破損しないように取り扱う。
転倒、落下、損傷がないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。


特化則 該当しない


　鉱油


１６．その他の情報
問い合わせ先 ジョンソンディバーシー株式会社


カスタマーテクニカルセンター
　電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６


改訂の記録 ２００８年０４月０１日
引用文献 製品安全データシートの作成指針(改訂版)


　[(社)日本化学工業協会(平成１３年１０月)]
ＪＩＳ Ｚ ７２５０：２０００／化学物質等安全データシート（ＭＳＤＳ）
１３９０１の化学商品[化学工業日報社]
特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善促進の進め方
　［(財)日本規格協会］


※記載内容は現時点で入手できる資料、情報、データなどに基づいて作成しており、情報の完全さ、正
　確さを保証するものではありません。全ての化学品には未知の危険・有害性があり得るため、ご使用
　の際には用途・用法に適した安全対策を実施の上、使用者の責任において適正に取り扱ってください。


有機則 該当しない


直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態での輸送は避ける。
水濡れを避ける。


１５．適用法令
毒物及び劇物取締法 該当しない


水質汚濁防止法 該当する


消防法 該当しない
危険物船舶輸送及び貯蔵規則 該当しない


１４．輸送上の注意


4 / 4 ページ








：
：
：
：


：
：


：


：
：


・ ：
・ ：


・ ：
・


最重要危険有害性


・


・
・


・


・


・
・


・
・


・


オールゴーＨＧ低臭／ジョンソンディバーシー株式会社／３０５１４９５／２００８年０４月０１日


作成日：２００８年０４月０１日


製品安全データシート（ＭＳＤＳ）
１.製品及び会社情報
製 品 名 オールゴーＨＧ低臭
会 社 名 ジョンソンディバーシー株式会社
住　　所 神奈川県横浜市中区山下町２２番地　山下町ＳＳＫビル／〒２３１－８６９１
担当部門 カスタマーテクニカルセンター


　電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６
緊急連絡先 お客様ご相談窓口／電話番号：０４５－６４０－２２８０
製品説明 水性アルカリクリーナー


整理番号 ３０５１４９５
主な用途：床用剥離剤


２.組成、成分情報
単一製品・混合物の区分 混合物
成分 アルコール系溶剤


界面活性剤
アミン類
水　


３．危険有害性の要約


人の健康に対する有害な影響
吸入した場合、鼻・喉・気管支・肺を刺激し、処置が遅れるとしわがれ声、咽喉部の灼
熱感、激しい咳、肺浮腫を生ずる。
皮膚に触れた場合、強い刺激作用があり処置が遅れると皮膚が侵され熱傷にいたる。
アミン類は、皮膚・肺より体内に吸収される。またその作用により、アルコール系溶剤
の皮膚から体内へ吸収を助長する。
低濃度溶液でも水分の蒸発により同様な症状を起こす。
目に入った場合、激しい痛みを感じ、処置が遅れるとその程度によって結膜や角膜が侵
され視力低下あるいは失明にいたる。
飲み込んだ場合、口腔・食道・胃部の灼熱感がある。濃い液を多量に飲み込んだ場合、
処置が遅れると生命にかかわる。


環境への影響
大量の場合は、水生生物に対して影響を及ぼす。
公共水域への製品の廃棄は、水質汚濁防止法等の法規制に抵触するおそれがある。


本製品の原液における ＢＯＤ値： １,２００,０００mg/L
本製品の原液における ＣＯＤ値： 　 ７２０,０００mg/L


物理的及び化学的危険性
可燃性液体であり、且つ、酸性物質と反応し中和熱を発生する。
アルミニウム、スズ、亜鉛などの金属と反応し、爆発性のある水素ガスを発生する。


分類の名称（分類基準は日本方式）
分類基準に該当しない


消防法 危険物第四類 第三石油類 危険等級Ⅲ 水溶性


環境省「内分泌攪乱作用を有すると疑われる化学物質（６５物質）」を使用していない。


化学物質管理促進法(ＰＲＴＲ法) 第一種指定化学物質 政令番号16（CAS No.141-43-5）
２－アミノエタノール　１３.４％


労働安全衛生法／通知対象物 Ｎｏ．２１　２－アミノエタノール　１３.４％
環境ホルモン疑義物質
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４．応急措置
吸入した場合 気分がわるくなったり、アルカリミストを吸い込んだときは、直ちに新鮮な空


気の風通しのよい場所に移動し、鼻をかんだり、うがいをする。何らかの異状
を感じたときは直ちに医師の診断を受ける。


皮膚に付着した場合 直ちに多量の水でぬめり感がなくなるまで充分に洗い流す。衣服や靴などに付
いたときは、直ちに脱ぎ皮膚を多量の水でぬめり感がなくなるまで充分に洗い
流す。何らかの異状を感じたときは直ちに医師の診断を受ける。
処置が遅れると熱傷にいたる場合があります。


目に入った場合 直ちに流水で１５分以上洗い流す。コンタクトレンズは外す。その後、直ちに
医師の処置を受ける。
処置が遅れると失明にいたる場合がある。


飲み込んだ場合 直ちに水で口の中を洗浄し、コップ１～２杯の水または牛乳を飲ませて、直ち
に医師の処置を受ける。無理に吐かせようとしない。意識のないときは口から
何も与えない。ただし、牛乳アレルギーの人には牛乳を与えない。
濃い液を多量に飲み込んだ場合、処置が遅れると生命にかかわる場合がある。


その他 使用中、目に異状を感じたり、咳き込んだり、気分が悪くなったときは、直ち
に使用を止めてその場から離れ、洗眼、うがいをする。その後、直ちに医師の
処置を受ける。


いずれの場合も、医師への受診時には製品または製品安全データシートを持参する。


５．火災時の措置
消火剤 水、泡、粉末、二酸化炭素などの一般消火剤が使用できる。
消火方法 本製品は可燃物であり、周辺火災の場合は速やかに安全な場所に移す。移動が


できない場合は、風上より容器周辺に散水して冷却する。
消火を行う者の保護 消火作業では、窒素系化合物の有毒ガスを発生する可能性があるので、保護具


を着用する。


６．漏出時の措置
人体に対する注意事項 保護具（保護メガネ、ゴム手袋、ゴム長靴等）を着用する。


漏出量が多い場合には土のうなどで流出を防いだ上でポンプを用いて吸い取
る。また、少量の場合は、ウエス、モップ、吸着マット、砂等でできるだけ
素早く吸い取った後、十分に水洗いすること。


環境に対する注意事項 雨水溝、河川、海上などに排出されないように注意する。
除去方法 スクイジーなどを用いて、できる限り空容器などに回収する。


回収しきれないものは、多量の水で充分に洗い流す。
本製品は水溶性であることから、事実上処理が不可能となるため、下水道を
除く公共水域への本製品の流出は、絶対に避けること。
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７．取扱い及び保管上の注意
取扱い ・用途以外に使用しない。


・安全確保のため、作業場所への関係者以外の立ち入りを禁止する。
・液を床上に塗布すると滑り易くなるので、作業者以外は歩行禁止。
・はく離作業中・作業後しばらくの間は、必ず窓を２ヶ所以上開けて室内の換気を充分
　に行う。
・洗浄作業や洗浄剤容器の取扱い時は必ず保護具（保護メガネ、ゴム手袋、ゴム長靴等）
　を着用する。
・容器の栓を開けるときや他の容器に移し替える場合は、液が飛び出さないように静か
　に行う。また、容器を移動するときはキャップをしっかり締める。緩んでいると液が
　はねて目や皮膚に付着することがある。
・他の容器に移し替える場合は、予め充分洗浄し製品名を明記した専用容器を使用し、
　誤飲等の事故の恐れがあるので、飲料用の容器に移し替えたり小分けしない。
・体調の悪いときは使わない。
・他の薬剤・洗浄剤などとは絶対に混ぜない。
・床材（特に原色系のものやラバータイル等）によっては、変色や脱色することがある
　ので必ず目立たない場所で確認してから使用する。
・飛散した液やミストを吸い込んだり、目に入らないようにする。
　液が什器・備品の下に流れ込まないよう、また作業対象面以外に飛散しないよう予め
　養生する。また作業対象面以外に付着した場合は、直ちに水拭き等で除去する。
・はく離後の汚水が床面に残留すると、仕上げ剤塗布後の光沢や耐久性に悪影響を及ぼ
　すので、汚水は確実に回収する。
・倒したり、こぼしたりしないように注意する。
・アルミニウム、銅、銅合金、スズ製の物品の洗浄、接液を避ける。
・使い終わった容器は、充分に洗ってから処理する。
・使用後はよく手を洗い、荒れ性の方や多量に使用した場合には、クリーム等で手入れ
　をする。


保管 ・直射日光、４０℃以上、多湿および凍結のおそれのある場所を避けて密閉して保管す
　る。
・酸性物質と同じ場所に保管しない。
・子供の手の届かないところに保管する。
・一度開封したら必ず密封して保管し、直射日光の当たらない所、40℃以上の温度にな
　らない所、凍結するおそれのない所に保管する。
・保管条件によっては色調が変化することがあるが、品質、性能に影響はありません。


８．暴露防止及び保護措置
設備対策 ミストや蒸気が滞留しないように局所換気装置または全体換気装置を設置する。


取扱い場所の近くに洗眼、身体洗浄のための設備を設ける。
管理濃度 設定されていない。
許容濃度 設定されていない。
保護具
呼吸器用の保護具 保護マスク
手の保護具 ゴム手袋
目の保護具 保護メガネ
皮膚及び身体の保護具 ゴム長靴、保護衣


９．物理的及び化学的性質
物理的状態　
形状、色 淡黄色透明液体
ｐＨ ＞１３（原液／２５℃）
アルカリ度　NaOH換算 ９.８％
比重 １.０３４（２０℃）
粘度 １１.０mPa･s（２５℃）
溶媒に対する溶解性 水溶性
沸点 約１００℃
引火点 あり　＞９５℃（第三石油類）


（注）数値はいずれも代表値で表示。


3 / 5 ページ







オールゴーＨＧ低臭／ジョンソンディバーシー株式会社／３０５１４９５／２００８年０４月０１日


:
: ・
・


:
:
:


：
：


・


・


・


・
：
：
：


：
：
：
：
：
：


：
・


・


：


：


／
／


・
・
・
・
・
・


１０．安定性及び反応性
安定性 通常の取扱い条件（屋内、常温）においては安定である。
反応性 酸性物質と反応し中和熱を発生する。


アルミニウム、スズ、亜鉛などの金属と反応し、爆発性のある水素ガスを発
生する。


避けるべき条件 酸性物質との接触、直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態


急性毒性 データなし


避けるべき材料 アルミニウム、銅、銅合金、スズなどの金属、漆器
危険有害な分解生成物 特になし


強い刺激作用がある。
皮膚に触れた場合


強い刺激作用がある。


局所効果 吸入した場合


１１．有害性情報


目に入った場合
激しい痛みを感じ、結膜や角膜が侵される。


飲み込んだ場合
口腔、食道、胃部の灼熱感がある。


感作性 データなし
慢性毒性 データなし
長期毒性 データなし


１２．環境影響情報
移動性 データなし
残留性、分解性 データなし
生体蓄積性 データなし
生態毒性 アルカリ性であるため、大量の場合は水生生物に対して影響を及ぼす。
ＢＯＤ（本製品原液） １,２００,０００mg/L
ＣＯＤ（本製品原液） 　 ７２０,０００mg/L


１３．廃棄上の注意
残余廃棄物 下水道以外の河川等、公共水域への排出は絶対に避ける。


少量の場合は、水で希釈してから酸（希硫酸など）で中和してから排出する。
廃棄処理するときは、保護具を着用する。
多量の場合は、都道府県知事の許可を得た専門の廃棄物処理業者にて委託処
理をする。


汚染容器、包装 使い終わった容器は、水で充分に洗ってから処理する。


１４．輸送上の注意
国内法規制 次の輸送に関する国内法規に該当するので、定められている輸送方法に従う。


危険物船舶輸送及び貯蔵規則
可燃性物質
腐食性物質


輸送の特定の安全対策及び条件
輸送前に容器の破損、腐食、漏れなどがないことを確認する。
荷役作業は丁寧に行い、容器を破損しないように取り扱う。
積載にあたっては酸性物質との混載は避ける。
転倒、落下、損傷がないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。
直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態での輸送は避ける。
水濡れを避ける。
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１５．適用法令
毒物及び劇物取締法 該当しない
化学物質管理促進法(ＰＲＴＲ法) 第一種指定化学物質 政令番号16（CAS No.141-43-5）


２－アミノエタノール　１３.４％
労働安全衛生法／通知対象物 Ｎｏ．２１　２－アミノエタノール　１３.４％


表示物質 該当しない
有機則 該当しない
特化則 該当しない


消防法 危険物第四類 第三石油類 危険等級Ⅲ 水溶性
危険物船舶輸送及び貯蔵規則 該当する


腐食性物質
水質汚濁防止法 該当する


水素イオン濃度等


１６．その他の情報
問い合わせ先 ジョンソンディバーシー株式会社


カスタマーテクニカルセンター
　電話番号：０４５－６４０－２２２２／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６


改訂の記録 ２００８年０４月０１日
引用文献 製品安全データシートの作成指針(改訂版)


　[(社)日本化学工業協会(平成１３年１０月)]
ＪＩＳ Ｚ ７２５０：２０００／化学物質等安全データシート（ＭＳＤＳ）
労働安全衛生関係法令集[労務行政研究所]
１３９０１の化学商品[化学工業日報社]


　の際には用途・用法に適した安全対策を実施の上、使用者の責任において適正に取り扱ってください。


化学品安全管理データブック[化学工業日報社]
公害防止の技術と法規（水質編）［（社）産業公害防止協会］
特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善促進の進め方
　［(財)日本規格協会］


※記載内容は現時点で入手できる資料、情報、データなどに基づいて作成しており、情報の完全さ、正
　確さを保証するものではありません。全ての化学品には未知の危険・有害性があり得るため、ご使用
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株式会社綿半クリエイティブプロダクツ 


ケムドライ事業部 


〒160-0004 東京都新宿区四谷 1-4 綿半野原ビル 2F 







              製品安全データシート 


作成日 平成 18 年 5 月 1日 


整理番号：CHEM－032 


 


 


製造者情報 


 会 社 名：ハリスリサーチ社（Harris Research Inc） 


 住 所：1530 North 1000 West Logan, Utah 84321 U.S.A 


  T E L：1-800-424-9300 


 


輸入販売者情報 


 会 社 名：株式会社綿半クリエイティブプロダクツ 


 住 所：東京都新宿区四谷 1-4 綿半野原ビル２Ｆ 


 担 当 部 門：ケムドライ事業部 担当者 長谷川 厚隆 


 T E L：03-3341-2737 


 F A X：03-3341-1499 


 


１．化学製品及び会社識別情報 


製品情報 


製品名 ：ステインエクスティングイッシャー・エアゾール（Stain Extinguisher – Aerosol） 


別 名 ：ステインエリミネーター・エアゾール     （Stain Eliminator  – Aerosol） 


製品番号：C190, C190-AUS, C190-UK, C190- MEX, C196 


分子式（CAS 番号）： 混合物 


２．成分及び組織情報 


成分表示： 


化学名 含有量 CAS番号 


1- メトキシ-２-プロパノール 1.0 – 5.0% 107-98-2 


ジプロピレン グリコール モノメチル エーテル 1.0 – 5.0% 34590-94-8 


水 60.0 – 100.0% 7732-18-5 


スチレン⁄無水マレイン酸樹脂、エンドキャップしたキュメン（Styrene Maleic Anhydride 


Resin,Cumene end Capped） 10.0 - 30.0% 52720-34-0 


ジメチル エーテル（プロペラント） 10.0 – 30.0% 115-10-6 


（第８項の被爆に関する指針を参照のこと） 


（第１５項の規制に関する情報を参照のこと） 


－１－ 


 







３．危険性の確認 


緊急時の要約 


警告 


飲込めば危険が生じる可能性がある。 


 


HMIS 等級 


健康 ：１ 


引火性：2 


反応性：0 


 


NFPA 等級 


健康 ：１ 


引火性：2 


反応性：0 


 


健康への潜在的な影響 


目 ： 目に一時的な炎症を起こす可能性がある。 


皮膚：反復または長期の暴露により炎症を起こす可能性がある。 


吸入： 高濃度の蒸気を吸入すると、頭痛・嘔気・嘔吐・昏睡を起こす可能性がある。長期


暴露により意識不明または死に至ることもある。 


誤飲：液体を飲み込んだ場合は、嘔吐を起こす可能性がある。 


 


４．応急処置 


目に入った場合  ：15 分間水で洗浄する。 


皮膚に付着した場合：石鹸と水で洗浄する。 


吸入した場合   ：新鮮な空気のある場所へ移動させる。 


摂取した場合   ：飲込んでしまったら、医療関係者の指示により嘔吐を促す。 


 


５．火災時の措置 


引火性 


TCC 引火点：＞100 C (>212.0F) 


自然発火温度：データなし。 


空気中における引火限界 


LEL:   % 


UEL:   % 


－２－ 







引火性：可燃性プロペラントの水溶液（引火点-42F） 


消火媒体： 


泡沫消火剤、水噴霧、粉末化学消火剤 


火災及び爆発の危険性： 


130F 以上の温度では容器が爆発する危険性がある。 


消火に関する指示： 


熱（火）に曝されると容器内が加圧状態になる可能性がある。必要時には、緊急対応要員 


に連絡する。 


その他の追加情報： 


水噴霧は、火災や過度の熱が生じた周辺の容器を冷却するために使用されることがある。 


 


６．不慮の漏出時の措置 


安全措置（対人対策）： 


熱・火花・炎・など、すべての発火源を除去する。安全眼鏡を着用する。 


漏出域の換気を行う。 


最初の漏出の封じ込め措置： 


不活性物質に漏洩物を吸収させる。熱・火花・炎など、すべての発火源を避ける。 


プロペラントを蒸発させる。 


大量漏出時の措置： 


不必要かつ無防備な人の立ち入りを阻止する。不活性物質（例：乾燥型砂または土）に漏洩


物を吸収させて、化学物質廃棄用の容器に回収する。 


少量漏出時の措置： 


不活性物質に漏洩した薬品を吸収させる。 


 


７．取扱い及び保管 


取扱い（対人対策）： 


使用時は、十分な換気を行う。目・皮膚・衣服との接触を避ける。 


取扱い（物理面): 


適切な換気を行う。熱・火花・炎など、すべての発火源を除去する。急激な温度変化を避


ける。 


保管に関する注意事項：  


換気が十分で、発火源から離れた場所に保管する。急激な温度変化を避ける。 


 


８．被爆管理及び人身保護 


目及び顔の保護：保護眼鏡を着用する。 


－３－ 







皮膚の保護要件： 


取扱い後は、十分な手洗いを行う。短時間作業の場合も、一般作業衣を着用する。 


暴露に関する指針：  


ジプロピレングリコールモノメチルエーテル（dipropylene glycol monomethyl ether） 


OSHA（米国労働安全衛生局） PEL（許容暴露限界）:100 ppm 


ACGIH（米国産業衛生専門家会議）TWA（時間加重平均）:100ppm 


OSHA （米国労働安全衛生局）STEL（短時間暴露限界）:150ppm 


 


９．物理的及び化学的性質 


形状………………………..：エアゾール 


色…………………………..：ライトアンバー 


臭気………………………..：軽微 


沸点………………………..：>100 F 


溶解性（対水）…………..：可溶 


比重………………………..：1.0（水＝１） 


PH…………………………：7-8 


％揮発性…………………..：97％ 


 


１０．安定性及び反応性 


安定性       ：室温で安定している。 


重合性       ：危険な重合反応は起こらない。 


他の物質との不適合性： 酸化剤 


分解反応      ：炭素と窒素の酸化物 


避けるべき条件   ：130 F 以上の温度 


 


１１．毒性に関する情報 


ステインエクスティングイッシャー・エアゾール（Stain Extingisher – Aerosol） 


試験コード：急性経口毒性（経口 LD50） 


試験動物 ：ラット 


結果   ：>5g/kg. 


 


１２．生態学的情報 


スチレン⁄無水マレイン酸樹脂、エンドキャップしたキュメン 


試験コード：EC50 


 


－４－ 







種 ：Daphnia magna（オオミジンコ） 


結果：73.59‐1990mg/L  24 時間 


 


１３．廃棄に関する配慮 


廃棄物の処理：廃棄物は、州・県・国全域の要求事項に準拠して処理または廃棄すること。 


 


１４．輸送に関する情報 


製品ラベル：ステインエクスティングイッシャー・エアゾール 


（Stain Extingisher – Aerosol） 


DOT（米国運輸省）出荷名：日用品 


DOT （米国運輸省）危険等級：ORM-D 


その他  ：DOT 例外規定：49CFR （有害物質基準書）173.306(h) 


IATA（国際航空運送協会）出荷分類 


引火性エアゾール、（区分）2.1, UNI950、包装基準 Y203、「少量規定」 


IMO（国際海事機構）/IMDG（国際海上危険物規制）輸送分類 


エアゾール（1 リットル未満）（区分）2、UNI950、「少量規定」 


Ems（環境マネジメントシステム）番号：2-13 


注記：IMDG（国際海上危険物規則）コード 3. 4. 6. 3.を参照のこと 


 


１５．規制に関する情報 


規制リスト検索結果 


01＝SARA、 標題Ⅲ、第 302 節 


02＝SARA、標題Ⅲ、第 313 節 


03＝RCRA、危険廃棄物コード 


04＝CERCLA、危険物 


05＝大気清浄法  


06＝カリフォルニア州提案 65 


07＝フロリダ州「知る権利」法 


08＝マサチューセッツ州「知る権利」法 


09＝ニュージャージー州「知る権利」法 


 


規正法に基づくリストの開示： 


ジメチルエーテルは、フロリダ州、マサチューセッツ州、ペンシルバニア州の各リストに


記載されている。 


 


－５－ 







EEC（危険物質指令）記号および危険表示：なし 


S フレーズ：S15 – 熱源を避ける。 


WHMIS（作業場危険有害性物質情報システム）危険記号： 等級Ａ‐圧縮ガス 


カナダ情報公開リスト 


1 メソキシ-2-プロパノール（1-methoxy-2-propanol） （107-98-2） 


ジプロピレン グリコール モノメチルエーテル（dipropylene glycol monomethyl ether）


（34590-94-8） 


追加情報： 


当該物質もしくはその全成分は、TSCA（毒性物質管理条約）に基づく既存化学物質目録一


覧に記載されている。 


 


１６．その他の情報 


作成者  ：Edward Durrant 


承認者  ：Dale Jensen 


役職名  ：製品開発マネジャー 


承認日  ：2004 年 6 月 25 日 


前更新日 ：2002 年 5 月 24 日 


RTN 番号：00000044（公式複写） 


 


 


当該情報は、ハリスリサーチ社の持つ知識の範囲内で正確であること以外には何ら明示


的・黙示的な保証も伴わずに提供される。本シートに示したデータは、本文書記載の特定


資料のみに関するものである。ハリスリサーチ社及び株式会社綿半クリエイティブプロダ


クツは、ここに示したデータの使用または当該データへの保存に関して法的責任を一切負


わない。 


 


＊本データの第三者への交付、または複製による開示を禁じます。 
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 作成月日：2004年 4月30日 
                                      （改訂） 
 整理番号：3-6-P72-0006 


製品安全データシート 
化学物質等及び会社情報  
 製品名 ポリーズ ユシロンコート Ｃ-バフ 
 一般用途 業務用・艶出し剤(水性フロアーポリッシュ・ポリマータイプ) 
 製造者情報 会社名 ：ユシロ化学工業株式会社 
  住  所 ：東京都大田区千鳥2-34-16 
  担当部門 ：技術本部 
  電話番号 ：0467-75-0175  
  FAX番号 ：0467-75-0157                                    
組成，成分情報 
 単一製品・混合物の区別 ：混合物 
 主な成分 ：ウレタン系樹脂，アクリル系樹脂，高融点合成ワックス，アルカ


リ可溶性樹脂，可塑剤，融合剤，水 
 官報公示整理番号 ：各成分とも登録済み 
 （化審法，安衛法）   
 労働安全衛生法通知物質 ：該当しない 
 化学物質管理促進法(PRTR法) ：該当しない 
 毒物及び劇物取締法 ：該当しない 
 学校環境衛生の基準 ：使用していない 
 （ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物(1)） 
 室内濃度に関する指針値 ：使用していない 
 （厚生労働省；個別物質の室内濃度指針値が示された13物質(2)） 
危険有害性の要約 
 危険有害性の分類 ：分類基準に該当しない 
 （分類基準） 爆発性物質，高圧ガス，引火性液体，可燃性固体，自然発火性物質，禁水


性物質，酸化性物質，自己反応性物質，急性毒性物質，その他有害性物質 
 危険性 ：原液は引火性のない液体。消防法に示す危険物には該当しない。  
 有害性 ：急性毒性物質に該当しないが，眼や皮膚に対して刺激性があると考え


られる。 
 環境影響 ：データなし 
応急措置  
 眼に入った場合 ：直ちに清浄な流水で15分以上洗眼する｡洗眼時には，こすらずにまぶた


を指でよく開き，眼球，まぶたの隅々までよく洗浄する｡もし異常があ
れば医師の診察を受ける｡ 


 皮膚に付着した場合 ：触れた部分を水またはぬるま湯でよく洗い流す。外観に変化があるか，
痛みが続く場合は，医師の診断を受ける。 


 吸入した場合 ：ミストを吸入した場合は，直ちによくうがいをし，鼻をよくかむ｡その
後，コップ1～2杯の水をゆっくり飲む｡異常があれば医師の診察を受け
る｡ 


 飲み込んだ場合 ：直ちに大量の水または牛乳を飲ませ，吐き出させた後，速やかに医師
の診察を受ける｡意識の無い場合は，口から何かを与えたり，無理に吐
き出させたりせずに速やかに医師の診察を受ける｡ 
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火災時の処置  
 消火方法 ：可能な限り風上から消火剤を使用して消火する｡ 
 消火剤 ：水，泡，粉末，炭酸ガス 
漏出時の措置 
 大量の場合 ：漏出した場所の周辺にはロープを張るなどして人の立ち入りを禁止する。盛土


等で囲って流出を防ぎ，できるだけ多くバケツ，ポンプ等で回収する｡少量にな
ったら，下記の場合と同じ方法で処理する｡作業の際には必ず保護具を着用す
る。 


 少量の場合 ：ウエス，吸着マット，オガクズ等に吸収させ回収する｡              
取り扱い及び保管上の注意 
 取り扱い ：目や皮膚に触れないよう保護具を着用し，取り扱い後は顔，手，口等を水洗す


る｡ 
 保管 ：直射日光を避け密栓して冷暗所かつ凍結しない場所に保管する｡(変質する恐れ


があるため) 
暴露防止及び保護措置 
 管理濃度 ：設定されていない。 
 許容濃度 ：設定されていない。 
 設備対策 ：通常の換気状態での使用可 
 保護具 
 呼吸用保護具 ：通常は不要 
 保護眼鏡 ：必要に応じ保護メガネ着用 
 保護手袋 ：必要に応じゴム製またはビニル製保護手袋を着用 
 保護衣服 ：通常の長袖作業衣で良い 
 その他 ：スリップ防止効果の高い安全靴の着用 
物理的及び化学的性質                                                         
 外観 ： 乳白色懸濁液状 
 臭気 ： 弱いアンモニア臭 
 密度 ： 1.04g/cm3 (15℃) 
 ｐＨ ： 8.3 
 粘度 ： 4.5mPa・s (25℃) 
 不揮発分 ： 23.3％ 
 溶解度 ： 水に任意の割合で分散 
 引火点 ： なし 
安定性及び反応性 
 酸化性  ： なし 
 自己反応性・爆発性 ： なし 
 粉じん爆発性  ： なし 
 可燃性  ： なし 
 発火性（自然発火性，水との反応性） ： なし 
 化学的安定性  ： 通常の状態では安定 
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有害性情報   
 皮膚刺激性 ： データなし(ありと考えられる) 
 眼刺激性 ： データなし(ありと考えられる) 
 急性毒性 ： データなし 
 発ガン性 ： データなし(本品の構成成分は，IARCモノグラフにリストアップされていな


い｡) 
環境影響情報  
 分解性 ： BOD 111000mg/L (JIS K 0102-21) 
 COD 102000mg/L (JIS K 0102-17) 
 蓄積性 ： データなし 
 魚毒性 ： データなし  
廃棄上の注意  
残余廃棄物，廃容器は｢廃棄物の処理及び清掃に関する法律｣に従い適正に処理する。 
産業廃棄物は事業者が自ら処理するか，又は都道府県知事の許可を受けた産業廃棄物処理業者，
もしくは地方公共団体がその処理を行っている場合にはそこに委託して処理をする。 
輸送上の注意   
容器に漏れあるいはその恐れの無いことを確かめ，転倒，落下，損傷の無いよう積み込み荷崩れ
の防止を確実に行う。取り扱い及び保管上の注意事項の記載による他，該当法規に従って貯蔵，
取り扱い，荷造り，包装，運送を行うこと。 
適用法令 
該当法令なし 
その他の情報 
この情報は新しい知見に基づき改正される場合があります｡ 
記載情報は現時点で入手できる資料，情報，データに基づいて作成しておりますが，物理・化学
的性質，危険・有害性等に関しては，いかなる保証をなすものではありません｡すべての化学品
には未知の有害性がありうるため取り扱いには細心の注意が必要です｡また，注意事項は通常の
取り扱いを対象としたものなので，特殊な取り扱いの場合には，用途・用法に適した安全対策を
実施の上，ご利用ください｡ 
参考資料 
(1)学校環境衛生の基準(平成16年2月10日) 
・ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物 
ホルムアルデヒド，パラジクロロベンゼン，トルエン，キシレン，エチルベンゼン，スチレン 
(2)室内濃度に関する指針値(2002年1月22日) 
・厚生労働省；個別物質の室内濃度指針値が示された13物質 
ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，パラジクロロベンゼン，エチルベンゼン，スチレン，ク
ロルピリホス，フタル酸ジ-ｎ-ブチル，テトラデカン，フタル酸ジ-2-エチルヘキシル，ダイアジノ
ン，アセトアルデヒド，フェノブカルブ 
記載内容の問い合わせ先 
住所 ：〒253-0193 神奈川県高座郡寒川町田端1580番地 


ユシロ化学工業株式会社 
担当部門 ：技術本部 
電話番号 ：0467-75-0175 
FAX番号 ：0467-75-0157 
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 作成月日：2004年 4月30日 
                                     (改訂) 
 整理番号：3-6-P72-0025 


 製品安全データシート 
化学物質等及び会社情報  
 製品名 ポリーズ クリーナー 中性 
 一般用途 業務用・床用洗剤 
 製造者情報 会社名 ：ユシロ化学工業株式会社 
  住  所 ：東京都大田区千鳥2-34-16 
  担当部門 ：技術本部 
  電話番号 ：0467-75-0175  
  FAX番号 ：0467-75-0157                                            
組成，成分情報    
 単一製品・混合物の区別 ：混合物 
 主な成分 ：界面活性剤（非イオン系），水質軟化剤，可溶化剤，水 
 官報公示整理番号 ：各成分とも登録済み 
 （化審法，安衛法）   
 労働安全衛生法対象物質 ：該当しない。 
 化学物質管理促進法(PRTR法) ：該当しない。 
 毒物及び劇物取締法   ：該当しない 
学校環境衛生の基準 ：使用していない 
 （ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物(1)） 
 室内濃度に関する指針値 ：使用していない 
 （厚生労働省；個別物質の室内濃度指針値が示された13物質(2)）              
危険有害性の要約 
 危険有害性の分類 ：分類基準に該当しない 
 （分類基準）爆発性物質，高圧ガス，引火性液体，可燃性固体，自然発火性物質，禁水


性物質，酸化性物質，自己反応性物質，急性毒性物質，その他有害性物質 
 危険性 ：原液は引火性のない液体。消防法に示す危険物には該当しない。  
 有害性 ：急性毒性物質に該当しないが，眼や皮膚に対して刺激性があると考え


られる。 
 環境影響 ：データなし 
応急措置  
 眼に入った場合 ：直ちに清浄な流水で15分以上洗眼する｡洗眼時には，こすらずにまぶた


を指でよく開き，眼球，まぶたの隅々までよく洗浄する｡もし異常があ
れば医師の診察を受ける｡ 


 皮膚に付着した場合 ：触れた部分を水またはぬるま湯でよく洗い流す。外観に変化があるか，
痛みが続く場合は，医師の診断を受ける。 


 吸入した場合 ：ミストを吸入した場合は，直ちによくうがいをし，鼻をよくかむ｡その
後，コップ1～2杯の水をゆっくり飲む｡異常があれば医師の診察を受け
る｡ 


 飲み込んだ場合 ：直ちに口をすすぎ，コップ1～2杯の水または牛乳を飲ませた後，無理
に吐かせないで，速やかに医師の診察を受ける｡意識の無い場合は，口
から何かを与えたり，無理に吐き出させたりせずに速やかに医師の診
察を受ける｡ 


火災時の処置  
 消火方法 ：可能な限り風上から消火剤を使用して消火する｡ 
 消火剤 ：水，泡，粉末，炭酸ガス 
 







MSDS ﾎﾟﾘｰｽﾞｸﾘｰﾅｰ 中性  04/04/30 


 2/3  


 
漏出時の措置 
 大量の場合 ：漏出した場所の周辺にはロープを張るなどして人の立ち入りを禁止する。盛土


等で囲って流出を防ぎ，できるだけ多くバケツ，ポンプ等で回収する｡少量にな
ったら，下記の場合と同じ方法で処理する｡作業の際には必ず保護具を着用す
る。 


 少量の場合 ：ウエス，吸着マット，オガクズ等に吸収させ回収する｡              
取り扱い及び保管上の注意 
 取り扱い ：目や皮膚に触れないよう保護具を着用し，取り扱い後は顔，手，口等を水洗す


る｡ 
 保管 ：直射日光を避け密栓して冷暗所かつ凍結しない場所に保管する｡(変質する恐れ


があるため) 
暴露防止及び保護措置 
 管理濃度 ：設定されていない。 
 許容濃度 ：設定されていない。 
 設備対策 ：通常の換気状態での使用可 
 保護具 
 呼吸用保護具 ：通常は不要 
 保護眼鏡 ：必要に応じ保護メガネ着用 
 保護手袋 ：必要に応じゴム製またはビニル製保護手袋を着用 
 保護衣服 ：通常の長袖作業衣で良い 
 その他 ：スリップ防止効果の高い安全靴の着用 
物理的及び化学的性質                                                         
 外観 ： 青緑色透明液状 
 臭気 ： 微香 
 密度 ： 1.04g/cm3 (15℃) 
 ｐＨ ： 7.0 
 粘度 ： 1.5mPa・s (25℃) 
 不揮発分 ： 9.6％ 
 溶解度 ： 水に任意の割合で溶解 
 引火点 ： なし 
安定性及び反応性 
 酸化性  ： なし 
 自己反応性・爆発性 ： なし 
 粉じん爆発性  ： なし 
 可燃性  ： なし 
 発火性（自然発火性，水との反応性） ： なし 
 化学的安定性  ： 通常の状態では安定 
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有害性情報   
 皮膚刺激性 ： データなし(ありと考えられる) 
 眼刺激性 ： データなし(ありと考えられる) 
 急性毒性 ： データなし 
 発ガン性 ： データなし(本品の構成成分は，IARCモノグラフにリストアップされていな


い｡) 
環境影響情報  
 分解性 ： BOD 35000mg/L (JIS K0102-21) 
 COD 51000mg/L (JIS K0102-17) 
 蓄積性 ： データなし 
 魚毒性 ： データなし  
廃棄上の注意  
残余廃棄物，廃容器は｢廃棄物の処理及び清掃に関する法律｣に従い適正に処理する。 
産業廃棄物は事業者が自ら処理するか，又は都道府県知事の許可を受けた産業廃棄物処理業者，
もしくは地方公共団体がその処理を行っている場合にはそこに委託して処理をする。 
輸送上の注意   
容器に漏れあるいはその恐れの無いことを確かめ，転倒，落下，損傷の無いよう積み込み荷崩れ
の防止を確実に行う。取り扱い及び保管上の注意事項の記載による他，該当法規に従って貯蔵，
取り扱い，荷造り，包装，運送を行うこと。 
適用法令  
該当法令なし。   
その他の情報 
この情報は新しい知見に基づき改正される場合があります｡ 
記載情報は現時点で入手できる資料，情報，データに基づいて作成しておりますが，物理・化学
的性質，危険・有害性等に関しては，いかなる保証をなすものではありません｡すべての化学品
には未知の有害性がありうるため取り扱いには細心の注意が必要です｡また，注意事項は通常の
取り扱いを対象としたものなので，特殊な取り扱いの場合には，用途・用法に適した安全対策を
実施の上，ご利用ください｡ 
参考資料 
(1)学校環境衛生の基準(平成16年2月10日) 
・ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物 
ホルムアルデヒド，パラジクロロベンゼン，トルエン，キシレン，エチルベンゼン，スチレン 
(2)室内濃度に関する指針値(2002年1月22日) 
・厚生労働省；個別物質の室内濃度指針値が示された13物質 
ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，パラジクロロベンゼン，エチルベンゼン，スチレン，ク
ロルピリホス，フタル酸ジ-ｎ-ブチル，テトラデカン，フタル酸ジ-2-エチルヘキシル，ダイアジノ
ン，アセトアルデヒド，フェノブカルブ 
記載内容の問い合わせ先 
住所 ：〒253-0193 神奈川県高座郡寒川町田端1580番地 


ユシロ化学工業株式会社 
担当部門 ：技術本部 
電話番号 ：0467-75-0175 
FAX番号 ：0467-75-0157 
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 作成月日：2007年 1月18日 


(改訂) 


 整理番号：3-6-P74-0039 


 製品安全データシート 


化学物質等及び会社情報  


 製品名 ポリーズ YCM-EXシャンプー 


 一般用途 業務用・カーペット用洗剤 


 製造者情報 会社名 ：ユシロ化学工業株式会社 


  住  所 ：東京都大田区千鳥2-34-16 


  担当部門 ：技術本部  


  電話番号 ：0467-75-0175 


  FAX番号 ：0467-75-0157 


組成，成分情報    


 単一製品・混合物の区別 ：混合物 


 主な成分 ：界面活性剤（陰イオン系），アルコール系溶剤，グリコールエ


ーテル系溶剤，水 


 官報公示整理番号 ：各成分とも登録済み 


 （化審法，安衛法） 


 労働安全衛生法 通知物質(法57条の2) 


  62 エタノール 10～20%含有 


  494 プロピレングリコールモノメチルエーテル      1～10%含有 


 化学物質管理促進法(PRTR法) ：該当しない 


 毒物及び劇物取締法 ：該当しない 


 学校環境衛生の基準 ：使用していない 


 （ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物(1)） 


 室内濃度に関する指針値 ：使用していない 


 （厚生労働省；個別物質の室内濃度指針値が示された13物質(2)） 


危険有害性の要約 


 危険有害性の分類 ：分類基準に該当しない 


（分類基準） 爆発性物質，高圧ガス，引火性液体，可燃性固体，自然発火性物質，禁水性物質，


酸化性物質，自己反応性物質，急性毒性物質，腐食性物質，その他有害性物質 


 危険性 ：原液は引火性のない液体。消防法に示す危険物には該当しない。  


 有害性 ：急性毒性物質に該当しないが，眼や皮膚に対して刺激性があると考え


られる。 


 環境影響 ：データなし 


応急措置  


 眼に入った場合 ：直ちに清浄な流水で15分以上洗眼する｡洗眼時には，こすらずにまぶた


を指でよく開き，眼球，まぶたの隅々までよく洗浄する｡もし異常があ


れば医師の診察を受ける｡ 


 皮膚に付着した場合 ：触れた部分を水またはぬるま湯でよく洗い流す。外観に変化があるか，


痛みが続く場合は，医師の診断を受ける。 


 吸入した場合 ：ミストを吸入した場合は，直ちによくうがいをし，鼻をよくかむ｡その


後，コップ1～2杯の水をゆっくり飲む｡異常があれば医師の診察を受け


る｡ 


 飲み込んだ場合 ：直ちに口をすすぎ，コップ1～２杯の水または牛乳を飲ませた後，無理


に吐かせないで，速やかに医師の診察を受ける｡意識の無い場合は，口


から何かを与えたり，無理に吐き出させたりせずに速やかに医師の診


察を受ける｡ 
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火災時の処置  


 消火方法 ：可能な限り風上から消火剤を使用して消火する｡ 


 消火剤 ：水，泡，粉末，炭酸ガス 


漏出時の措置 


 大量の場合 ：漏出した場所の周辺にはロープを張るなどして人の立ち入りを禁止する。盛土


等で囲って流出を防ぎ，できるだけ多くバケツ，ポンプ等で回収する｡少量にな


ったら，下記の場合と同じ方法で処理する｡作業の際には必ず保護具を着用す


る。 


 少量の場合 ：ウエス，吸着マット，オガクズ等に吸収させ回収する｡ 


取り扱い及び保管上の注意 


 取り扱い ：目や皮膚に触れないよう保護具を着用し，取り扱い後は顔，手，口等を水洗す


る｡ 


 保管 ：直射日光を避け密栓して冷暗所かつ凍結しない場所に保管する｡(変質する恐れ


があるため) 


暴露防止及び保護措置 


 管理濃度 ：設定されていない。 


 許容濃度 ：設定されていない。 


 設備対策 ：通常の換気状態での使用可 


 保護具 


 呼吸用保護具 ：通常は不要 


 保護眼鏡 ：必要に応じ保護メガネ着用 


 保護手袋 ：必要に応じゴム製またはビニル製保護手袋を着用 


 保護衣服 ：通常の長袖作業衣で良い 


 その他 ：スリップ防止効果の高い安全靴の着用 


物理的及び化学的性質  


 外観 ： 微白色透明液状 


 臭気 ： 弱いアルコール臭 


 密度 ： 0.98g/cm3 (15℃) 


 ｐH ： 10.8 


 粘度 ： 2.1mPa・s (25℃) 


 不揮発分 ： 1.0％ 


溶解度 ：水に任意の割合で溶解 


 引火点 ： 41.5℃(タグ密閉式) 


爆発限界 ：上限､下限ともにデータなし 


安定性及び反応性 


 酸化性  ： なし 


 自己反応性・爆発性 ： なし 


 粉じん爆発性  ： なし 


 可燃性  ： なし 


 発火性（自然発火性，水との反応性） ： なし 


 化学的安定性  ： 通常の状態では安定 
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有害性情報   


 皮膚刺激性 ： データなし(ありと考えられる) 


 眼刺激性 ： データなし(ありと考えられる) 


 急性毒性 ： データなし 


 発ガン性 ： データなし(本品の構成成分は，IARCモノグラフにリストアップされていな


い｡) 


環境影響情報  


 分解性 ： BOD 260000mg/L (JIS K 0102-21) 


 COD 140000mg/L (JIS K 0102-17) 


 蓄積性 ： データなし 


 魚毒性 ： データなし 


廃棄上の注意  


残余廃棄物，廃容器は｢廃棄物の処理及び清掃に関する法律｣に従い適正に処理する。 


産業廃棄物は事業者が自ら処理するか，又は都道府県知事の許可を受けた産業廃棄物処理業者，


もしくは地方公共団体がその処理を行っている場合にはそこに委託して処理をする。 


輸送上の注意 


容器に漏れあるいはその恐れの無いことを確かめ，転倒，落下，損傷の無いよう積み込み荷崩れ


の防止を確実に行う。取り扱い及び保管上の注意事項の記載による他，該当法規に従って貯蔵，


取り扱い，荷造り，包装，運送を行うこと。 


適用法令 


労働安全衛生法 ：通知物質含有 


その他の情報 


この情報は新しい知見に基づき改正される場合があります｡ 


記載情報は現時点で入手できる資料，情報，データに基づいて作成しておりますが，物理・化学


的性質，危険・有害性等に関しては，いかなる保証をなすものではありません｡すべての化学品


には未知の有害性がありうるため取り扱いには細心の注意が必要です｡また，注意事項は通常の


取り扱いを対象としたものなので，特殊な取り扱いの場合には，用途・用法に適した安全対策を


実施の上，ご利用ください｡ 


参考資料 


(1)学校環境衛生の基準(平成16年2月10日) 


・ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物 


ホルムアルデヒド，パラジクロロベンゼン，トルエン，キシレン，エチルベンゼン，スチレン


(2)室内濃度に関する指針値(2002年1月22日) 


・厚生労働省；個別物質の室内濃度指針値が示された13物質 


ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，パラジクロロベンゼン，エチルベンゼン，スチレン，ク


ロルピリホス，フタル酸ジ-ｎ-ブチル，テトラデカン，フタル酸ジ-2-エチルヘキシル，ダイアジノ


ン，アセトアルデヒド，フェノブカルブ 


記載内容の問い合わせ先 


住所 ：〒253-0193 神奈川県高座郡寒川町田端1580番地 


ユシロ化学工業株式会社 


担当部門 ：技術本部 


電話番号 ：0467-75-0175 


FAX番号 ：0467-75-0157 
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 作成月日：2004年 7月14日 
                                               (改訂) 


 整理番号：3-6-P72-0074 


製品安全データシート 
化学物質等及び会社情報  
 製品名 ポリーズ ユシロンハイパーチェリー 
 一般用途 業務用・表面洗剤 
 製造者情報 会社名 ：ユシロ化学工業株式会社 
  住  所 ：東京都大田区千鳥2-34-16 
  担当部門 ：技術本部 
  電話番号 ：0467-75-0175  
  FAX番号 ：0467-75-0157                                    
組成，成分情報    
 単一製品・混合物の区別 ：混合物 
主な成分 ：界面活性剤（非イオン系），有機ビルダー，アルコール系溶剤，         


グリコールエーテル系溶剤，防食剤，除菌剤，水 
 官報公示整理番号 ：各成分とも登録済み 
 （化審法，安衛法） 
 労働安全衛生法通知物質 ：該当しない 
 化学物質管理促進法(PRTR法) ：該当しない 
 毒物及び劇物取締法 ：該当しない 
 学校環境衛生の基準 ：使用していない 
 （ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物(1)） 
 室内濃度に関する指針値 ：使用していない 
 （厚生労働省；個別物質の室内濃度指針値が示された13物質(2)） 
危険有害性の要約 
 危険有害性の分類 ：分類基準に該当しない 
（分類基準） 爆発性物質，高圧ガス，引火性液体，可燃性固体，自然発火性物質，禁水


性物質，酸化性物質，自己反応性物質，急性毒性物質，その他有害性物質 
 危険性 ：原液は引火性のない液体。消防法に示す危険物には該当しない。  
 有害性 ：急性毒性物質に該当しないが，眼や皮膚に対して刺激性があると考え


られる。 
 環境影響 ：データなし 
応急措置  
 眼に入った場合 ：直ちに清浄な流水で15分以上洗眼する｡洗眼時には，こすらずにまぶた


を指でよく開き，眼球，まぶたの隅々までよく洗浄する｡もし異常があ
れば医師の診察を受ける｡ 


 皮膚に付着した場合 ：触れた部分を水またはぬるま湯でよく洗い流す。外観に変化があるか，
痛みが続く場合は，医師の診断を受ける。 


 吸入した場合 ：ミストを吸入した場合は，直ちによくうがいをし，鼻をよくかむ｡その
後，コップ1～2杯の水をゆっくり飲む｡異常があれば医師の診察を受け
る｡ 


 飲み込んだ場合 ：直ちに口をすすぎ，コップ1～２杯の水または牛乳を飲ませた後，無理
に吐かせないで，速やかに医師の診察を受ける｡意識の無い場合は，口
から何かを与えたり，無理に吐き出させたりせずに速やかに医師の診
察を受ける｡ 
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火災時の処置  
 消火方法 ：可能な限り風上から消火剤を使用して消火する｡ 
 消火剤 ：水，泡，粉末，炭酸ガス 
漏出時の措置 
 大量の場合 ：漏出した場所の周辺にはロープを張るなどして人の立ち入りを禁止する。盛土


等で囲って流出を防ぎ，できるだけ多くバケツ，ポンプ等で回収する｡少量にな
ったら，下記の場合と同じ方法で処理する｡作業の際には必ず保護具を着用す
る。 


 少量の場合 ：ウエス，吸着マット，オガクズ等に吸収させ回収する｡  
取り扱い及び保管上の注意 
 取り扱い ：目や皮膚に触れないよう保護具を着用し，取り扱い後は顔，手，口等を水洗す


る｡ 
 保管 ：直射日光を避け密栓して冷暗所かつ凍結しない場所に保管する｡(変質する恐れ


があるため) 
暴露防止及び保護措置 
 管理濃度 ：設定されていない。 
 許容濃度 ：設定されていない。 
 設備対策 ：通常の換気状態での使用可 
 保護具 
 呼吸用保護具 ：通常は不要 
 保護眼鏡 ：必要に応じ保護メガネ着用 
 保護手袋 ：必要に応じゴム製またはビニル製保護手袋を着用 
 保護衣服 ：通常の長袖作業衣で良い 
 その他 ：スリップ防止効果の高い安全靴の着用 
物理的及び化学的性質 
 外観 ： 青色透明液状 
 臭気 ： 微香 
 密度 ： 1.01g/cm3 (15℃) 
 ｐＨ ： 10.4 
 粘度 ： 1.8mPa・s (25℃) 
 溶解度 ： 水に任意の割合で溶解 
 引火点 ： なし 
安定性及び反応性 
 酸化性  ： なし 
 自己反応性・爆発性 ： なし 
 粉じん爆発性  ： なし 
 可燃性  ： なし 
 発火性（自然発火性，水との反応性） ： なし 
 化学的安定性  ： 通常の状態では安定 
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有害性情報   
 皮膚刺激性 ： データなし(ありと考えられる) 
 眼刺激性 ： データなし(ありと考えられる) 
 急性毒性 ： データなし 
 発ガン性 ： データなし(本品の構成成分は，IARCモノグラフにリストアップされていな


い｡) 
環境影響情報  
 分解性 ： BOD     52300mg/L (JIS K 0102-21) 
   COD     99400mg/L (JIS K 0102-17) 
 蓄積性 ： データなし 
 魚毒性 ： データなし  
廃棄上の注意  
残余廃棄物，廃容器は｢廃棄物の処理及び清掃に関する法律｣に従い適正に処理する。 
産業廃棄物は事業者が自ら処理するか，又は都道府県知事の許可を受けた産業廃棄物処理業者，
もしくは地方公共団体がその処理を行っている場合にはそこに委託して処理をする。 
輸送上の注意   
容器に漏れあるいはその恐れの無いことを確かめ，転倒，落下，損傷の無いよう積み込み荷崩れ
の防止を確実に行う。取り扱い及び保管上の注意事項の記載による他，該当法規に従って貯蔵，
取り扱い，荷造り，包装，運送を行うこと。 
適用法令 
 該当法令なし 
その他の情報 
この情報は新しい知見に基づき改正される場合があります｡ 
記載情報は現時点で入手できる資料，情報，データに基づいて作成しておりますが，物理・化学
的性質，危険・有害性等に関しては，いかなる保証をなすものではありません｡すべての化学品
には未知の有害性がありうるため取り扱いには細心の注意が必要です｡また，注意事項は通常の
取り扱いを対象としたものなので，特殊な取り扱いの場合には，用途・用法に適した安全対策を
実施の上，ご利用ください｡ 
参考資料 
(1)学校環境衛生の基準(平成16年2月10日) 
・ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物 
ホルムアルデヒド，パラジクロロベンゼン，トルエン，キシレン，エチルベンゼン，スチレン 
(2)室内濃度に関する指針値(2002年1月22日) 
・厚生労働省；個別物質の室内濃度指針値が示された13物質 
ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，パラジクロロベンゼン，エチルベンゼン，スチレン，ク
ロルピリホス，フタル酸ジ-ｎ-ブチル，テトラデカン，フタル酸ジ-2-エチルヘキシル，ダイアジノ
ン，アセトアルデヒド，フェノブカルブ 
記載内容の問い合わせ先 
住所 ：〒253-0193 神奈川県高座郡寒川町田端1580番地 


ユシロ化学工業株式会社 
担当部門 ：技術本部 
電話番号 ：0467-75-0175 
FAX番号 ：0467-75-0157 
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             製品安全データシート 


作成日 平成 18 年 5 月１日 


整理番号：CHEM－０２３ 


 


製造者情報 


  会 社 名    ：ハリスリサーチ社（Harris Research Inc） 


  住    所：1530 North 1000 West Logan，Utah 84321 U.S.A 


  T E L    ：1‐800424‐9300 


 


輸入販売者情報 


  会 社 名    ：株式会社綿半クリエイティブプロダクツ 


  住    所：東京都新宿区四谷１－４ 綿半野原ビル２階 


  担当部門：ケムドライ事業部  担当者  長谷川 厚隆 


  T E L    ：０３－３３４１－２７３７ 


  F A X    ：０３－３３４１－１４９９ 


 


 


１．化学製品及び会社内容の確認 


 


  製品内容の確認 


  製品名：  スーパーチャージャー 


  製品番号： C400-24                〔ケムドライ<R>〕 


    CAS 番号： ブレンド                             


  会社内容の確認 


  米国ユタ州 84321，ウェストローガン 1000, 北 1530 番地 


  ハリスリサーチ，インコーポレーテッド 


  1-435-755-0099（製品情報に関する問い合わせ先） 


  1-800-424-9300 または  1-703-527-3887（ケムトレック） 
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２．成分に関する組成及びその他情報 


 


  化学名                       量    CAS 番号 


  スチレン－無水マレイン酸樹脂，末端クメン封鎖  5.0 - 10.0%   52720-34-0  


   


    ジメチルエーテル               10.0 - 30.0%     115-10-6  


  水                      60.0 - 100.0%   7732-18-5  


  第二級アルコールエトキシレート         1.0 - 5.0%    84133-50-6  


 


 （被曝に関する指針については第８節を参照のこと） 


 （規制情報については第 15 節を参照のこと） 


 


３．危険性の確認 


 


***** 緊急時の展望 ***** 


 


警告 


 


皮膚，目，呼吸管に炎症を起こさせる可能性がある。 


 


  HMIS 等級 － 健康： １ 


           引火性： １ 


           反応性： ０ 


 


  NFPA 等級 － 健康： １ 


              引火性： １ 


              反応性： ０ 


 


  健康への潜在的影響 


 


  目： 


  目に炎症を起こし、赤くなる可能性がある。 


 


  皮膚： 


 皮膚に炎症を起こし、赤くなる可能性がある。 
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  吸入： 


 高濃度の蒸気を吸入すると頭痛，吐き気，及び嘔吐を起こす可能性がある。 


 


  蒸気を吸入すると、呼吸管が炎症を起こす可能性がある。 


 


  摂取：  


飲み込むと健康に有害である。 


 


４．応急措置 


  目に入った場合の応急措置： 


目を 15 分間、水で洗浄する。 


  炎症が長引くようなら、医師に医療上の助言を求めること。 


 


  皮膚に付着した場合の応急措置： 


皮膚を石鹸と水で洗浄すること。 


  汚染した衣類を脱ぎ捨てること。 


  炎症が長引くようなら、医師に医療上の助言を求めること。 


 


  吸入した場合の応急措置： 


吸入してしまった場合、新鮮な空気を吸って吐き出すこと。 


 


  必要なら医師に電話して相談すること。 


 


  摂取した場合の応急措置： 


飲み下してしまった場合、無理に吐かせようとしないこと。 


 


  ミルクまたは水を飲ませて、胃の内容物を希釈すること。 


 


  医師または毒物管理センターに直ちに電話して助言を求めること。 


 


５．防火対策 


  引火性 


  COC 引火点： ＞93.3 ℃ （＞199.9 度Ｆ） 


  自己着火温度： 該当せず。 
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  空気中における引火限界 


  LEL ：  %  


    UEL ：  %  


   


    消火媒体： 


二酸化炭素，泡，またはドライパウダー 


 


６．事故漏れに対する措置 


  初期封じ込め： 


吸収剤を使用して、漏れた液をこれに包含させる。 


  液を包含させた吸収剤を廃棄物ドラムに捨て、汚染エリアを水で洗浄する。 


 


７．取り扱い及び保存 


  取り扱い（対人）： 


皮膚に触れたり，目の中へ入ったりしないように注意すること。 


 


  保存時の注意事項： 


加圧下に保存する。温度が上昇しないように注意する。 


 


８．被曝の回避，及び人的な保護 


  目及び顔の保護： 


安全眼鏡を着用する。 


 


その他注意事項： 


ゴム製の保護手袋を着用する。 


 


被曝に関する指針： 


特に情報はない。 
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９．物理的性質及び化学的性質 


 


  形状--------------： 液体 


  色----------------： 透明，黄色の液体 


  匂い--------------： レモンの芳香 


  蒸気密度----------： ＞１（空気＝１） 


  水への溶解度------： 可溶 


  比重--------------： 約１（水＝１） 


  揮発分の割合------： 92%  


 


10．安定性及び反応性 


 


  安定性：  


安定 


 


  重合：  


危険な重合反応は起こらない。 


 


  他の材料との非親和性： 


強力な酸化剤との接触を避けること。 


 


  分解： 


炭素及びチッ素の酸化物を発生する。 


 


11．毒物学的情報 


 


  スチレン－無水マレイン酸樹脂，末端クメン封鎖 


    試験コード： LD50 


    試験種：   ネズミ 


    結果：    350 mg/kg  


 


    試験コード： 吸入 LD50 １HR 


    試験種：   ネズミ 


    結果：    11.62 mg/l 
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12．環境情報 


 


  スチレン－無水マレイン酸樹脂，末端クメン封鎖 


    試験コード： EC50 


    試験種：   ダフニアマグナ 


    結果：    73.59-1990 mg/L 24 H 


 


13．廃棄に関する注意事項 


 


  廃棄物処理： 


廃棄材料の処理またはその処分は、すべての市町村，州または郡，及び国家の法規に


従ってこれを実施すること。 


 


14．輸送に関する情報 


 


  製品標識----------------：  スーパーチャージャー 


  D.O.T.出荷名------------：  消費者用日用品 


  D.O.T.危険物等級--------：  ORM-D  


 


  その他： 


 


  IATA 出荷分類： 


  推奨出荷名： 引火性エアゾール  危険物等級： 2.1  


    ID 番号： UN 1950   標識： 引火性ガス 


 


  IMO/IMDG 出荷分類： 


  推奨出荷名： エアゾール  危険物等級： ２ 


  ID 番号： UN 1950   標識： エアゾール  コードページ番号： 2102 


  EmS 番号： ２－13  MFAG 表番号： MFAG，第 4.2 節を参照のこと 
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15．規制情報 


 


  検索を行った規制リスト： 


  01＝SARA 標題 III  第 302 節      02 ＝SARA 標題 III  第 313 節 


  03＝RCRA 危険廃棄物コード     04＝CERCLA 危険物質 


  05＝クリーンエアー条例       06＝カリフォルニア提案 65 


 


  EEC 記号及び危険表示： 


なし 


 


  R-フレーズ： 


  R36/37/38 － 目，呼吸器系，及び皮膚に対して刺激を与える。 


 


  S-フレーズ： 


  S24/25 － 皮膚に触れたり，目に入れたりしないように注意すること。 


 


  WHMIS 危険記号： 


  等級Ａ － 圧縮ガス 


 


                  〔記号〕 


 


  その他の情報： 


  この材料またはその全成分は、毒性物質管理条例（TSCA）に基づき、既存化学物質 


    のインベントリに登録されている。 


  ジメチルエーテルは、フロリダ州，マサチューセッツ州，及びペンシルベニア州の 


  「知る権利」条例の中に登録されている。 


 


16．その他の情報 


  制作担当者--------： Edward Durrant  


    承認担当者--------： Dale Jensen  


  役職--------------： 製品開発マネジャー 


  承認日------------： 2001 年２月 15 日 


  優先権発効日------： 新規 


  RTN 番号----------： 00000083 （公式コピー） 
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本情報の内容については、明言するにせよ示唆するにせよ、これに一切の保証を行うもの


ではない。但し、本情報の内容には、ハリスリサーチ，インコーポレーテッドの知る限り


において誤りはない。本 MSDS 記載のデータは、本 MSDS で指定した特定材料に関する


ものである。ハリスリサーチ，インコーポレーテッド及び株式会社綿半クリエイティブプ


ロダクツは、これらデータの使用またはこれらデータへの依存に対して、一切の法的責任


を負うものではない。 


 


 


＊本データの第三者への交付、または複製による開示を禁じます。 
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 作成月日：2004年 5月 6日 
（改訂）                                      


 整理番号：3-6-P72-0054 


 製品安全データシート 
化学物質等及び会社情報  
 製品名 ポリーズ ユシロンコート プライムスーパータフ 
 一般用途 業務用・艶出し剤(水性フロアーポリッシュ・ポリマータイプ) 
 製造者情報 会社名 ：ユシロ化学工業株式会社 
  住  所 ：東京都大田区千鳥2-34-16 
  担当部門 ：技術本部 
  電話番号 ：0467-75-0175  
  FAX番号 ：0467-75-0157                                    
組成，成分情報    
 単一製品・混合物の区別 ：混合物 
 主な成分 ：ウレタン系樹脂，アクリル系樹脂，高融点合成ワックス，アルカリ


可溶性樹脂，可塑剤，融合剤，水 
 官報公示整理番号 ：各成分とも登録済み 
 （化審法，安衛法）   
労働安全衛生法通知物質 ：該当しない 
化学物質管理促進法(PRTR法) ：該当しない 
 毒物及び劇物取締法 ：該当しない 
 学校環境衛生の基準 ：使用していない 
 （ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物(1)） 
 室内濃度に関する指針値 ：使用していない 
 （厚生労働省；個別物質の室内濃度指針値が示された13物質(2)） 
危険有害性の要約 
 危険有害性の分類 ：分類基準に該当しない 
 （分類基準） 爆発性物質，高圧ガス，引火性液体，可燃性固体，自然発火性物質，禁水


性物質，酸化性物質，自己反応性物質，急性毒性物質，その他有害性物質 
 危険性 ：原液は引火性のない液体。消防法に示す危険物には該当しない。  
 有害性 ：急性毒性物質に該当しないが，眼や皮膚に対して刺激性があると考え


られる。 
 環境影響 ：データなし 
応急措置  
 眼に入った場合 ：直ちに清浄な流水で15分以上洗眼する｡洗眼時には，こすらずにまぶた


を指でよく開き，眼球，まぶたの隅々までよく洗浄する｡もし異常があ
れば医師の診察を受ける｡ 


 皮膚に付着した場合 ：触れた部分を水またはぬるま湯でよく洗い流す。外観に変化があるか，
痛みが続く場合は，医師の診断を受ける。 


 吸入した場合 ：ミストを吸入した場合は，直ちによくうがいをし，鼻をよくかむ｡その
後，コップ1～2杯の水をゆっくり飲む｡異常があれば医師の診察を受け
る｡ 


 飲み込んだ場合 ：直ちに大量の水または牛乳を飲ませ，吐き出させた後，速やかに医師
の診察を受ける｡意識の無い場合は，口から何かを与えたり，無理に吐
き出させたりせずに速やかに医師の診察を受ける｡ 
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火災時の処置  
 消火方法 ：可能な限り風上から消火剤を使用して消火する｡ 
 消火剤 ：水，泡，粉末，炭酸ガス 
漏出時の措置 
 大量の場合 ：漏出した場所の周辺にはロープを張るなどして人の立ち入りを禁止する。盛土


等で囲って流出を防ぎ，できるだけ多くバケツ，ポンプ等で回収する｡少量にな
ったら，下記の場合と同じ方法で処理する｡作業の際には必ず保護具を着用す
る。 


 少量の場合 ：ウエス，吸着マット，オガクズ等に吸収させ回収する｡              
取り扱い及び保管上の注意 
 取り扱い ：目や皮膚に触れないよう保護具を着用し，取り扱い後は顔，手，口等を水洗す


る｡ 
 保管 ：直射日光を避け密栓して冷暗所かつ凍結しない場所に保管する｡(変質する恐れ


があるため) 
暴露防止及び保護措置 
 管理濃度 ：設定されていない。 
 許容濃度 ：設定されていない。 
 設備対策 ：通常の換気状態での使用可 
 保護具 
 呼吸用保護具 ：通常は不要 
 保護眼鏡 ：必要に応じ保護メガネ着用 
 保護手袋 ：必要に応じゴム製またはビニル製保護手袋を着用 
 保護衣服 ：通常の長袖作業衣で良い 
 その他 ：スリップ防止効果の高い安全靴の着用 
物理的及び化学的性質                                                         
 外観 ： 乳白色懸濁液状 
 臭気 ： 弱いアンモニア臭 
 密度 ： 1.04g/cm3 (15℃) 
 ｐＨ ： 8.2 
 粘度 ： 4.0mPa･s (25℃) 
 不揮発分 ： 20.3％ 
 溶解度 ： 水に任意の割合で分散 
 引火点 ： なし 
安定性及び反応性 
 酸化性  ： なし 
 自己反応性・爆発性 ： なし 
 粉じん爆発性  ： なし 
 可燃性  ： なし 
 発火性（自然発火性，水との反応性） ： なし 
 化学的安定性  ： 通常の状態では安定 
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有害性情報   
 皮膚刺激性 ： データなし(ありと考えられる) 
 眼刺激性 ： データなし(ありと考えられる) 
 急性毒性 ： データなし 
 発ガン性 ： データなし(本品の構成成分は，IARCモノグラフにリストアップされていな


い｡) 
環境影響情報  
 分解性 ： BOD 62000mg/L (JIS K 0102-21) 
   COD 92300mg/L (JIS K 0102-17) 
 蓄積性 ： データなし 
 魚毒性 ： データなし 
廃棄上の注意  
残余廃棄物，廃容器は｢廃棄物の処理及び清掃に関する法律｣に従い適正に処理する。 
産業廃棄物は事業者が自ら処理するか，又は都道府県知事の許可を受けた産業廃棄物処理業者，
もしくは地方公共団体がその処理を行っている場合にはそこに委託して処理をする。 
輸送上の注意   
容器に漏れあるいはその恐れの無いことを確かめ，転倒，落下，損傷の無いよう積み込み荷崩れ
の防止を確実に行う。取り扱い及び保管上の注意事項の記載による他，該当法規に従って貯蔵，
取り扱い，荷造り，包装，運送を行うこと。 
適用法令 
該当法令なし 
その他の情報 
この情報は新しい知見に基づき改正される場合があります｡ 
記載情報は現時点で入手できる資料，情報，データに基づいて作成しておりますが，物理・化学
的性質，危険・有害性等に関しては，いかなる保証をなすものではありません｡すべての化学品
には未知の有害性がありうるため取り扱いには細心の注意が必要です｡また，注意事項は通常の
取り扱いを対象としたものなので，特殊な取り扱いの場合には，用途・用法に適した安全対策を
実施の上，ご利用ください｡ 
参考資料 
(1)学校環境衛生の基準(平成16年2月10日) 
・ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物 
ホルムアルデヒド，パラジクロロベンゼン，トルエン，キシレン，エチルベンゼン，スチレン 
(2)室内濃度に関する指針値(2002年1月22日) 
・厚生労働省；個別物質の室内濃度指針値が示された13物質 
ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，パラジクロロベンゼン，エチルベンゼン，スチレン，ク
ロルピリホス，フタル酸ジ-ｎ-ブチル，テトラデカン，フタル酸ジ-2-エチルヘキシル，ダイアジノ
ン，アセトアルデヒド，フェノブカルブ 
記載内容の問い合わせ先 
住所 ：〒253-0193 神奈川県高座郡寒川町田端1580番地 


ユシロ化学工業株式会社 
担当部門 ：技術本部 
電話番号 ：0467-75-0175 
FAX番号 ：0467-75-0157 
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 作成月日：2005年11月14日 
                                      


 整理番号：3-6-P73-0047 


製品安全データシート 
化学物質等及び会社情報  
 製品名 ポリーズ ユシロンコート ベクトルプロスペック 
 一般用途 業務用・艶出し剤(水性フロアーポリッシュ・ポリマータイプ) 
 製造者情報 会社名 ：ユシロ化学工業株式会社 
  住  所 ：東京都大田区千鳥2-34-16 
  担当部門 ：技術本部 
  電話番号 ：0467-75-0175  
  FAX番号 ：0467-75-0157                                    
組成，成分情報    
 単一製品・混合物の区別 ：混合物 
 主な成分 ：アクリル系樹脂，高融点合成ワックス，アルカリ可溶性樹脂，


可塑剤，融合剤，水 
 官報公示整理番号 ：各成分とも登録済み 
 （化審法，安衛法） 
労働安全衛生法通知物質 ：該当しない 
 化学物質管理促進法(PRTR法) ：該当しない 
 毒物及び劇物取締法 ：該当しない 
 学校環境衛生の基準 ：使用していない 
 （ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物(1)） 
 室内濃度に関する指針値 ：使用していない 
 （厚生労働省；個別物質の室内濃度指針値が示された13物質(2)） 
危険有害性の要約 
 危険有害性の分類 ：分類基準に該当しない 
（分類基準）爆発性物質，高圧ガス，引火性液体，可燃性固体，自然発火性物質，禁水性物質，


酸化性物質，自己反応性物質，急性毒性物質，腐食性物質，その他有害性物質 
 危険性 ：原液は引火性のない液体。消防法に示す危険物には該当しない。  
 有害性 ：急性毒性物質に該当しないが，眼や皮膚に対して刺激性があると考え


られる。 
 環境影響 ：データなし 
応急措置  
 眼に入った場合 ：直ちに清浄な流水で15分以上洗眼する｡洗眼時には，こすらずにまぶた


を指でよく開き，眼球，まぶたの隅々までよく洗浄する｡もし異常があ
れば医師の診察を受ける｡ 


 皮膚に付着した場合 ：触れた部分を水またはぬるま湯でよく洗い流す。外観に変化があるか，
痛みが続く場合は，医師の診断を受ける。 


 吸入した場合 ：ミストを吸入した場合は，直ちによくうがいをし，鼻をよくかむ｡その
後，コップ1～2杯の水をゆっくり飲む｡異常があれば医師の診察を受け
る｡ 


 飲み込んだ場合 ：直ちに大量の水または牛乳を飲ませ，吐き出させた後，速やかに医師
の診察を受ける｡意識の無い場合は，口から何かを与えたり，無理に吐
き出させたりせずに速やかに医師の診察を受ける｡ 
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火災時の処置  
 消火方法 ：可能な限り風上から消火剤を使用して消火する｡ 
 消火剤 ：水，泡，粉末，炭酸ガス 
漏出時の措置 
 大量の場合 ：漏出した場所の周辺にはロープを張るなどして人の立ち入りを禁止する。盛土


等で囲って流出を防ぎ，できるだけ多くバケツ，ポンプ等で回収する｡少量にな
ったら，下記の場合と同じ方法で処理する｡作業の際には必ず保護具を着用す
る。 


 少量の場合 ：ウエス，吸着マット，オガクズ等に吸収させ回収する｡              
取り扱い及び保管上の注意 
 取り扱い ：目や皮膚に触れないよう保護具を着用し，取り扱い後は顔，手，口等を水洗す


る｡ 
 保管 ：直射日光を避け密栓して冷暗所かつ凍結しない場所に保管する｡(変質する恐れ


があるため) 
暴露防止及び保護措置 
 管理濃度 ：設定されていない。 
 許容濃度 ：設定されていない。 
 設備対策 ：通常の換気状態での使用可 
 保護具 
 呼吸用保護具 ：通常は不要 
 保護眼鏡 ：必要に応じ保護メガネ着用 
 保護手袋 ：必要に応じゴム製またはビニル製保護手袋を着用 
 保護衣服 ：通常の長袖作業衣で良い 
 その他 ：スリップ防止効果の高い安全靴の着用 
物理的及び化学的性質                                                         
 外観 ： 乳白色懸濁液状 
 臭気 ： 弱いアンモニア臭 
 密度 ： 1.04g/cm3 (15℃) 
 ｐＨ ： 7.9 
 粘度 ： 3.7mPa・s (25℃) 
 不揮発分 ： 22.0％ 
 溶解度 ： 水に任意の割合で分散 
 引火点 ： なし 
安定性及び反応性 
 酸化性  ： なし 
 自己反応性・爆発性 ： なし 
 粉じん爆発性  ： なし 
 可燃性  ： なし 
 発火性（自然発火性，水との反応性） ： なし 
 化学的安定性  ： 通常の状態では安定 
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有害性情報   
 皮膚刺激性 ： データなし(ありと考えられる) 
 眼刺激性 ： データなし(ありと考えられる) 
 急性毒性 ： データなし 
 発ガン性 ： データなし(本品の構成成分は，IARCモノグラフにリストアップされていな


い｡) 
環境影響情報 
 分解性 ： BOD 152,000 mg/kg (JIS K 0102-21) 
   COD 106,000 mg/kg (JIS K 0102-17) 
 蓄積性 ： データなし 
 魚毒性 ： データなし 
廃棄上の注意  
残余廃棄物，廃容器は｢廃棄物の処理及び清掃に関する法律｣に従い適正に処理する。 
産業廃棄物は事業者が自ら処理するか，又は都道府県知事の許可を受けた産業廃棄物処理業者，
もしくは地方公共団体がその処理を行っている場合にはそこに委託して処理をする。 
輸送上の注意   
容器に漏れあるいはその恐れの無いことを確かめ，転倒，落下，損傷の無いよう積み込み荷崩れ
の防止を確実に行う。取り扱い及び保管上の注意事項の記載による他，該当法規に従って貯蔵，
取り扱い，荷造り，包装，運送を行うこと。 
適用法令 
該当法令なし 
その他の情報 
この情報は新しい知見に基づき改正される場合があります｡ 
記載情報は現時点で入手できる資料，情報，データに基づいて作成しておりますが，物理・化学
的性質，危険・有害性等に関しては，いかなる保証をなすものではありません｡すべての化学品
には未知の有害性がありうるため取り扱いには細心の注意が必要です｡また，注意事項は通常の
取り扱いを対象としたものなので，特殊な取り扱いの場合には，用途・用法に適した安全対策を
実施の上，ご利用ください｡ 
参考資料 
(1)学校環境衛生の基準(平成16年2月10日) 
・ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物 
ホルムアルデヒド，パラジクロロベンゼン，トルエン，キシレン，エチルベンゼン，スチレン 
(2)室内濃度に関する指針値(2002年1月22日) 
・厚生労働省；個別物質の室内濃度指針値が示された13物質 
ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，パラジクロロベンゼン，エチルベンゼン，スチレン，ク
ロルピリホス，フタル酸ジ-ｎ-ブチル，テトラデカン，フタル酸ジ-2-エチルヘキシル，ダイアジノ
ン，アセトアルデヒド，フェノブカルブ 
記載内容の問い合わせ先 
住所 ：〒253-0193 神奈川県高座郡寒川町田端1580番地 


ユシロ化学工業株式会社 
担当部門 ：技術本部 
電話番号 ：0467-75-0175 
FAX番号 ：0467-75-0157 
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整理番号   ＢＣ‐０６０‐１ 
作成・改定  ２００１年 ６月 １日 


製 品 安 全 デ ー タ シ ー ト 


 


１． 製品および会社情報 
製品名 ＲＩＰＳ カーペットシミトリクリーナー 


会社名 株式会社リンレイ 


住所  〒１０４‐００６１ 東京都中央区銀座４丁目１０番１３号 


担当部門 秦野工場 生産技術課 


電話番号 ０４６３‐８１‐５４５５ 


ＦＡＸ番号 ０４６３‐８２‐４７００ 
 


２． 組成、成分情報 
単一物質／混合物の分類  混合物（液体） 


＜適用法令（項目１５）関連成分＞ 


成分名   Ｃａｓ.Ｎｏ.  濃度（％） ＰＲＴＲ法分類名・政令番号 


該当なし 


＜その他の成分＞ 


 成分名      


a) 非イオン系界面活性剤 
b) 陰イオン系界面活性剤 
c) ビルダー 
d) グリコール系溶剤 
e) 有機アルカリ 
f) 金属封鎖剤 
g) 水 


 


３．危険有害性の要約 


・ 危険性   ：危険物に該当しない。 
・ 有害性   ：標準使用濃度範囲では人体への有害性は低い。 
・ 環境影響情報：原液および洗浄廃液を一般環境内に排出させない。 


 


４． 応急措置 
 目に入った場合 


・ 直ちに大量の清浄な流水で１５分以上洗う。まぶたの裏まで完全に洗うこと。 
・ 医師の診断を受けること。 


 皮膚に付着した場合 


・ 大量の水および石けん又は皮膚用の洗剤を用いて充分に洗い落とす。溶剤、シンナーは使用しないこと。 
・ 外観に変化がみられたり、痛みがある場合には医師の診断を受けること。 


 吸入した場合 


・ 本製品は揮発性の低い水溶性液体であり、蒸気吸入の可能性は少ない。 
・ 然るに、吸入した場合には空気の清浄な場所で安静にする。 
・ 必要があれば、医師の診断を受ける。 


 飲み込んだ場合 


・ 被災者に意識がある場合、水で口の中をよく洗わせ、水をコップ１～２杯飲ませてから吐かせる。 
・ 被災者の意識がない場合、口から何も与えてはならない。また、吐かせてもならない。 
・ 安静にして、直ちに医師の診断を受ける。 
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整理番号   ＢＣ‐０６０‐１ 
 


５． 火災時の措置 
 使用可能消火剤 ：＊＊ 


 消火方法 ：本製品は引火しない。 


 


６． 漏出時の措置 
 人体に対する注意事項 


・ 作業の際には適切な保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を着用する。 
 環境に対する注意事項 


・ 河川などへ排出され、環境へ影響を起こさないように注意する。 
・ 地域の規則に従う。 


 回収方法 


・ 多量に漏出した場合 ：土のう等で拡散を防止し、凝集・凝固剤等で凝集措置をした後、回収する。 
・ 少量の場合     ：乾燥砂、土、ウエス等に吸収させて回収する。 


 


７． 取り扱いおよび保管上の注意 
 取り扱い 


＜技術的対策ならびに注意事項＞ 


・ 換気のよい場所で取り扱う。 
・ 保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を着用する。 
・ 一度、容器から出した液は元の容器へ戻さない。 
・ 容器はその都度密閉する。 


 ＜安全取り扱い注意事項＞ 


・ 水禁忌物質との接触を避ける。 
 保管 


 ＜保管条件＞ 


・ 日光の直射を避ける。 
・ 通風のよいところに保管する。 
・ 火気、熱源から遠ざけて保管する。 
・ 凍結に注意する。 
・ 水禁忌性物質との同一場所保管を避ける。 


 


８．暴露防止および保護措置 


 設備対策 


・ 屋内作業の場合、局所排気装置等により作業者が暴露から避けられる設備とすること。 
 保護具 


・ 目の保護      ：ゴーグル等を使用する。 
・ 皮膚および身体の保護：皮膚を露出しない着衣、化学薬品が浸透しない材質の手袋を着ける。 
・ 呼吸系の保護    ：保護マスク等を着用する。 


 


９． 物理的および化学的性質 
・ 物理的状態：液体 
・ 色    ：無色透明 
・ 沸点   ：約１００℃ 
・ 蒸気圧  ：ほぼ水と同等 
・ 不揮発分 ：４.５±１.０ ％ 
・ ｐＨ   ：９.８±１.０（＠２５℃） 


・ 比重    ：１.０３±０.０１（＠２５℃） 
・ 粘度    ：３.０±２.０ mPa･s（＠２５℃） 
・ 水への溶解性：可溶 
・ 引火点   ：なし  
・ 発火点   ：なし 
・ その他   ：特になし 
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整理番号   ＢＣ‐０６０‐１ 
 


１０．安定性および反応性 


・ 安定性       ：一般環境下で安定 
・ 危険な反応     ：なし 
・ 避けるべき条件   ：低温、高温となる環境 
・ 避けるべき材料   ：水禁忌物質との混合禁止 
・ 危険有害な分解生成物：なし 


 


１１．有害性情報 


・ 急性毒性   ：データなし 
・ 局所効果   ：データなし 


・ 感作性    ：データなし 
・ 慢性・長期毒性：データなし 


 


１２．環境影響情報 


・ 移動性    ：あり 
・ 残留性／分解性：データなし 
・ ＢＯＤ    ：データなし 
・ ＣＯＤ    ：データなし 
・ 生体蓄積性  ：データなし 
・ 魚毒性    ：データなし 
・ その他：一般環境内には廃棄しない。 
・ 排水基準を定める総理府令別表第１に掲げる有害物質を含まない。 


 


１３．廃棄上の注意 


 残余廃棄物 


・ 廃棄物は許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理する。 
・ 容器、機器装置等を洗浄した排水などは、地面や排水溝へそのまま流さない事。 
・ 排水処理、焼却等により発生した廃棄物についても廃棄物の処理及び清掃に関する法律および関係する法規に 
従って処理を行うか、委託する事。 


・ 地域の規則に従う。 
 汚染容器･包装 


・ 容器等の廃棄物は許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理する。 
・ 地域の規則に従う。 


 


１４．輸送上の注意 


・ 陸上輸送  ：消防法、労働安全衛生法、毒劇物法等に該当する場合、法令に従って輸送する事。 
・ 内陸水路輸送：船舶安全法の定めに従う。 
・ 海上輸送  ：船舶安全法の定めに従う。 
・ 航空輸送  ：航空法の定めに従う。 


 


１５．適用法令 


・ ＰＲＴＲ法        ：該当しない 
・ 消防法          ：該当しない 
・ 労働安全衛生法(有規則含む)：該当しない 
・ 毒物及び劇物取締法    ：該当しない 
・ 船舶安全法        ：該当しない 
・ 航空法          ：該当しない 


 


１６．その他の情報 


 特になし 


 


（注意）危険・有害性の評価は必ずしも十分ではないので、取り扱いには十分注意してください。 
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整理番号   ＢＡ‐００２ 
作成・改定  ２００１年 ６月 １日 


製 品 安 全 デ ー タ シ ー ト 


 


１． 製品および会社情報 
製品名 カーペット用 ガムリムーバー 


会社名 株式会社リンレイ 


住所  〒１０４‐００６１ 東京都中央区銀座４丁目１０番１３号 


担当部門 秦野工場 生産技術課 


電話番号 ０４６３‐８１‐５４５５ 


ＦＡＸ番号 ０４６３‐８２‐４７００ 
 


２． 組成、成分情報 
単一物質／混合物の分類  混合物（液体） 


＜適用法令（項目１５）関連成分＞ 


成分名   Ｃａｓ.Ｎｏ.  濃度（％） 適用法令          


液化石油ガス(噴射剤)  ＊＊   約１００  船舶安全法･航空法 高圧ガス 


 


成分名   Ｃａｓ.Ｎｏ.  濃度（％） ＰＲＴＲ法分類名・政令番号 


該当なし 


 


＜その他の成分＞ 


 成分名           


 なし 


 


３．危険有害性の要約 


・ 危険性   ：噴射剤として引火性のガスを含有する。 
・ 有害性   ：標準使用濃度範囲では人体への有害性は低い。 
・ 環境影響情報：標準仕様の濃度範囲では環境への影響は低い。 


 


４． 応急措置 
 目に入った場合 


・ 直ちに大量の清浄な流水で１５分以上洗う。まぶたの裏まで完全に洗うこと。 
・ 医師の診断を受けること。 


 皮膚に付着した場合 


・ 大量の水および石けん又は皮膚用の洗剤を用いて充分に洗い落とす。溶剤、シンナーは使用しないこと。 
・ 外観に変化がみられたり、痛みがある場合には医師の診断を受けること。 


 吸入した場合 


  蒸気、ガス等を大量に吸い込んだ場合 


・ 直ちに空気の新鮮な場所に移し、暖かくして安静にする。 
・ 直ちに医師の診断を受ける。 
・ 呼吸が不規則か、止まっている場合には人工呼吸を行う。 


  蒸気、ガス等を吸い込んで気分が悪くなった場合 


・ 空気の清浄な場所で安静にし、医師の診断を受ける。 
 飲み込んだ場合 


・ 被災者に意識がある場合、水で口の中をよく洗わせ、コップ１～２杯の水まはた牛乳を飲ませる。 
・ 被災者の意識がない場合、口から何も与えてはならない。また、吐かせてもならない。 
・ 安静にして、直ちに医師の診断を受ける。 
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整理番号   ＢＡ‐００２ 
 


５． 火災時の措置 
 使用可能消火剤 ：炭酸ガス、泡、粉末、乾燥砂、噴霧水 等 


 消火方法 ：可燃性の物を周囲から取り除き、適切な保護具（耐熱着衣など）を使用する。 


 


６． 漏出時の措置 
 人体に対する注意事項 


・ 可能であれば付近の着火源・高温体及び付近の可燃物を取り除く。 
・ ガスの噴出が止まり、十分な換気後に作業する。 
・ 作業の際には適切な保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を着用する。 
・ 着火した場合に備えて、適切な消火器を準備する。 


 環境に対する注意事項 


・ 河川などへ排出され、環境へ影響を起こさないように注意する。 
・ 地域の規則に従う。 


 回収方法 


・ 火花が発生しないように、プラスチック製等の用具を用いて回収する。 
・ 多量に漏出した場合 ：土のう等で拡散を防止し、凝集・凝固剤等で凝集措置をした後、回収する。 
・ 少量の場合     ：乾燥砂、土、ウエス等に吸収させて回収する。 


 


７． 取り扱いおよび保管上の注意 
 取り扱い 


＜技術的対策ならびに注意事項＞ 


・ 換気のよい場所で取り扱う。 
・ 保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を着用する。 
・ 容器は丁寧に扱い、その都度キャップを締める。 
・ 周辺で火気、スパーク、高温物等の使用を禁止する。 


 ＜安全取り扱い注意事項＞ 


・ 酸化性物質との接触を避ける。 
 保管 


 ＜保管条件＞ 


・ 日光の直射を避ける。 
・ 通風のよいところに保管する。 
・ 火気、熱源から遠ざけて保管する。 
・ 酸化性物質との同一場所保管を避ける。 


 


８．暴露防止および保護措置 


 設備対策 


・ 屋内作業の場合、局所排気装置等により作業者が暴露から避けられる設備とすること。 
 保護具 


・ 目の保護      ：ゴーグル等を使用する。 
・ 皮膚および身体の保護：皮膚を露出しない着衣、有機溶剤や化学薬品が浸透しない材質の手袋を着ける。 
・ 呼吸系の保護    ：有機ガス用防毒マスクを着用する。必要に応じて、送風マスクを着用する。 


 


９． 物理的および化学的性質 
・ 物理的状態：ガス状（容器内：液体） 
・ 色    ：無色透明 
・ 沸点   ：‐４２.１℃～‐０.５℃ 
・ 不揮発分 ：データなし 
・ ｐＨ   ：データなし 
・ 比重   ：１.３２±０.０１（＠２５℃） 
・ 粘度   ：データなし 


・ 水への溶解性：不溶 
・引火点   ：‐１０４.４℃～‐７３.８℃ 
・発火点   ：４０５℃～５５０℃ 
・ 爆発限界  ：（下限）１.８％ 


       （上限）９.５％ 
・ その他   ：特になし


 







RINREI WAX 


3／3 頁 


整理番号   ＢＡ‐００２ 
 


１０．安定性および反応性 


・ 安定性       ：一般常温環境下で安定 
・ 危険な反応     ：噴射剤に可燃性有り。 
・ 避けるべき条件   ：４０℃を超える環境 


・ 避けるべき材料   ：強酸化剤との混合禁止 
・ 危険有害な分解生成物：なし 


 


１１．有害性情報 


・ 急性毒性   ：データなし 
・ 局所効果   ：データなし 
・ 感作性    ：データなし 


・ 慢性・長期毒性：データなし 
・ 噴射ガスが皮膚に触れると凍傷の恐れがある。 


 


１２．環境影響情報 


・ 移動性    ：あり 
・ 残留性／分解性：データなし 
・ ＢＯＤ    ：データなし 
・ ＣＯＤ    ：データなし 
・ 生体蓄積性  ：データなし 


・ 魚毒性    ：データなし 
・ その他：一般環境内には廃棄しない。 
・ 排水基準を定める総理府令別表第１に掲げる有害
物質を含まない。 


 


１３．廃棄上の注意 


 残余廃棄物 


・ ガスを放出する場合は、火気のない、通風良好な状態で行う。 
・ 廃棄物は許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理する。 
・ 容器、機器装置等を洗浄した排水などは、地面や排水溝へそのまま流さない事。 
・ 排水処理、焼却等により発生した廃棄物についても廃棄物の処理及び清掃に関する法律および関係する法規に 
従って処理を行うか、委託する事。 


・ 地域の規則に従う。 
 汚染容器･包装 


・ ガスの入った容器はそのまま廃棄しない。 
・ 容器等の廃棄物は許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理する。 
・ 地域の規則に従う。 


 


１４．輸送上の注意 


・ 陸上輸送  ：消防法、労働安全衛生法、毒劇物法等に該当する場合、法令に従って輸送する事。 
・ 内陸水路輸送：船舶安全法の定めに従う。 
・ 海上輸送  ：船舶安全法の定めに従う。 
・ 航空輸送  ：航空法の定めに従う。 


 


１５．適用法令 


・ ＰＲＴＲ法        ：該当しない 
・ 消防法          ：該当しない 
・ 労働安全衛生法(有規則含む)：該当しない 
・ 高圧ガス保安法      ：該当しないが、高圧ガスを含むので準じて扱う。 
・ 毒物及び劇物取締法    ：該当しない 
・ 船舶安全法        ：高圧ガス（少量危険物として輸送可） 
・ 航空法          ：高圧ガス（少量危険物として輸送可） 


 


１６．その他の情報 


 特になし 


 


 


（注意）危険・有害性の評価は必ずしも十分ではないので、取り扱いには十分注意してください。 








RINREI WAX 


1／4 頁 


整理番号   ＢＣ‐０９４ 
作成  ２００７年 ７月２０日 


 


製 品 安 全 デ ー タ シ ー ト 


 


１． 製品および会社情報 
製品名   ＮＥＷプロインパクト 


会社名   株式会社リンレイ 


住所    〒１０４‐００６１ 東京都中央区銀座４丁目１０番１３号 


担当部門  秦野工場 生産技術課 


電話番号  ０４６３‐８１‐５４５５ 


ＦＡＸ番号 ０４６３‐８２‐４７００ 
 


２． 組成、成分情報 
単一物質／混合物の分類  混合物（液体） 


 


環境ホルモン疑義物質 原料として使用していません 


シックハウス･シックスクール配慮（VOCの使用） 
この製品には、室内空気汚染の原因とされる厚生労働省指針値該当


13物質成分を原料として使用していません 


改正建築基準法における建築内装材の規格 
当該法律に言う建築材料には該当しません 


ホルムアルデヒド放散速度は、5μg/m2･h 以下（JIS A 1901）です 


学校環境衛生基準該当物質 原料として使用していません 


 


＜適用法令（項目１５）関連成分＞ 


成分名              


 該当なし 


 


＜その他の成分＞ 


 成分名                                       


a) 非イオン系界面活性剤 
b) ビルダー 
c) グリコール系溶剤 
d) アミン類 
e) 金属封鎖剤 


f) 除菌剤 
g) 香料 
h) 染料 
i) 水 


 


３．危険有害性の要約 


・ 危険性    ：危険物に該当しない。 
・ 有害性    ：標準使用濃度範囲では人体への有害性は低い。 
・ 環境影響情報 ：原液および洗浄廃液を一般環境内に排出させない。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 







RINREI WAX 


2／4 頁 


整理番号   ＢＣ‐０９４ 
 


４． 応急措置 
 目に入った場合 


・ 直ちに大量の清浄な流水で１５分以上洗う。まぶたの裏まで完全に洗うこと。 
・ 医師の診断を受けること。 


 皮膚に付着した場合 


・ 大量の水および石けん又は皮膚用の洗剤を用いて充分に洗い落とす。溶剤、シンナーは使用しないこと。 
・ 外観に変化がみられたり、痛みがある場合には医師の診断を受けること。 


 吸入した場合 


・ 本製品は揮発性の低い水溶性液体であり、蒸気吸入の可能性は少ない。 
・ 然るに、吸入した場合には空気の清浄な場所で安静にする。 
 必要があれば、医師の診断を受ける。 


 飲み込んだ場合 


・ 被災者に意識がある場合、水で口の中をよく洗わせ、コップ１～２杯の水まはた牛乳を飲ませる。 
・ 被災者の意識がない場合、口から何も与えてはならない。また、吐かせてもならない。 
・ 安静にして、直ちに医師の診断を受ける。 


 


５． 火災時の措置 
 使用可能消火剤 ：＊＊ 


 消火方法 ：本製品は引火しない。 


 


６． 漏出時の措置 
 人体に対する注意事項 


・ 作業の際には適切な保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を着用する。 
 環境に対する注意事項 


・ 河川などへ排出され、環境へ影響を起こさないように注意する。 
・ 地域の規則に従う。 


 回収方法 


・ 多量に漏出した場合 ：土のう等で拡散を防止し、回収する。 
・ 少量の場合     ：乾燥砂、土、ウエス等に吸収させて回収する。 


 


７． 取り扱いおよび保管上の注意 
 取り扱い 


＜技術的対策ならびに注意事項＞ 


・ 換気のよい場所で取り扱う。 
・ 保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を着用する。 
・ 一度、容器から出した液は元の容器へ戻さない。 
・ 容器はその都度密閉する。 


 ＜安全取り扱い注意事項＞ 


・ 水禁忌物質との接触を避ける。 
 保管 


 ＜保管条件＞ 


・ 日光の直射を避ける。 
・ 通風のよいところに保管する。 
・ 火気、熱源から遠ざけて保管する。 
・ 凍結に注意する。 
・ 水禁忌性物質との同一場所保管を避ける。 


 


 


 


 


 







RINREI WAX 


3／4 頁 


整理番号   ＢＣ‐０９４ 
 


８．暴露防止および保護措置 


 設備対策 


・ 屋内作業の場合、換気を良くすること。 
 保護具 


・ 目の保護      ：ゴーグル等を使用する。 
・ 皮膚および身体の保護：皮膚を露出しない着衣、化学薬品が浸透しない材質の手袋を着ける。 
・ 呼吸系の保護    ：保護マスク等を着用する。 


 


９． 物理的および化学的性質（物性値は参考値） 
・ 物理的状態：液体 
・ 色    ：緑色透明 
・ 沸点   ：約１００℃ 
・ 蒸気圧  ：ほぼ水と同等 
・ 不揮発分 ：１１±２.０ ％ 
・ ｐＨ   ：１３.０ 以上（＠２５℃） 


・ 比重    ：１.０５±０.０１（＠２５℃） 
・ 粘度    ：１０ mPa･s以下（＠２５℃） 
・ 水への溶解性：可溶 
・ 引火点   ：なし  
・ 発火点   ：なし 
・ その他   ：特になし 


 


１０．安定性および反応性 


・ 安定性       ：一般環境下で安定 
・ 危険な反応     ：なし 
・ 避けるべき条件   ：低温、高温となる環境 
・ 避けるべき材料   ：水禁忌物質との混合禁止 
・ 危険有害な分解生成物：なし 


 


１１．有害性情報 


・ 急性毒性   ：データなし 
・ 局所効果   ：データなし 


・ 感作性    ：データなし 
・ 慢性・長期毒性：データなし 


 


１２．環境影響情報 


・ 移動性     ：あり 
・ 残留性／分解性 ：データなし 
・ ＢＯＤ     ：９.４×１０４ｐｐｍ（JIS K 0102-21） 
・ ＣＯＤMn    ：１.２×１０５ｐｐｍ（JIS K 0102-17） 
・ 生体蓄積性   ：データなし 
・ 魚毒性     ：データなし 
・ その他：一般環境内には廃棄しない。 
・ 排水基準を定める総理府令別表第１に掲げる有害物質を含まない。 


 


１３．廃棄上の注意 


 残余廃棄物 


・ 廃棄物は許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理する。 
・ 容器、機器装置等を洗浄した排水などは、地面や排水溝へそのまま流さない事。 
・ 排水処理、焼却等により発生した廃棄物についても廃棄物の処理及び清掃に関する法律および関係する法規に 
従って処理を行うか、委託する事。 


・ 地域の規則に従う。 
 汚染容器･包装 


・ 容器等の廃棄物は許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理する。 
・ 地域の規則に従う。 
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整理番号   ＢＣ‐０９４ 
 


１４．輸送上の注意 


・ 陸上輸送  ：消防法、労働安全衛生法、毒劇物法等に該当する場合、法令に従って輸送する事。 
・ 内陸水路輸送：船舶安全法の定めに従う。 
・ 海上輸送  ：船舶安全法の定めに従う。 
・ 航空輸送  ：航空法の定めに従う。 


 


１５．適用法令 


・ ＰＲＴＲ法        ：該当しない 
・ 消防法          ：該当しない 
・ 労働安全衛生法(有機則含む)：該当しない 
・ 毒物及び劇物取締法    ：該当しない 
・ 船舶安全法        ：該当しない 
・ 航空法          ：該当しない 


 


１６．その他の情報 


 特になし 


 


（注意）危険・有害性の評価は必ずしも十分ではないので、取り扱いには十分注意してください。 
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  整理番号   ＢＣ‐０９５  
                                         作成 ２００７年 ７月２０日 


                                     


製 品 安 全 デ ー タ シ ー ト 


 


１． 製品および会社情報 
製品名    ＮＥＷプロインパクト中性 


会社名    株式会社リンレイ 


住所     〒１０４‐００６１ 東京都中央区銀座４丁目１０番１３号 


担当部門   秦野工場 生産技術課 


電話番号   ０４６３‐８１‐５４５５ 


ＦＡＸ番号  ０４６３‐８２‐４７００ 
 


２． 組成、成分情報 
単一物質／混合物の分類  混合物（液体） 


 


環境ホルモン疑義物質 原料として使用していません 


シックハウス･シックスクール配慮（VOCの使用） 
この製品には、室内空気汚染の原因とされる厚生労働省指針値該当


13物質成分を原料として使用していません 


改正建築基準法における建築内装材の規格 
当該法律に言う建築材料には該当しません 


ホルムアルデヒド放散速度は、5μg/m2･h 以下（JIS A 1901）です 


学校環境衛生基準該当物質 原料として使用していません 


 


＜適用法令（項目１５）関連成分＞ 


成分名               


該当なし 


 


＜その他の成分＞ 


 成分名               


a) 両性界面活性剤 
b) ビルダー 
c) ローズ水 
d) 除菌剤 
e) 香料 
f) 水 


 


３．危険有害性の要約 


・ 危険性   ：危険物に該当しない。 
・ 有害性   ：標準使用濃度範囲では人体への有害性は低い。 
・ 環境影響情報：原液および洗浄廃液を一般環境内に排出させない。 
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  整理番号   ＢＣ‐０９５  
 


４． 応急措置 
 目に入った場合 


・ 直ちに大量の清浄な流水で１５分以上洗う。まぶたの裏まで完全に洗うこと。 
・ 医師の診断を受けること。 


 皮膚に付着した場合 


・ 大量の水および石けん又は皮膚用の洗剤を用いて十分に洗い落とす。溶剤、シンナーは使用しないこと。 
・ 外観に変化がみられたり、痛みがある場合には医師の診断を受けること。 


 吸入した場合 


・ スプレーミストなどを吸入した場合には、うがい等を行い、空気の清浄な場所で安静にする。 
 必要があれば、医師の診断を受ける。 


 飲み込んだ場合 


・ 被災者に意識がある場合、水で口の中をよく洗わせ、コップ１～２杯の水まはた牛乳を飲ませる。 
・ 被災者の意識がない場合、口から何も与えてはならない。また、吐かせてもならない。 
・ 安静にして、直ちに医師の診断を受ける。 


 


５． 火災時の措置 
 使用可能消火剤 ：＊＊ 


 消火方法 ：本製品は引火しない。 


 


６． 漏出時の措置 
 人体に対する注意事項 


・ 作業の際には適切な保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を着用する。 
 環境に対する注意事項 


・ 河川などへ排出され、環境へ影響を起こさないように注意する。 
・ 地域の規則に従う。 


 回収方法 


・ 多量に漏出した場合 ：土のう等で拡散を防止し、回収する。 
・ 少量の場合     ：乾燥砂、土、ウエス等に吸収させて回収する。 


 


７． 取り扱いおよび保管上の注意 
 取り扱い 


＜技術的対策ならびに注意事項＞ 


・ 換気のよい場所で取り扱う。 
・ 保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を着用する。 
・ 一度、容器から出した液は元の容器へ戻さない。 
・ 容器はその都度密閉する。 


 ＜安全取り扱い注意事項＞ 


・ 水禁忌物質との接触を避ける。 
 保管 


 ＜保管条件＞ 


・ 日光の直射を避ける。 
・ 通風のよいところに保管する。 
・ 火気、熱源から遠ざけて保管する。 
・ 凍結に注意する。 
・ 水禁忌性物質との同一場所保管を避ける。 
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  整理番号   ＢＣ‐０９５  
 


８．暴露防止および保護措置 


 設備対策 


・ 屋内作業の場合、換気を良くすること。 
 保護具 


・ 目の保護      ：ゴーグル等を使用する。 
・ 皮膚および身体の保護：皮膚を露出しない着衣、化学薬品が浸透しない材質の手袋を着ける。 
・ 呼吸系の保護    ：保護マスク等を着用する。 


 


９． 物理的および化学的性質（物性値は参考値） 
・ 物理的状態：液体 
・ 色    ：無色透明 
・ 沸点   ：約１００℃ 
・ 蒸気圧  ：ほぼ水と同等 
・ 不揮発分 ：６.４±１.０ ％ 
・ ｐＨ   ：７.０±１.０（＠２５℃） 


・ 比重    ：１.０２±０.０１（＠２５℃） 
・ 粘度    ：１.５±０.５ mPa･s（＠２５℃） 
・ 水への溶解性：可溶 
・ 引火点   ：なし  
・ 発火点   ：なし 
・ その他   ：特になし 


 


１０．安定性および反応性 


・ 安定性       ：一般環境下で安定 
・ 危険な反応     ：なし 
・ 避けるべき条件   ：低温、高温となる環境 
・ 避けるべき材料   ：水禁忌物質との混合禁止 
・ 危険有害な分解生成物：なし 


 


１１．有害性情報 


・ 急性毒性   ：データなし 
・ 局所効果   ：データなし 
・ 感作性    ：データなし 
・ 慢性・長期毒性：データなし 


 


１２．環境影響情報 


・ 移動性     ：あり 
・ 残留性／分解性 ：データなし 
・ ＢＯＤ     ：４.３×１０３ｐｐｍ（JIS K 0102-21） 
・ ＣＯＤMn    ：１.４×１０４ｐｐｍ（JIS K 0102-17） 
・ 生体蓄積性   ：データなし 
・ 魚毒性     ：データなし 
・ その他     ：一般環境内には廃棄しない。 
・ 排水基準を定める総理府令別表第１に掲げる有害物質を含まない。 


 


１３．廃棄上の注意 


 残余廃棄物 


・ 廃棄物は許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理する。 
・ 容器、機器装置等を洗浄した排水などは、地面や排水溝へそのまま流さない事。 
・ 排水処理、焼却等により発生した廃棄物についても廃棄物の処理及び清掃に関する法律および関係する法規に 
従って処理を行うか、委託する事。 


・ 地域の規則に従う。 
 汚染容器･包装 


・ 容器等の廃棄物は許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理する。 
・ 地域の規則に従う。 
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  整理番号   ＢＣ‐０９５  
 


１４．輸送上の注意 


・ 陸上輸送  ：消防法、労働安全衛生法、毒劇物法等に該当する場合、法令に従って輸送する事。 
・ 内陸水路輸送：船舶安全法の定めに従う。 
・ 海上輸送  ：船舶安全法の定めに従う。 
・ 航空輸送  ：航空法の定めに従う。 


 


１５．適用法令 


・ ＰＲＴＲ法        ：該当しない 
・ 消防法          ：該当しない 
・ 労働安全衛生法(有機則含む)：該当しない 
・ 毒物及び劇物取締法    ：該当しない 
・ 船舶安全法        ：該当しない 
・ 航空法          ：該当しない 


 


１６．その他の情報 


 特になし 


 


（注意）危険・有害性の評価は必ずしも十分ではないので、取り扱いには十分注意してください。 
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整理番号   ＢＣ‐０６４‐３ 
作成・改定  ２００６年１２月 ４日 


製 品 安 全 デ ー タ シ ー ト 


 


１． 製品および会社情報 
製品名   ＲＩＰＳ トイレクリーナー 中性タイプ 


会社名   株式会社リンレイ 


住所    〒１０４‐００６１ 東京都中央区銀座４丁目１０番１３号 


担当部門  秦野工場 生産技術課 


電話番号  ０４６３‐８１‐５４５５ 


ＦＡＸ番号 ０４６３‐８２‐４７００ 
 


２． 組成、成分情報 
単一物質／混合物の分類  混合物（液体） 


＜適用法令（項目１５）関連成分＞ 


成分名        Ｃａｓ.Ｎｏ.    濃度（％）    労働安全衛生法    


イソプロピルアルコール   ６７‐６３‐０   約２．５     通知対象物質 


 


＜その他の成分＞ 


 成分名          


a) 非イオン系界面活性剤 
b) 粘度調整剤 
c) 除菌剤 
d) 香料 
e) 染料 
f) 水 


 


３．危険有害性の要約 


・ 危険性   ：危険物に該当しない。 
・ 有害性   ：標準使用濃度範囲では人体への有害性は低い。 
・ 環境影響情報：原液および洗浄廃液を一般環境内に排出させない。 


 


４． 応急措置 
 目に入った場合 


・ 直ちに大量の清浄な流水で１５分以上洗う。まぶたの裏まで完全に洗うこと。 
・ 医師の診断を受けること。 


 皮膚に付着した場合 


・ 大量の水および石けん又は皮膚用の洗剤を用いて十分に洗い落とす。溶剤、シンナーは使用しないこと。 
・ 外観に変化がみられたり、痛みがある場合には医師の診断を受けること。 


 吸入した場合 


・ 本製品は揮発性の低い水溶性液体であり、蒸気吸入の可能性は少ない。 
・ 然るに、吸入した場合には空気の清浄な場所で安静にする。 
・ 必要があれば、医師の診断を受ける。 


 飲み込んだ場合 


・ 被災者に意識がある場合、水で口の中をよく洗わせ、コップ１～２杯の水まはた牛乳を飲ませる。 
・ 被災者の意識がない場合、口から何も与えてはならない。また、吐かせてもならない。 
・ 安静にして、直ちに医師の診断を受ける。 
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整理番号   ＢＣ‐０６４‐３ 
 


５． 火災時の措置 
 使用可能消火剤 ：＊＊ 


 消火方法 ：本製品は引火しない。 


 


６． 漏出時の措置 
 人体に対する注意事項 


・ 作業の際には適切な保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を着用する。 
 環境に対する注意事項 


・ 河川などへ排出され、環境へ影響を起こさないように注意する。 
・ 地域の規則に従う。 


 回収方法 


・ 多量に漏出した場合 ：土のう等で拡散を防止し、凝集・凝固剤等で凝集措置をした後、回収する。 
・ 少量の場合     ：乾燥砂、土、ウエス等に吸収させて回収する。 


 


７． 取り扱いおよび保管上の注意 
 取り扱い 


＜技術的対策ならびに注意事項＞ 


・ 換気のよい場所で取り扱う。 
・ 保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を着用する。 
・ 一度、容器から出した液は元の容器へ戻さない。 
・ 容器はその都度密閉する。 


 ＜安全取り扱い注意事項＞ 


・ 水禁忌物質との接触を避ける。 
 保管 


 ＜保管条件＞ 


・ 日光の直射を避ける。 
・ 通風のよいところに保管する。 
・ 火気、熱源から遠ざけて保管する。 
・ 凍結に注意する。 
・ 水禁忌性物質との同一場所保管を避ける。 


 


８．暴露防止および保護措置 


 設備対策 


・ 屋内作業の場合、局所排気装置等により作業者が暴露から避けられる設備とすること。 
 保護具 


・ 目の保護       ：ゴーグル等を使用する。 
・ 皮膚および身体の保護 ：皮膚を露出しない着衣、化学薬品が浸透しない材質（ゴム、ビニル）の手袋を着ける。 
・ 呼吸系の保護     ：保護マスク等を着用する。 


 


９． 物理的および化学的性質 
・ 物理的状態：液体 
・ 色    ：淡青色透明 
・ 沸点   ：約１００℃ 
・ 蒸気圧  ：ほぼ水と同等 
・ 不揮発分 ：１.２±０.５％ 
・ ｐＨ   ：７.０±１.０（＠２５℃） 


・ 比重    ：０.９９±０.０１（＠２５℃） 
・ 粘度    ：１００±５０ mPa･s（＠２５℃） 
・ 水への溶解性：可溶 
・ 引火点   ：なし  
・ 発火点   ：なし 
・ その他   ：特になし 
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整理番号   ＢＣ‐０６４‐３ 
 


１０．安定性および反応性 


・ 安定性       ：一般環境下で安定 
・ 危険な反応     ：なし 
・ 避けるべき条件   ：低温、高温となる環境 
・ 避けるべき材料   ：水禁忌物質との混合禁止 
・ 危険有害な分解生成物：なし 


 


１１．有害性情報 


・ 急性毒性   ：データなし 
・ 局所効果   ：データなし 


・ 感作性    ：データなし 
・ 慢性・長期毒性：データなし 


 


１２．環境影響情報 


・ 移動性    ：あり 
・ 残留性／分解性：データなし 
・ ＢＯＤ    ：６.６×１０４ｐｐｍ（JIS K 0102-21） 
・ ＣＯＤ    ：１.７×１０４ｐｐｍ（JIS K 0102-17） 
・ 生体蓄積性  ：データなし 
・ 魚毒性    ：データなし 
・ その他：一般環境内には廃棄しない。 
・ 排水基準を定める総理府令別表第１に掲げる有害物質を含まない。 


 


１３．廃棄上の注意 


 残余廃棄物 


・ 廃棄物は許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理する。 
・ 容器、機器装置等を洗浄した排水などは、地面や排水溝へそのまま流さない事。 
・ 排水処理、焼却等により発生した廃棄物についても廃棄物の処理及び清掃に関する法律および関係する法規に 
従って処理を行うか、委託する事。 


・ 地域の規則に従う。 
 汚染容器･包装 


・ 容器等の廃棄物は許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理する。 
・ 地域の規則に従う。 


 


１４．輸送上の注意 


・ 陸上輸送  ：消防法、労働安全衛生法、毒劇物法等に該当する場合、法令に従って輸送する事。 
・ 内陸水路輸送：船舶安全法の定めに従う。 
・ 海上輸送  ：船舶安全法の定めに従う。 
・ 航空輸送  ：航空法の定めに従う。 


 


１５．適用法令 


・ ＰＲＴＲ法        ：該当しない 
・ 消防法          ：該当しない 
・ 労働安全衛生法(有規則含む)：通知対象物質（ＩＰＡ）含有 
・ 毒物及び劇物取締法    ：該当しない 
・ 船舶安全法        ：該当しない 
・ 航空法          ：該当しない 


 


１６．その他の情報 


 特になし 


 


（注意）危険・有害性の評価は必ずしも十分ではないので、取り扱いには十分注意してください。 
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整理番号   ＢＰ‐０５７‐４ 
作成年月日 ２００１年 ６月 １日 


改訂年月日 ２００７年１２月４日 


製 品 安 全 デ ー タ シ ー ト 


 


１． 製品および会社情報 
製品名   スーパーフィットコート 


会社名   株式会社リンレイ 


住所    〒１０４‐００６１ 東京都中央区銀座４丁目１０番１３号 


担当部門  秦野工場 生産技術課 


電話番号  ０４６３‐８１‐５４５５ 


ＦＡＸ番号 ０４６３‐８２‐４７００ 
 


２． 組成、成分情報 
単一物質／混合物の分類  混合物（液体） 


＜適用法令（項目１５）関連成分＞ 


成分名                濃度（％）     労働安全衛生法         


ジプロピレングリコールモノメチルエーテル  １．８       通知対象物質 


 


環境ホルモン疑義物質 原料として使用していません 


化学物質管理促進法（PRTR法）規制該当物質 原料として使用していません 


シックハウス･シックスクール配慮（VOCの使用） 
この製品には、室内空気汚染の原因とされる厚生労働省指針値該当


13物質成分を原料として使用していません 


改正建築基準法における建築内装材の規格 
当該法律に言う建築材料には該当しません 


ホルムアルデヒド放散速度は、5μg/m2･h 以下（JIS A 1901）です 


学校環境衛生基準該当物質 原料として使用していません 


 


＜その他の成分＞ 


 成分名                       


a) 金属架橋型アクリル系樹脂エマルジョン 
b) アクリル系樹脂エマルジョン 
c) アクリル‐ウレタン系共重合樹脂エマルジョン 
d) 高融点ワックスエマルジョン 
e) レベリング剤 
f) 界面活性剤 
g) 可塑剤 
h) 防腐剤 
i) 消泡剤 
j) 水 


 


３．危険有害性の要約 


・ 危険性   ：危険物に該当しない。 
・ 有害性   ：標準使用濃度範囲では人体への有害性は低い。 
・ 環境影響情報：原液および洗浄廃液を一般環境内に排出させない。 
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整理番号   ＢＰ‐０５７‐４ 
 


４． 応急措置 
 目に入った場合 


・ 直ちに大量の清浄な流水で１５分以上洗う。まぶたの裏まで完全に洗うこと。 
・ 医師の診断を受けること。 


 皮膚に付着した場合 


・ 大量の水および石けん又は皮膚用の洗剤を用いて十分に洗い落とす。溶剤、シンナーは使用しないこと。 
・ 外観に変化がみられたり、痛みがある場合には医師の診断を受けること。 


 吸入した場合 


・ 本製品は揮発性の低い水溶性液体であり、蒸気吸入の可能性は少ない。 
・ 然るに、吸入した場合には空気の清浄な場所で安静にする。 
・ 必要があれば、医師の診断を受ける。 


 飲み込んだ場合 


・ 被災者に意識がある場合、水で口の中をよく洗わせ、水をコップ１～２杯飲ませてから吐かせる。 
・ 被災者の意識がない場合、口から何も与えてはならない。また、吐かせてもならない。 
・ 安静にして、直ちに医師の診断を受ける。 


 


 


５． 火災時の措置 
 使用可能消火剤 ：水、炭酸ガス、泡、粉末、乾燥砂 等 


 消火方法 ：本製品は引火しない。なお、製品乾燥物に着火した場合には以下の処置をとる。 


・ 可燃性の物を周囲から取り除く。 
・ 適切な保護具（耐熱着衣など）を使用する。 


 


６． 漏出時の措置 
 人体に対する注意事項 


・ 作業の際には適切な保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を着用する。 
 環境に対する注意事項 


・ 河川などへ排出され、環境へ影響を起こさないように注意する。 
・ 地域の規則に従う。 


 回収方法 


・ 多量に漏出した場合 ：土のう等で拡散を防止し、凝集・凝固剤等で凝集措置をした後、回収する。 
・ 少量の場合     ：乾燥砂、土、ウエス等に吸収させて回収する。 


 


７． 取り扱いおよび保管上の注意 
 取り扱い 


＜技術的対策ならびに注意事項＞ 


・ 換気のよい場所で取り扱う。 
・ 保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を着用する。 
・ 一度、容器から出した液は元の容器へ戻さない。 
・ 容器はその都度密閉する。 


 ＜安全取り扱い注意事項＞ 


・ 水禁忌物質との接触を避ける。 
 保管 


 ＜保管条件＞ 


・ 日光の直射を避ける。 
・ 通風のよいところに保管する。 
・ 火気、熱源から遠ざけて保管する。 
・ 凍結に注意する。 
・ 水禁忌性物質との同一場所保管を避ける。 
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整理番号   ＢＰ‐０５７‐４ 
 


 


 


 


８．暴露防止および保護措置 


 設備対策 


・ 屋内作業の場合、局所排気装置等により作業者が暴露から避けられる設備とすること。 
 保護具 


・ 目の保護      ：ゴーグル等を使用する。 
・ 皮膚および身体の保護：皮膚を露出しない着衣、化学薬品が浸透しない材質の手袋を着ける。 
・ 呼吸系の保護    ：保護マスク等を着用する。 


 


９． 物理的および化学的性質 
・ 物理的状態：液体 
・ 色    ：乳白色 
・ 沸点   ：約１００℃ 
・ 蒸気圧  ：ほぼ水と同等 
・ 不揮発分 ：２１.５±２.０ ％ 
・ ｐＨ   ：８.２±１.０（＠２５℃） 


・ 比重    ：１.０３±０.０１（＠２５℃） 
・ 粘度    ：４.０±２.０ mPa･s（＠２５℃） 
・ 水への溶解性：可溶 
・ 引火点   ：なし  
・ 発火点   ：なし 
・ その他   ：特になし 


 


１０．安定性および反応性 


・ 安定性       ：一般環境下で安定 
・ 危険な反応     ：なし 
・ 避けるべき条件   ：低温、高温となる環境 
・ 避けるべき材料   ：水禁忌物質との混合禁止 
・ 危険有害な分解生成物：なし 


 


１１．有害性情報 


・ 急性毒性   ：データなし 
・ 局所効果   ：データなし 


・ 感作性    ：データなし 
・ 慢性・長期毒性：データなし 


 


１２．環境影響情報 


・ 移動性    ：あり 
・ 残留性／分解性：データなし 
・ ＢＯＤ    ：４.８×１０４ｐｐｍ（JIS K 0102-21） 
・ ＣＯＤ    ：１.２×１０４ｐｐｍ（JIS K 0102-17） 
・ 生体蓄積性  ：データなし 
・ 魚毒性    ：データなし 
・ その他：一般環境内には廃棄しない。 
・ 排水基準を定める総理府令別表第１に掲げる有害物質を含まない。 


 


１３．廃棄上の注意 


 残余廃棄物 


・ 廃棄物は許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理する。 
・ 容器、機器装置等を洗浄した排水などは、地面や排水溝へそのまま流さない事。 
・ 排水処理、焼却等により発生した廃棄物についても廃棄物の処理及び清掃に関する法律および関係する法規に 
従って処理を行うか、委託する事。 


・ 地域の規則に従う。 
 汚染容器･包装 


・ 容器等の廃棄物は許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理する。 
・ 地域の規則に従う。 
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整理番号   ＢＰ‐０５７‐４ 
 


１４．輸送上の注意 


・ 陸上輸送  ：消防法、労働安全衛生法、毒劇物法等に該当する場合、法令に従って輸送する事。 
・ 内陸水路輸送：船舶安全法の定めに従う。 
・ 海上輸送  ：船舶安全法の定めに従う。 
・ 航空輸送  ：航空法の定めに従う。 


 


１５．適用法令 


・ ＰＲＴＲ法        ：該当しない 
・ 消防法          ：該当しない 
・ 労働安全衛生法(有機則含む)：通知対象物質含有 
・ 毒物及び劇物取締法    ：該当しない 
・ 船舶安全法        ：該当しない 
・ 航空法          ：該当しない 


 


１６．その他の情報 


 特になし 


 


（注意）危険・有害性の評価は必ずしも十分ではないので、取り扱いには十分注意してください。 
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  整理番号 ＢＰ ‐０９３ 


                                        


作成年月日 ２００５年９月３０日 


製 品 安 全 デ ー タ シ ー ト 


 


１． 製品および会社情報 
製品名    ドライマスターＤＣ 


会社名    株式会社リンレイ 


住所     〒１０４‐００６１ 東京都中央区銀座４丁目１０番１３号 


担当部門   秦野工場 生産技術課 


電話番号   ０４６３‐８１‐５４５５ 


ＦＡＸ番号  ０４６３‐８２‐４７００ 
 


２． 組成、成分情報 
単一物質／混合物の分類  混合物（液体） 


 


＜適用法令（項目１５）関連成分＞ 


成分名           


該当なし 


 


環境ホルモン疑義物質 原料として使用していません 


化学物質管理促進法（PRTR法）規制該当物質 原料として使用していません 


シックハウス･シックスクール配慮（VOCの使用） 
この製品には、室内空気汚染の原因とされる厚生労働省指針値該当


13物質成分を原料として使用していません 


改正建築基準法における建築内装材の規格 
当該法律に言う建築材料には該当しません 


ホルムアルデヒド放散速度は、5μg/m2･h 以下（JIS A 1901）です 


学校環境衛生基準該当物質 原料として使用していません 


 


 


＜その他の成分＞ 


 成分名                      


a) 金属架橋型アクリル系樹脂エマルジョン 
b) アイオノマー樹脂エマルジョン 
c) アクリル‐ウレタン系共重合樹脂エマルジョン 
d) 高融点ワックスエマルジョン 
e) レベリング剤 
f) 界面活性剤 
g) 可塑剤 
h) 防腐剤 
i) 消泡剤 
j) 水 


 


３．危険有害性の要約 


・ 危険性     ：危険物に該当しない。 
・ 有害性     ：標準使用濃度範囲では人体への有害性は低い。 
・ 環境影響情報  ：原液および洗浄廃液を一般環境内に排出させない。 
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  整理番号 ＢＰ ‐０９３ 


 


４． 応急措置 
 目に入った場合 


・ 直ちに大量の清浄な流水で１５分以上洗う。まぶたの裏まで完全に洗うこと。 
・ 医師の診断を受けること。 


 皮膚に付着した場合 


・ 大量の水および石けん、又は皮膚用の洗剤を用いて十分に洗い落とす。溶剤、シンナーは使用しないこと。 
・ 外観に変化がみられたり、痛みがある場合には医師の診断を受けること。 


 吸入した場合 


・ 本製品は揮発性の低い水溶性液体であり、蒸気吸入の可能性は少ない。 
 然るに、吸入した場合には空気の清浄な場所で安静にする。 


・ 必要があれば、医師の診断を受ける。 
 飲み込んだ場合 


・ 被災者に意識がある場合、水で口の中をよく洗わせ、吐かせずに水をコップ１～２杯飲ませる。 
・ 被災者の意識がない場合、口から何も与えてはならない。また、吐かせてもならない。 
・ 安静にして、直ちに医師の診断を受ける。 


 


５． 火災時の措置 
 使用可能消火剤  ：水、炭酸ガス、泡、粉末、乾燥砂 等 


 


 消火方法  ：本製品は引火しない。 なお、製品乾燥物に着火した場合には以下の処置をとる。 


・ 可燃性の物を周囲から取り除く。 
・ 適切な保護具（耐熱着衣など）を使用する。 


 


６． 漏出時の措置 
 人体に対する注意事項 


・ 作業の際には適切な保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を着用する。 
 環境に対する注意事項 


・ 河川などへ排出され、環境へ影響を起こさないように注意する。 
・ 地域の規則に従う。 


 回収方法 


・ 多量に漏出した場合 ：土のう等で拡散を防止し、凝集・凝固剤等で凝集措置をした後、回収する。 
・ 少量の場合     ：乾燥砂、土、ウエス等に吸収させて回収する。 


 


７． 取り扱いおよび保管上の注意 
 取り扱い 


＜技術的対策ならびに注意事項＞ 


・ 換気のよい場所で取り扱う。 
・ 保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を着用する。 
・ 一度、容器から出した液は元の容器へ戻さない。 
・ 容器はその都度密閉する。 


 ＜安全取り扱い注意事項＞ 


・ 水禁忌物質との接触を避ける。 
 


 保管 


 ＜保管条件＞ 


・ 日光の直射を避ける。 
・ 通風のよいところに保管する。 
・ 火気、熱源から遠ざけて保管する。 
・ 凍結に注意する。 
・ 水禁忌性物質との同一場所保管を避ける。 
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  整理番号 ＢＰ ‐０９３ 


 


８．暴露防止および保護措置 


 設備対策 


・ 屋内作業の場合、局所排気装置等により作業者が暴露から避けられる設備とすること。 
  


 保護具 


・ 目の保護       ：ゴーグル等を使用する。 
・ 皮膚および身体の保護 ：皮膚を露出しない着衣、化学薬品が浸透しない材質の手袋を着ける。 
・ 呼吸系の保護     ：保護マスク等を着用する。 


 


９． 物理的および化学的性質 
・ 物理的状態 ：液体 
・ 色     ：乳白色 
・ 沸点    ：約１００℃ 
・ 蒸気圧   ：ほぼ水と同等 
・ 不揮発分  ：２５ ％ 
・ ｐＨ    ：８.０（＠２５℃） 


・ 比重     ：１.０４（＠２５℃） 
・ 粘度     ： ５ mPa･s（＠２５℃） 
・ 水への溶解性 ：可溶 
・ 引火点    ：なし 
・ 発火点    ：なし 
・ その他    ：特になし 


 


１０．安定性および反応性 


・ 安定性        ：一般環境下で安定 
・ 危険な反応      ：なし 
・ 避けるべき条件    ：低温、高温となる環境 
・ 避けるべき材料    ：水禁忌物質との混合禁止 
・ 危険有害な分解生成物 ：なし 


 


１１．有害性情報 


・ 急性毒性     ：データなし 
・ 局所効果     ：データなし 


・ 感作性     ：データなし 
・ 慢性・長期毒性 ：データなし 


 


１２．環境影響情報 


・ 移動性     ：あり 
・ 残留性／分解性 ：データなし 
・ ＢＯＤ     ：データなし 
・ ＣＯＤ     ：データなし 
・ 生体蓄積性   ：データなし 
・ 魚毒性     ：データなし 
・ その他     ：一般環境内には廃棄しない。 
・ 排水基準を定める総理府令別表第１に掲げる有害物質を含まない。 


 


１３．廃棄上の注意 


 残余廃棄物 


・ 廃棄物は許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理する。 
・ 容器、機器装置等を洗浄した排水などは、地面や排水溝へそのまま流さない事。 
・ 排水処理、焼却等により発生した廃棄物についても廃棄物の処理及び清掃に関する法律 
  および関係する法規に従って処理を行うか、委託する事。 


・ 地域の規則に従う。 
 


 汚染容器･包装 


・ 容器等の廃棄物は許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理する。 
・ 地域の規則に従う。 
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  整理番号 ＢＰ ‐０９３ 
 


１４．輸送上の注意 


・ 陸上輸送   ：消防法、労働安全衛生法、毒劇物法等に該当する場合、法令に従って輸送する事。 
・ 内陸水路輸送 ：船舶安全法の定めに従う。 
・ 海上輸送   ：船舶安全法の定めに従う。 
・ 航空輸送   ：航空法の定めに従う。 


 


１５．適用法令 


・ ＰＲＴＲ法         ：該当しない 
・ 消防法           ：該当しない 
・ 労働安全衛生法(有規則含む) ：該当しない 
・ 毒物及び劇物取締法     ：該当しない 
・ 船舶安全法         ：該当しない 
・ 航空法           ：該当しない 


 


１６．その他の情報 


   特になし 


 


（注意）危険・有害性の評価は必ずしも十分ではないので、取り扱いには十分注意してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





